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　この履修要覧は入学年度（新入生）にのみ配付

いたします。新入生の皆さんは，この履修要覧を

卒業するまで大切に保管してください。（※紛失

しても再配付はできません。）

　この履修要覧には，学則等の規則や，本学学生

として在学中に必要な事項が記載されていますの

で，よく読んでください。

　なお，履修要覧の記載に変更が生じた場合は，

掲示等でお知らせします。



基 本 理 念

　「去華就実」の精神を全ての就実人の精神的規範とする。「去華就実」とは，外面的華美に走
ることなく，実質的・本質的な意味における人間性の豊かさに価値を置き，内面の充実に努める
ことによって，その実現を追求してやまない能動的かつ創造的な精神の営為を意味する。

基 本 目 標

　「実地有用」の人材育成と，個性的で活力にあふれる大学の創造を目指す。
　教育・指導面では学生に最高度の満足をあたえ，研究面では着実な研究を推進し，その成果を
社会にむけて発信する。その目的達成のために最大限の努力を惜しまない。

実 践 指 針

　１　学生一人ひとりの個性を尊重しつつ，社会性をそなえた人材を育成する。
　２　学生一人ひとりの潜在能力を引き出し，人間性豊かな人材を育成する。
　３　学生一人ひとりの思いを大切にする。
　４　大学の諸活動には常に積極的かつ真摯に取り組む。
　５　地域社会の知の拠点としての立場を認識し，積極的に地域貢献に寄与する。

　本学は，日本国憲法及び教育基本法の精神にのっとり，学校教育法の定める大学として，学術
を教授研究し，併せて建学の精神に基づき，文化の進展と社会の福祉に貢献する有為な人材を育
成することを目的とする。（就実大学学則第１条）

建学の精神

　「去華就実」は，明治41年（1908年）に発布された戊申詔書の中に出てくる「華を去り，実に
就く」の漢語表現であり，本学はこれを建学の精神にしている。明治44年以来用いられている  
「就実」という校名もここから来ている。
　この言葉には，外見の華やかさに心奪われるのでなく，内面の豊かさや知性，社会に貢献でき
る実践的な能力などを身につけること，という高い志が込められている。

去華就実

教育の目的



学部・学科の人材の育成及びその他教育研究上の目的
（就実大学学則第３条の２）

人文科学部

人文科学部は，表現文化学科，実践英語学科，総合歴史学科の3学科で構成され，言語・文化・
歴史などを学ぶことで，人間の本質を問い，身につけた教養をもとに主体的に行動し，社会及び
文化の発展に貢献できる人物を育成することを目的とする。

　表現文化学科
　表現文化学科は，日本文学，日本語，表現創造（言語・身体）の3コースで構成される。日本
の言語と文化について幅広い学識と理解を身につけ，人間が生活する時空の豊かさを実感できる
知識と経験を積み，その学識と経験を活かして現代社会を能動的に生き，社会及び文化の諸問題
を解決できる人材を育成することを目的とする。

　実践英語学科
　実践英語学科は，英語コミュニケーション，英米文化，通訳・翻訳の3コースで構成される。
英語教育を含む英語関連領域の専門的・学際的研究を通して，実践的な英語運用能力だけではな
く，英語圏の人々，その人々を取り巻く社会・文化・思想・価値観についての教養を深化させ，
それらを主体的に駆使・応用することで，グローバル化の進む諸領域の創生・発展に貢献できる
人材を育成することを目的とする。

　総合歴史学科
　総合歴史学科は，日本史，アジア史，ヨーロッパ・アメリカ史，歴史遺産の4コースで構成さ
れる。歴史を学び，修得した知識を基に，現代の諸状況を把握して問題の解決を図り，文化的背
景の異なる人々の立場を理解して豊かな人間関係を築き，社会の発展に貢献できる人材を育成す
ることを目的とする。
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就実大学　３つのポリシー

●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
就実大学は，実地有用の人材を育成するため，所定の期間在学し，以下に示す知識・技能・態度及び志向性を

身につけた学生に卒業を認定し，学位を授与する。具体的な基準等の詳細については，各学部各学科の卒業認定

及び学位授与の方針において定める。

１．地域社会や国際社会で活用しうる，教養と各専門領域における知識・技能，論理的思考力，問題発見・分析・

解決能力を身につけている。

２．社会人としての責務を理解して主体的な判断のもとに自律して行動し，地域社会や国際社会に貢献する態度・

志向性を身につけている。

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
本学の教育理念に基づき，次の方針に沿って特色ある教育を実践する。

１．教育内容

　　①幅広い視野と豊かな教養で感性を磨き，人間力を育成する。

　　②社会人として必要となる社会人基礎力や応用力を育成する。

　　③異文化を理解し，尊重・共生できる国際理解力を育成する。

　　④論理的・批判的な思考力とコミュニケーション能力を育成する。

　　⑤専門的知識や技能を高め，問題発見・解決能力を育成する。

　　⑥大学への適応，学修スキルの修得のため初年次教育を行う。

　　⑦学修成果のとりまとめとして「卒業研究」を必修とする。

２．教育方法

　　⑧�社会の課題を自己のものとして捉え，考え，発信するため，学位プログラムごとに学外体験学習プログ

ラム（インターンシップ等）を随時採り入れる。

　　⑨アクティブラーニングを取り入れた教育方法を少人数教育を中心に実施する。

３．評価

　　⑩�学生の教育評価では，各科目のシラバスに定める成績評価，「卒業研究」の評価及び学科が定める適切な

方法によって評価する。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
本学の建学の精神である「去華就実」を精神的規範とすることのできる，以下のような人材を受け入れる。必要

な能力の具体的な水準や入試方法との関連等の詳細については，各学部各学科の入学者の受入れ方針にて定める。

１．高等学校等において幅広い教科の科目を学び，本学における専門教育課程での学修に必要な学力（知識・技能，

思考力・判断力・表現力）を十分に有している人

２．本学の基本目標である「実地有用」の考えを理解し，人への思いやりと奉仕心があり，文化や社会に貢献す

る意欲がある人

３．本学の教育分野と専門教育課程に興味と関心を持ち，本学において主体的に学ぼうとする学修意欲と目的を

有している人
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人文科学部

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
本学部に４年以上在学し，各学科の定める所定の単位を含む124単位以上を修得し，次の基準を満たした学生に

卒業を認定し，学士（人文科学）の学位を授与する。

１．人間の営為について広い視野と教養をもつ。

２．言語，文化，歴史について深い専門的知識をもつ。

３．基本的な外国語運用能力をもち，言語・文化の異なる人々と協働できる。

４．課題を発見し，批判的・論理的に考証し，課題解決につなげる能力をもつ。

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
言語，文化，歴史について幅広い知識と深い理解を身につけ，実践的なコミュニケーションを通して現代社会

に貢献できる資質と能力を涵養するため，次の方針によりカリキュラム（教育課程）を編成する。

１．新入生の大学生活への順応，主体的な学びの姿勢と学修スキルを習得するために，初年次教育を実施する。

２．広い視野と豊かな教養を身につけるために，人文科学，社会科学，自然科学及び情報教育，キャリア教育に

関する総合教養教育科目を配置する。

３．異なる言語と文化をもつ人々と協働する能力を養成するために，外国語教育科目を配置する。

４．各学科の教育目標を達成するために，学科ごとに専門の講義・演習科目を配置する。

５．人文科学部の学修成果として卒業研究を必修とする。

評価方法
６．シラバスで担当教員が公開している基準，卒業研究の達成基準，学科で共有している基準にしたがって，履

修科目の評価を決定する。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
人文科学部は，幅広い教養の上に人文科学の知識と技能を身につけ，現代社会で活躍できる人間の育成を目指

しています。

＜求める学生像＞

本学部の教育の目標と内容を理解し，主体的に学修に取り組むことのできる，次のような学生を求めます。

１．言語と文化に広く関心をもち，人間の営為を探求する意欲のある人

２．言語の運用能力の向上と幅広い教養の修得をめざす人

３．学修成果を活かして，多様な価値観の共存する社会で主体的に考え行動する意思をもつ人
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表現文化学科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
本学科に４年以上在学し，所定の単位を含む124単位以上を修得し，次の基準を満たした学生に卒業を認定し，

学士（人文科学）の学位を授与する。

１．人間の営為について広い視野と教養をもつ。

２．他者の言葉を理解した上で，自分の考えや意見を，口頭または文章によって的確に表現することができる。

３．日本文学，日本語，表現創造（言語・身体）の３分野にわたる基礎知識を教養として身につける。

４．上記３分野についての専門知識を総合的，体系的に身につける。

５．上記３分野のいずれかにおいて，研究手法を修得し，自ら研究課題を設定し，課題の答えを，論理的な分析

と考察を通して導き出すことができる。

　　日本文学コースにおいては，上記３・４項の知識に基づき，文学作品および文学思潮について，記述と分析

を行うことができる。

　　日本語コースにおいては，上記３・４項の知識に基づき，日本語の言語現象について，記述と分析を行うこ

とができる。

　　表現創造コースにおいては，上記２・３項の知識に基づき，作品創作を通して自分の感情や思考を表現できる。

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
日本文学・日本語・表現創造（言語・身体）の３コースにおいて，次の方針によりカリキュラム（教育課程）

を編成する。

１．研究の手法の基礎を修得するために，１年次に「基礎ゼミナール」を配置する。

２．自らの意見を口頭・文章で的確に伝える技術を修得するために，１年次に「文章表現」「口頭表現」を配置する。

３．日本文学，日本語，表現創造（言語・身体）の３分野にわたる基礎知識を身につけるために，１年次に「表

現文化学入門」，「入門」群を配置する。

４．３分野の専門知識を集中的，体系的に理解するために，２年次に「表現文化ゼミナールⅠ・Ⅱ」，「史」群，「研

究」群を，３年次に「講義」群を配置する。

５．３分野のいずれかにおいて，高度な知識や技術を身につけ，自ら設定した課題の解明に取り組むために，特

に日本文学コースにおいては，文学作品および文学思潮について記述と分析を行えるようになるため，日本

語コースにおいては，日本語の言語現象について，記述と分析を行えるようになるため，表現創造コースに

おいては，表現・創造制作過程を通して，作品創作を通して自分の感情や思考を表現できるようになるため，

３年次に「表現文化ゼミナールⅢ・Ⅳ」，４年次に「表現文化ゼミナールⅤ・Ⅵ」，「卒業研究」を配置する。

６．社会人として必要な教養や知識を身につけるために，総合教養教育科目を配置する。

７．異文化を理解し，異なる文化的背景を持つ人と意思疎通を行うための基礎的な能力を身につけるために，外

国語教育科目を配置する。
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評価方法
８．シラバスで担当教員が公開している基準，卒業研究の達成基準，学科で共有している基準にしたがって，履

修科目の評価を決定する。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
表現文化学科は，日本の言語と文化についての深い理解力と幅広い学識を身につけ，それらを活かし，地域に

根ざして現代社会を能動的に生きる人材の育成を目指しています。

＜求める学生像＞

本学科の教育の目標と内容を理解し，主体的に学修に取り組むことのできる，次のような学生を求めます。

１．言語・非言語によるコミュニケーション能力の向上をめざす人

２．日本文学・日本語の理解と探求をめざす人，あるいは言語・身体による創作をめざす人

３．学修成果を活かして，現代社会の中で主体的に考え行動する意思をもつ人

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞

入学者には，国語を中心に，本学科の専門教育課程を学ぶのに必要な学力（知識・技能，思考力・判断力・表

現力）と，主体的に学び，協働する姿勢を求めます。

＜入試方法についての方針＞

①総合型選抜（自己アピール型）では，自己推薦書・出願資格を証明する書類で興味・関心のある分野に主体的

に取り組んできた成果とその過程で得た将来への展望を審査し，調査書で高校における学習の成果を審査し，

小論文と面接で主体的に学ぶ姿勢と基礎学力および思考力・判断力・表現力を計ります。

②総合型選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で国語と英

語の基礎学力を，面接で主体的に学ぶ姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。

③学校推薦選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で国語と

英語の基礎学力を，面接で主体的に学ぶ姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。

④学校推薦選抜（小論文型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，小論文と面接で主体

的に学ぶ姿勢と基礎学力および思考力・判断力・表現力を計ります。

⑤一般選抜（前期）では，学力試験で本学科の学修の基盤となる国語と関連科目の学力を審査します。

⑥共通テスト利用入試では，共通テストで本学科の学修の基盤となる国語を中心に学力を審査します。

⑦共通テスト利用入試Cでは，共通テストで本学科の学修の基盤となる国語と英語の学力を審査し，調査書で主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を評価します。
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実践英語学科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
本学科に４年以上在学し，所定の単位を含む124単位以上を修得し，次の基準を満たした学生に卒業を認定し，

学士（人文科学）の学位を授与する。

１．人間の営為について広い視野と教養をもつ。

２．英語の４技能のどの面においても実践的，適切かつ高度に運用できる。読む・聞くの受容的能力だけでなく，

話す・書く・プレゼンテーションなどの発信ができる。

３．言語の社会背景的，言語的差異を踏まえたうえで，グローバル社会で良好な人間関係を主体的に構築するた

めに適切なコミュニケーションができる。

４．異文化理解を通して幅広い教養を身につけ，様々な社会・文化・思想・価値観を認識・尊重しつつ，グロー

バル社会で他者と協調・協働し活躍することができる。

５．学修した知識を活用しながら，批判的思考によって自ら問題・課題を発見し，その問題・課題を客観的・論

理的分析により解決に導くことができる。

６．英語圏の文学・文化，あるいは英語学・英語教育・通訳翻訳について身につけた学術的知見および技能に基

づいて，グローバルな課題を理解し，それを解決するための提案をすることができる。

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
実践的な英語の運用能力と幅広い教養を身につけ，グローバル化の進む社会に貢献できる専門知識を涵養する

ため，次の方針によりカリキュラム（教育課程）を編成する。

１．４技能にわたる実践的な英語運用能力を修得するために，１・２年次に集中して「Intensive EnglishⅠ〜

IV」，「Oral CommunicationⅠ〜 IV」，「English WritingＩ～Ⅳ」などを配置する。

２．自己表現力・情報発信力・主体的なコミュニケーション能力を修得するために，１年次に「English 

Research SkillsⅠ・Ⅱ」，「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」を，３・４年次に「English Communication１〜４」など

を配置する。

３．異文化理解とグローバル社会で通用する人間力を修得するために，１年次に「英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ」

を，３年次に「異文化理解と交流１・２」，「英語文化文学研究入門１～３」などを配置する。

４．問題発見解決能力・判断力を高めるために，１・２年次に「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」「English Research 

SkillsⅠ・Ⅱ」，「English WritingＩ～Ⅳ」を，３・４年次に「英語ゼミナールⅠ～Ⅳ」を配置する。

５．専門的な知識・技能と活用力・思考力を高めるために，３年次より「英語コミュニケーションコース」，「英

米文化コース」「通訳・翻訳コース」の３コースの科目群で専門的知識・技能を養い，さらに「英語ゼミナー

ルI〜 IV」によって，より専門的な学際的研究を通して問題発見し，解決する能力を高める。

６．４年間の学びの集大成となる「卒業研究」を配置する。
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評価方法
７．シラバスで担当教員が公開している基準，卒業研究の達成基準，学科で共有している基準にしたがって，履

修科目の評価を決定する。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
実践英語学科は，少人数クラスでのきめ細やかな教育・研究指導体制によって，実践的な英語運用能力を身に

つけ，グローバル化の進む諸領域で活躍する人材の育成を目指しています。

＜求める学生像＞

本学科の教育の目標と内容を理解し，主体的に学修に取り組むことのできる，次のような学生を求めます。

１．積極的に英語の４技能の上達をめざす人

２．英語圏をはじめとする諸外国・地域の社会・ 文化・思想・価値観などについて，幅広い教養を求め，主体的

に学ぶ姿勢をもつ人

３．学修した知識を基に専門的・学際的研究をする意欲のある人

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞

入学者には，英語を中心に，本学科の専門教育課程を学ぶのに必要な学力（知識・技能，思考力・判断力・表

現力）と，主体的に学び，協働する姿勢を求めます。

＜入試方法についての方針＞

①総合型選抜（自己アピール型）では，自己推薦書・出願資格を証明する書類で興味・関心のある分野に主体的

に取り組んできた成果とその過程で得た将来への展望を審査し，調査書で高校における学習の成果を審査し，

小論文と面接で主体的に学ぶ姿勢と基礎学力および思考力・判断力・表現力を計ります。実践英語学科ではこ

れらに加えて，面接で英語の４技能のうち「聞く・話す」を評価します。

②�総合型選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で基礎学力を，

面接で主体的に学ぶ姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。実践英語学科ではこれらに加えて，面接で英

語の４技能のうち「聞く・話す」を評価します。

③�学校推薦選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で基礎学

力を，面接で主体的に学ぶ姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。

④学校推薦選抜（小論文型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，小論文と面接で主体

的に学ぶ姿勢と基礎学力および思考力・判断力・表現力を計ります。

⑤一般選抜（前期）では，学力試験で各学科の学修の基盤となる科目と関連科目の学力を審査します。

⑥共通テスト利用入試A・Bでは，共通テストで各学科の学修の基盤となる科目を中心に学力を審査します。

⑦共通テスト利用入試Cでは，共通テストで各学科の学修の基盤となる科目を中心に学力を審査し，調査書で主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を評価します。
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総合歴史学科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
本学科に４年以上在学し，所定の単位を含む124単位以上を修得し，次の基準を満たした学生に卒業を認定し，

学士（人文科学）の学位を授与する。

１．人間の営為について広い視野と教養をもつ。

２．歴史への深い理解に基づき，現代社会の状況を正確に把握することができる。

３．歴史の学修を生かし，問題解決に対して積極的・主体的に取り組むことができる。

４．異文化への理解に基づき，国際社会で活躍できる基礎力を獲得している。

５．卒業後も歴史への興味と学修能力を維持し，人生のさまざまな局面に応用できる。

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
歴史への深い理解に基づき，精神的に豊かな生活を構築するとともに，現代社会に貢献できる能力を身につけ

るため，次の方針によりカリキュラム（教育課程）を編成する。

１．新入生の大学生活への順応，学修技術の修得，主体的学修の姿勢の獲得をうながすために，1年次に総合歴史

学科基礎ゼミナールおよび各コースの入門科目を配置する。

２．幅広い教養と視野を身につけるために，総合教養教育科目とともに専攻コース（日本史，アジア史，ヨーロッ

パ・アメリカ史，歴史遺産，現代社会）と専門教育科目（入門・研究・講義・演習・ゼミナールその他）を

配置する。

３．異文化および国際社会への理解を深めるために，外国語科目を配置する。また，1年次の「入門」群，3年次

の「講義」群で，日本史以外の科目を履修することを義務づける。

４．卒業研究作成とその過程における口頭発表・質疑応答を通して，論理的・批判的思考力と表現力を身につけ

るため，各専攻コースにゼミナール（３・４年次）を配置する。

５．学科における学修成果を可視化するものとして，卒業研究（卒業論文）を必修とする。

評価方法
６．シラバスで担当教員が公開している基準，卒業研究の達成基準，学科で共有している基準にしたがって，履

修科目の評価を決定する。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
総合歴史学科は，幅広い歴史の教養を基礎にして人文科学の知識と技能を身につけ，現代社会で活躍できる人

間の育成を目指しています。

＜求める学生像＞

本学科の教育の目標と内容を理解し，主体的に学修に取り組むことのできる，次のような学生を求めます。

１．世界のさまざまな事象に強い関心と探求心をもつ人

２．歴史を学修する明確な動機と問題意識をもつ人

３．グローバル時代に活躍できる言語の運用能力の向上と幅広い教養の修得をめざす人

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞

入学者には，地理・歴史を中心に，本学科の専門教育課程を学ぶのに必要な学力（知識・技能，思考力・判断力・

表現力）と，主体的に学び，協働する姿勢を求めます。
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＜入試方法についての方針＞

①総合型選抜（自己アピール型）では，自己推薦書・出願資格を証明する書類で興味・関心のある分野に主体的

に取り組んできた成果とその過程で得た将来への展望を審査し，調査書で高校における学習の成果を審査し，

歴史に関する興味・関心を問う小論文と面接で歴史を主体的に学ぼうとする姿勢と基礎学力および思考力・判

断力・表現力を計ります。

②総合型選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で基礎学力を，

面接で歴史を主体的に学ぼうとする姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。

③学校推薦選抜（基礎学力型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，適性検査で基礎学

力を，面接で歴史を主体的に学ぼうとする姿勢と思考力・判断力・表現力を計ります。

④学校推薦選抜（小論文型）では，調査書で高校における学習と課外活動の成果を審査し，歴史観や史跡に関す

る興味を問う小論文および面接で，歴史を主体的に学ぼうとする姿勢と基礎学力および思考力・判断力・表現

力を計ります。

⑤一般選抜（前期）では，学力試験で歴史の学修の基盤となる日本史または世界史の学力，および関連科目とし

て国語または英語の学力を審査します。

⑥共通テスト利用入試A・Bでは，共通テストで歴史の学修の基盤となる科目を中心に学力を審査します。

⑦共通テスト利用入試Cでは，共通テストで歴史の学修の基盤となる科目を中心に学力を審査し，調査書で主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を評価します。
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学生支援方針

【基本方針】

　就実大学・就実短期大学は，「去華就実」の基本理念に基づき，創造性・主体性・実践力を備えた人間性豊かな

人材の育成を目標として，全学が協力し，すべての学生に対して，適切な修学支援，学生生活支援，キャリア支援

を行う。

【修学支援方針】

　円滑な学修が継続できる指導・相談体制を整える。

　留年，休学，退学する学生の状況把握と分析に基づいて実効性のある支援を行う。

　障がいのある学生一人ひとりに応じた支援を着実丁寧に行う。

　海外留学・語学研修・国際交流を積極的に支援する。

【学生生活支援方針】

　学生が心身ともに安定した学生生活が送ることができるよう，学生のニーズに応える実効性のある支援を行う。

　学生が経済的事情により休学や退学に陥らないよう，奨学金の充実を図る。

　学生の自主的な活動を奨励し，学友会，クラブ・サークル，ボランティア等の正課外活動や社会活動を積極的に

支援する。

【キャリア支援方針】

　学生の社会的・職業的な自立に向け，主体的に人生をデザインし，進路選択するための知識，能力，態度を育成

することを目指してキャリア支援を行う。

　学生の希望する進路選択を実現するため，一人ひとりに応じた就職支援を着実丁寧に行う。

　初年次教育との連携を図り，低年次からのキャリア形成に向けて支援を行う。
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就 実 大 学 学 則

 

第１章 総則

（目的）

第１条 本学は，日本国憲法及び教育基本法の精神にのっとり，学校教育法の定める大学として，学

術を教授研究し，併せて建学の精神に基づき，文化の進展と社会の福祉に貢献する有為な人材を育

成することを目的とする。

（自己評価等）

第２条 本学は，教育研究水準の向上を図るとともに，前条の目的及び社会的使命を達成するため，

教育研究活動の状況について自ら点検，評価，改善を行う。

２ 前項の点検，評価，改善を行うため，本学に自己点検・評価・改善委員会を置く。

３ 自己点検・評価・改善委員会に関する規程は別に定める。

第２章 学部，学生定員及び修業年限

（学部・学科及び収容定員）

第３条 本学に設置する学部，学科及びその収容定員は次のとおりとする。

学 部 学 科 入学定員 収容定員

人文科学部

表現文化学科 名 名

実践英語学科 名 名

総合歴史学科 名 名

教育学部
初等教育学科

名

年次編入 名
名

教育心理学科 名 名

経営学部 経営学科 名 名

薬学部 薬学科 名 名

（学部・学科の人材の育成及びその他教育研究上の目的）

第３条の２ 本学において 各学部・学科における人材の育成に関する目的及びその他教育研究上の

目的は次のとおりとする。

学 部 学 科 目 的

人文科学部

人文科学部は，表現文化学科，実践英語学科，総合歴史学科の 学科で構成

され，言語・文化・歴史などを学ぶことで，人間の本質を問い，身につけ

た教養をもとに主体的に行動し，社会及び文化の発展に貢献できる人材を

育成することを目的とする。

表現文化学科

表現文化学科は，日本文学，日本語，表現創造（言

語・身体）の コースで構成される。日本の言語と文化

について幅広い学識と理解を身につけ，人間が生活す

る時空の豊かさを実感できる知識と経験を積み，その

学識と経験を活かして現代社会を能動的に生き，社会

及び文化の諸問題を解決できる人材を育成することを

目的とする。

学則

学
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実践英語学科 

 

実践英語学科は，英語コミュニケーション，英米文

化，通訳・翻訳の3コースで構成される。英語教育を含

む英語関連領域の専門的・学際的研究を通して，実践

的な英語運用能力だけではなく，英語圏の人々，その

人々を取り巻く社会・文化・思想・価値観についての

教養を深化させ，それらを主体的に駆使・応用するこ

とで，グローバル化の進む諸領域の創生・発展に貢献

できる人材を育成することを目的とする。 

総合歴史学科 

総合歴史学科は，日本史，アジア史，ヨーロッパ・ア

メリカ史，歴史遺産の4コースで構成される。歴史を学

び，修得した知識を基に，現代の諸状況を把握して問

題の解決を図り，文化的背景の異なる人々の立場を理

解して豊かな人間関係を築き，社会の発展に貢献でき

る人材を育成することを目的とする。 

教育学部 

現代における教育の諸問題の解決と健全な社会の発展に寄与できる専門性

と実践力を備えた保育者・教育者・心理師（士）・職業人を育成する。そ

のため、人の多様性を踏まえた教育実践、人の心と行動、心身の健康に関

する専門的知識・技能を教授するとともに誠実で豊かな人間性を育てる。 

初等教育学科 

子供一人一人の多様な個性を尊重し、人格形成期にあ

る子供の自立・協働・創造の力を育成するために必要

な保育・教育の専門的な知識やスキル及び豊かな人間

性を備えた、共生社会に貢献できる人材を育成する。 

教育心理学科 

人の心と行動、心身の健康状態を多角的な視点から理

解し、支えケアすること及び、個人や集団の強みを活

かすことに専門性と実践力を発揮できる心理師(士)・

教育者・職業人を育成する。そのため、心理学・養護

に関する専門知識・技能を教授するとともに、共創す

る力を育てる。 

 

経営学部 経営学科 

グローバルに物事を考えながら，地域の社会や経済の発

展に貢献できるグローカル人材を育成することを目的

とする。 

薬学部 薬学科 

生命の尊厳を基盤とした強い使命感と高い倫理観のも

とに，人々の健康を守る最良の医療薬学教育・研究を

行い，医療・福祉に貢献できる高度な専門性と豊かな

人間性を兼ね備えた薬剤師を育成する。 

（修業年限及び在学年限） 

第４条 本学の修業年限は，人文科学部，教育学部及び経営学部においては４年，薬学部においては

６年とする。 

２ 学生は人文科学部，教育学部及び経営学部においては８年，薬学部においては12年を超えて在学

 

することができない。ただし，編入学，再入学した学生は，その学生が在学すべき年数の２倍に相

当する年数を超えて在学することはできない。 

（長期履修制度） 

第４条の２ 前条の規定にかかわらず，本学人文科学部，教育学部及び経営学部において，修業年限

を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する者があるときは，

教授会において相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が

許可することができる。 

２ 長期履修学生に関する規程は別に定める。 

 

第３章 大学院 

 

（大学院） 

第５条 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する学則は別に定める。 

 

第４章 附属幼稚園 

 

（附属幼稚園） 

第５条の２ 本学に附属幼稚園を置く。 

２ 教育研究に併設する事業として，本学に保育所を置く。 

３ 附属幼稚園及び保育所に関し必要な事項は別に定める。 

 

第５章 学年，学期及び休業日 

 

（学年） 

第６条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第７条 学年を次の２学期に分ける。 

 前学期 ４月１日から９月30日まで 

 後学期 10月１日から翌年３月31日まで 

（休業日） 

第８条 休業日は，次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

三 学園創立記念日 ５月18日 

四 夏期休業日 ８月１日から９月30日まで 

五 冬期休業日 12月25日から翌年１月７日まで 

六 学年末休業日 ３月21日から３月31日まで 

２ 必要がある場合においては，学長は，前項の規定にかかわらず，臨時に休業日を設け又は休業日

を変更することができる。 

（１年間の授業期間） 

第９条 １年間の授業を行う期間は，試験等の日数を含め，35週にわたることを原則とする。 

 

第６章 教育課程及び履修方法等 

 

（授業科目） 

第10条 本学において開設する総合教養教育科目，外国語教育科目及び専門教育科目に関する授業科

学

　則
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することができない。ただし，編入学，再入学した学生は，その学生が在学すべき年数の２倍に相

当する年数を超えて在学することはできない。 

（長期履修制度） 

第４条の２ 前条の規定にかかわらず，本学人文科学部，教育学部及び経営学部において，修業年限

を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する者があるときは，

教授会において相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が

許可することができる。 

２ 長期履修学生に関する規程は別に定める。 

 

第３章 大学院 

 

（大学院） 

第５条 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する学則は別に定める。 

 

第４章 附属幼稚園 

 

（附属幼稚園） 

第５条の２ 本学に附属幼稚園を置く。 

２ 教育研究に併設する事業として，本学に保育所を置く。 

３ 附属幼稚園及び保育所に関し必要な事項は別に定める。 

 

第５章 学年，学期及び休業日 

 

（学年） 

第６条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第７条 学年を次の２学期に分ける。 

 前学期 ４月１日から９月30日まで 

 後学期 10月１日から翌年３月31日まで 

（休業日） 

第８条 休業日は，次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

三 学園創立記念日 ５月18日 

四 夏期休業日 ８月１日から９月30日まで 

五 冬期休業日 12月25日から翌年１月７日まで 

六 学年末休業日 ３月21日から３月31日まで 

２ 必要がある場合においては，学長は，前項の規定にかかわらず，臨時に休業日を設け又は休業日

を変更することができる。 

（１年間の授業期間） 

第９条 １年間の授業を行う期間は，試験等の日数を含め，35週にわたることを原則とする。 

 

第６章 教育課程及び履修方法等 

 

（授業科目） 

第10条 本学において開設する総合教養教育科目，外国語教育科目及び専門教育科目に関する授業科

学則

学
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目とその単位数は別表(１)から(11)のとおりとする。 

（授業の方法） 

第10条の２ 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 前項の授業は，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させ

ることができる。 

３ 第１項の授業は，外国において履修させることができる。 

  前項の規定により，多様なメディアを高度に利用して当該授業を行う教室等以外の場所で履修さ

せる場合についても，同様とする。 

４ 第１項の授業の一部を，校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。 

５ 第２項に関し必要な事項は，別に定める。 

（教職等に関する授業科目） 

第11条 前条に定めるもののほか，教育職員免許状を取得する者のため，教職に関する科目及び特別

支援学校教諭に関する科目を置く。教職に関する授業科目とその単位数は別表(12)のとおりとし，

特別支援学校教諭に関する科目とその単位数は別表(13)のとおりとする。 

２ 学芸員の資格を取得する者のため，博物館に関する科目を置く。博物館に関する授業科目とその

単位数は別表(14)のとおりとする。 

３ 司書の資格を取得する者のため，図書館に関する科目を置く。図書館に関する授業科目とその単

位数は別表(15)のとおりとする。 

４ 司書教諭の資格を取得する者のため，司書教諭に関する科目を置く。司書教諭に関する授業科目

とその単位数は別表(16)のとおりとする。 

５ 社会教育主事の資格を取得する者のため，社会教育に関する科目を置く。社会教育に関する授業

科目とその単位数は別表(17)のとおりとする。 

６ 医療秘書士の申請資格を取得する者のため，医療秘書に関する科目を置く。医療秘書に関する授

業科目とその単位数は別表(18)のとおりとする。 

７ 公認心理師の受験資格を取得しようとする者のため，大学において公認心理師となるために必要

な科目を置く。大学において公認心理師となるために必要な授業科目とその単位数は別表(７)のと

おりとする。 

（単位の計算方法） 

第12条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考

慮して，次の基準により計算するものとする。 

一 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

二 演習については，15時間から30時間の授業をもって１単位とする。 

三 実験，実習及び実技等については，30時間から45時間の授業をもって１単位とする。 

四 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については，その組み合わせに応じ，前三号に規定する基準を考慮して本学が定める時

間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，卒業研究及び卒業論文実習の授業科目については，これらに必要な学

修等を考慮して単位数を定める。 

（授業期間） 

第13条 各授業科目の授業は，15週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし，教育上特別

の必要があると認められる場合は，この期間より短い特定の期間において授業を行うことができ

る。 

（単位の授与） 

第14条 授業科目を履修し，その試験に合格した者には，所定の単位を与える。 

２ 前項の試験に関し，必要な事項は別に定める。 

 

（成績） 

第15条 試験の成績は，100点をもって最高とし，60点以上を合格とする。 

（成績の評語） 

第16条 成績の評語は，90点以上を秀，80点以上を優，70点以上を良，60点以上を可とし，60点未満

を不可とする。 

 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第17条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科

目について修得した単位を，60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得した

ものとして認定することができる。 

２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

３ 前２項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第17条の２ 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う他の短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修，その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみな

し，前条により本学において修得したものとして認定する単位数と合わせて60単位を超えない範囲

で，単位を認定することができる。 

２ 前項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第18条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が本学入学以前に大学又は短期大学において修得

した単位，及び短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修，その他文部科学大臣が別に定め

る学修については，本学における授業科目の履修により修得したものとして認定することができ

る。 

２ 前項により修得したものとみなし，また与えることのできる単位数は，編入学，転入学等の場合

を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第17条第１項及び第２項並びに前条第

１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

３ 前２項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学で修得した単位の場合にも準用する。 

４ 前３項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（卒業の要件） 

第19条 本学を卒業するためには，人文科学部，教育学部及び経営学部は４年以上，薬学部は６年以

上在学し，次に定める単位を含め，人文科学部，教育学部及び経営学部は124単位以上，薬学部は

186単位以上を修得しなければならない。 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

人文科学部 

表現文化学科 20 6 68 

実践英語学科 20 12 84 

総合歴史学科 20 8 68 

  

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

教育学部 
初等教育学科 20 6 62 

教育心理学科 20 6 62 

 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

経営学部 経営学科 20 8 82 

 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

薬学部 薬学科 15 6 165 

学
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（成績） 

第15条 試験の成績は，100点をもって最高とし，60点以上を合格とする。 

（成績の評語） 

第16条 成績の評語は，90点以上を秀，80点以上を優，70点以上を良，60点以上を可とし，60点未満

を不可とする。 

 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第17条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科

目について修得した単位を，60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得した

ものとして認定することができる。 

２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

３ 前２項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第17条の２ 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う他の短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修，その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみな

し，前条により本学において修得したものとして認定する単位数と合わせて60単位を超えない範囲

で，単位を認定することができる。 

２ 前項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第18条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が本学入学以前に大学又は短期大学において修得

した単位，及び短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修，その他文部科学大臣が別に定め

る学修については，本学における授業科目の履修により修得したものとして認定することができ

る。 

２ 前項により修得したものとみなし，また与えることのできる単位数は，編入学，転入学等の場合

を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第17条第１項及び第２項並びに前条第

１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

３ 前２項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学で修得した単位の場合にも準用する。 

４ 前３項の実施に関し必要な事項は別に定める。 

（卒業の要件） 

第19条 本学を卒業するためには，人文科学部，教育学部及び経営学部は４年以上，薬学部は６年以

上在学し，次に定める単位を含め，人文科学部，教育学部及び経営学部は124単位以上，薬学部は

186単位以上を修得しなければならない。 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

人文科学部 

表現文化学科 20 6 68 

実践英語学科 20 12 84 

総合歴史学科 20 8 68 

  

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

教育学部 
初等教育学科 20 6 62 

教育心理学科 20 6 62 

 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

経営学部 経営学科 20 8 82 

 

学  部 学  科 総合教養教育科目 外国語教育科目 専門教育科目 

薬学部 薬学科 15 6 165 

学則

学

　則
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（教育職員免許状等） 

第20条 教育職員免許状を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに教育職員免許法及

び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

２ 本学において取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりとする。 

学  部 学  科 免許状の種類 免許教科 

人文科学部 

表現文化学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

国語 

国語 

実践英語学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

外国語（英語） 

外国語（英語） 

総合歴史学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

社会 

地理歴史 

教育学部 
初等教育学科 

小学校教諭一種免許状 

幼稚園教諭一種免許状 

特別支援学校教諭一種免許状 

 

教育心理学科 養護教諭一種免許状  

３ 学芸員の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに博物館法及び同法施行規

則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

４ 司書の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに図書館法及び同法施行規則

に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

５ 司書教諭の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに学校図書館法及び学校

図書館司書教諭講習規程に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

６ 社会教育主事の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに社会教育法及び社

会教育主事講習等規程に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

７ 教育学部初等教育学科において保育士の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるものの

ほかに児童福祉法及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

８ 教育学部において認定心理士の申請資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほか

に社団法人日本心理学会認定心理士認定資格細則に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

９ 人文科学部，教育学部及び経営学部において医療秘書士の申請資格を取得しようとする者は，前

条各号に定めるもののほかに公益社団法人日本医師会が定める授業科目の単位を修得しなければな

らない。 

10 教育学部教育心理学科において公認心理師の受験資格を取得しようとする者は，前条各号に定め

るもののほかに公認心理師施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

 

第７章 卒業及び学位 

 

（卒業） 

第21条 本学において人文科学部，教育学部及び経営学部は４年以上，薬学部は６年以上在学し，第

19条に定める授業科目及び単位数を修得した者については，教授会の意見を聴き，学長が卒業を認

定する。 

２ 学長は，卒業を認定した者に対して，卒業証書・学位記を授与する。 

（学位） 

第22条 人文科学部を卒業した者に学士（人文科学），教育学部を卒業した者には学士（教育学），

経営学部を卒業した者には学士（経営学），薬学部を卒業した者には学士（薬学）の学位を授与す

る。 

２ 学位に関する規程は別に定める。 

 

第８章 入学，退学，転学及び休学等 

 

（入学の時期） 

第23条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，再入学及び転入学については，学期の始めとす

ることができる。 

（入学資格） 

第24条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校を卒業した者 

二 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

三 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 

四 文部科学大臣の指定した者 

五 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による

大学入学資格検定に合格した者を含む） 

六 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

七 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

八 個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，18

歳に達した者 

（入学志願の手続） 

第25条 本学への入学を志願する者は，本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。 

２ 入学検定料の金額は別に定める。 

３ 本学において特に必要があると認めた者は，入学検定料を減免することができる。 

４ 入学検定料の減免に関する規程は別に定める。 

５ 提出の時期，方法，同時に提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考） 

第26条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第27条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，入学金その他の学

納金及び本学の指定する書類を提出しなければならない。 

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（再入学） 

第28条 願いにより本学を退学した者又は第38条第一号により除籍された者が再入学を希望するとき

は，選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が入学を許可することができる。 

２ 前項の場合，退学又は除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したもの

として認めることがある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 

３ 再入学の場合に必要な手続は別に定める。 

（編入学及び転入学） 

第29条 次の各号の一に該当する者で，本学に編入学を志願する者があるときは，編入学定員を定め

る学科等のほかは，欠員のある場合に限り，選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が相当年次に

入学を許可することができる。 

一 大学を卒業した者又は退学した者 

二 短期大学，高等専門学校，国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者，及び専

修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者（ただし，学

校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る） 

学
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第８章 入学，退学，転学及び休学等 

 

（入学の時期） 

第23条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，再入学及び転入学については，学期の始めとす

ることができる。 

（入学資格） 

第24条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校を卒業した者 

二 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

三 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 

四 文部科学大臣の指定した者 

五 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による

大学入学資格検定に合格した者を含む） 

六 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

七 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

八 個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，18

歳に達した者 

（入学志願の手続） 

第25条 本学への入学を志願する者は，本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。 

２ 入学検定料の金額は別に定める。 

３ 本学において特に必要があると認めた者は，入学検定料を減免することができる。 

４ 入学検定料の減免に関する規程は別に定める。 

５ 提出の時期，方法，同時に提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考） 

第26条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第27条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，入学金その他の学

納金及び本学の指定する書類を提出しなければならない。 

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（再入学） 

第28条 願いにより本学を退学した者又は第38条第一号により除籍された者が再入学を希望するとき

は，選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が入学を許可することができる。 

２ 前項の場合，退学又は除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したもの

として認めることがある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 

３ 再入学の場合に必要な手続は別に定める。 

（編入学及び転入学） 

第29条 次の各号の一に該当する者で，本学に編入学を志願する者があるときは，編入学定員を定め

る学科等のほかは，欠員のある場合に限り，選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が相当年次に

入学を許可することができる。 

一 大学を卒業した者又は退学した者 

二 短期大学，高等専門学校，国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者，及び専

修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者（ただし，学

校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る） 

学則

学
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三 学校教育法施行規則附則第７条に定める従前の規定による高等学校，専門学校又は教員養成諸

学校等の課程を修了した者又は卒業した者 

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在学す

べき年数については，教授会の意見を聴き，学長が決定する。 

３ 編入学，転入学の場合に必要な手続は別に定める。 

（保証人） 

第30条 入学を許可された者は，保証人を定め本学の指定する期間内に届出なければならない。 

（保証人の責任） 

第31条 保証人は学生の在籍中の次に定める事項について責任を持つものとする。 

 一 授業料及び教育充実費（以下「学費」という。）の未納分 

 二 在籍料の未納分 

 三 学内施設・備品などに損害を与えた場合の修復費用 

 四 学生の故意又は過失行為によって第三者に損害を与え，その賠償責任を大学が負うことになっ

た場合の損害賠償額 

２ 前項の保証極度額は，第40条第２項に規定する学費合計とする。 

３ 保証人は父母若しくは成年の親族又はそれに代わる者とし，いずれも独立の生計を営む者とす

る。 

（保証人の変更及び転居） 

第32条 保証人を変更したとき又は保証人が転居したときは直ちに届出なければならない。 

（退学） 

第33条 退学をしようとする者は，学長の許可を受けなければならない。 

（転学） 

第34条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は，学長の許可を受けなければならな

い。 

（転学部・転学科） 

第34条の２ 本学の他の学部に転学部または同一学部の他の学科に転学科を希望する者があるとき

は，選考のうえ許可することがある。 

２ 転学部，転学科の場合に必要な手続は別に定める。 

（休学） 

第35条 疾病その他やむを得ない事由により３か月以上修学することのできない者は，学長の許可を

得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については，学長は休学を命ずることがで

きる。 

（休学期間） 

第36条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし，特別の事由がある場合は，引き続き延

長することができる。 

２ 休学の期間は，通算して４年を超えることができない。 

３ 休学の期間は，第４条第２項の在学年限に算入しない。 

（復学） 

第37条 休学期間満了の場合又は休学の期間中にその事由が消滅した場合は，学長の許可を得て復学

することができる。 

（除籍） 

第38条 次の各号の一に該当する者は，教授会の意見を聴き，大学教育研究評議会で審議し，学長が

除籍する。 

一 学費その他の学納金の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

二 第４条第２項に定める在学年限を超えた者 

三 第36条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

 

四 死亡または長期間にわたり行方不明の者 

五 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

２ 前項第五号に関し必要な事項は，学部ごとに定める。 

（復籍） 

第38条の２ 前条第一号により除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の学費その他の納付金を

納付し，復籍の願い出があった場合には，大学教育研究評議会で審議し，学長が復籍を許可するこ

とがある。 

２ 前項の場合，除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したものとして認

めることがある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 

 

第９章 授業料，入学金その他の費用 

 

（入学金の納付） 

第39条 本学に入学する者は，入学金を納付しなければならない。 

２ 入学金の額は，270,000円とする。 

３ 納付した入学金は，返付しない。 

（学費の納付） 

第40条 学費は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。ただし，長期履修学生の

学費については別に定める。 

２ 学費の年額は下表のとおりとする。 

 令和２年度以降入学生         （単位：円） 

   項目 

学部 
授業料 教育充実費 

学費 

合計 

人文科学部 920,000 － 920,000 

教育学部 

経営学部 
950,000 － 950,000 

薬学部 1,530,000 450,000 1,980,000 

令和元年度以前入学生         （単位：円） 

   項目 

学部 
授業料 教育充実費 

学費 

合計 

人文科学部 

教育学部 

経営学部 
915,000 － 915,000 

薬学部 1,500,000 455,000 1,955,000 

３ 本学において特別の事情があると認められた者は，前項の規定にかかわらず，月割分納又は延納

を認めることがある。 

（授業料，入学金その他の費用の減免） 

第40条の２ 本学において特に必要があると認めた者は，授業料，入学金その他の費用を減免するこ

とができる。 

２ 授業料，入学金その他の費用の減免に関する規程は別に定める。 

（退学・転学及び停学の場合の学費） 

第41条 退学又は転学した者，退学を命ぜられた者及び停学中の者は当該学期の学費全額を納付しな

ければならない。 

（休学の場合の学費免除） 

第42条 休学した者については次の算式により算出した学費を免除する。 
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四 死亡または長期間にわたり行方不明の者 

五 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

２ 前項第五号に関し必要な事項は，学部ごとに定める。 

（復籍） 

第38条の２ 前条第一号により除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の学費その他の納付金を

納付し，復籍の願い出があった場合には，大学教育研究評議会で審議し，学長が復籍を許可するこ

とがある。 

２ 前項の場合，除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したものとして認

めることがある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 

 

第９章 授業料，入学金その他の費用 

 

（入学金の納付） 

第39条 本学に入学する者は，入学金を納付しなければならない。 

２ 入学金の額は，270,000円とする。 

３ 納付した入学金は，返付しない。 

（学費の納付） 

第40条 学費は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。ただし，長期履修学生の

学費については別に定める。 

２ 学費の年額は下表のとおりとする。 

 令和２年度以降入学生         （単位：円） 

   項目 

学部 
授業料 教育充実費 

学費 

合計 

人文科学部 920,000 － 920,000 

教育学部 

経営学部 
950,000 － 950,000 

薬学部 1,530,000 450,000 1,980,000 

令和元年度以前入学生         （単位：円） 

   項目 

学部 
授業料 教育充実費 

学費 

合計 

人文科学部 

教育学部 

経営学部 
915,000 － 915,000 

薬学部 1,500,000 455,000 1,955,000 

３ 本学において特別の事情があると認められた者は，前項の規定にかかわらず，月割分納又は延納

を認めることがある。 

（授業料，入学金その他の費用の減免） 

第40条の２ 本学において特に必要があると認めた者は，授業料，入学金その他の費用を減免するこ

とができる。 

２ 授業料，入学金その他の費用の減免に関する規程は別に定める。 

（退学・転学及び停学の場合の学費） 

第41条 退学又は転学した者，退学を命ぜられた者及び停学中の者は当該学期の学費全額を納付しな

ければならない。 

（休学の場合の学費免除） 

第42条 休学した者については次の算式により算出した学費を免除する。 

学則
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免除額 = 授業料年額 × 
休学日の当月から復学日の前月までの月数

12
 + 教育充実費 × 

休学日の当月から復学日の前月までの月数

12
 

２ 端数が生じた場合には，10の位以下の数字は切り上げ，100円単位とする。この端数処理は，授

業料又は教育充実費それぞれの減免額算定の最後に一度だけ行うものとし，計算途中において複数

回にわたり行うことはしない。 

 （在籍料） 

第42条の２ 休学した者については，休学期間中，次の算式により算出した在籍料を納付しなければ

ならない。 

 在籍料の算式 

 在籍料 × 休学日の当月から復学日の前月までの月数 

２ 在籍料は，１か月 20,000円とする。 

（その他の費用の納付） 

第43条 入学金，学費のほか，実験実習料を徴収することがある。 

２ 前項に規定する納付金の金額，納付に必要な手続等については別に定める。 

（納付した授業料等） 

第44条 削除 

 

第10章 職員組織 

 

（職員組織） 

第45条 本学に，学長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員，技能職員その他必要な職員を

置く。 

（職員の職務） 

第46条 職員の職務は学校教育法及び就実学園就業規則の定めるところによる。 

 

第11章 大学教育研究評議会，教授会 

 

（大学教育研究評議会） 

第47条 本学に，教育研究に関する重要な事項を審議するため大学教育研究評議会（以下「評議会」

という。）を置く。 

（評議会の構成） 

第47条の２ 評議会は，学長，副学長，研究科長，学部長及び事務部長をもって構成する。 

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，評議会を構成する者以外の者の出席を求

めることができる。 

（評議会の役割・権限） 

第47条の３ 評議会は学長の諮問機関とし，教育研究に関する重要な事項で学長が必要と認めたもの

を審議する。 

２ 評議会に関する規程は，学長が別に定める。 

（各種委員会の設置） 

第47条の４ 評議会のもとに，各種委員会を置く。 

２ 各種委員会に関する規程は別に定める。 

（教授会） 

第48条 本学に教授会を置く。 

（教授会の構成） 

第49条 教授会は学部長及び教授をもって構成する。ただし，教授会が必要と認めたときは，准教

授，講師及び助教を加えることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず，学部長が必要と認めたときは，教授会にその他の職員の出席を求める

 

ことができる。 

（教授会の役割・権限） 

第50条 教授会は，学長の諮問機関とし，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を

述べるものとする。 

一 学生の入学，卒業 

二 学位の授与 

三 前二号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴くことが必要

なものとして，学長が定めるもの 

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，学長及び学部長がつかさどる教育研究に関する事項につ

いて審議し，及び学長の求めに応じ，意見を述べることができる。 

３ 教授会に関する規程は，学長が別に定める。 

 

第12章 科目等履修生，委託生，単位互換履修生， 

研究生，聴講生，外国人留学生及び帰国子女 

 

（科目等履修生） 

第51条 本学において開設する授業科目の一部を履修しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（委託生） 

第52条 他の大学又は公共機関から委託生として推薦された者が，学修を願い出るときは，教授会に 

おいて相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障のない場合に限り，学長が許可する

ことができる。 

２ 委託生には学則を準用する。ただし，学則第21条は適用しない。 

３ 委託生の授業料その他の納付金については，科目等履修生に準ずる。 

（単位互換履修生） 

第53条 協定を結んでいる他の大学，短期大学又は高等専門学校に在学している学生が，本学の開講

科目を履修しようとするときは，教授会において相当の資格があると認めた者につき，当該科目の

授業に支障がない場合に限り，学長が許可することができる。 

２ 単位互換履修生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（研究生） 

第54条 本学において特定の事項について研究しようとする者があるときは，教授会において相当の

資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が許可することができ

る。 

２ 研究生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（聴講生） 

第55条 本学において開設する授業科目の一部を聴講しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 

２ 聴講生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（外国人留学生） 

第56条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があると

きは，選考のうえ，教授会の意見を聴き，外国人留学生として学長が許可することができる。 

２ 外国人留学生に関する規程は別に定める。 

（帰国子女） 

第57条 外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教育（中学校又は高等学校に対応
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ことができる。 

（教授会の役割・権限） 

第50条 教授会は，学長の諮問機関とし，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を

述べるものとする。 

一 学生の入学，卒業 

二 学位の授与 

三 前二号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴くことが必要

なものとして，学長が定めるもの 

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，学長及び学部長がつかさどる教育研究に関する事項につ

いて審議し，及び学長の求めに応じ，意見を述べることができる。 

３ 教授会に関する規程は，学長が別に定める。 

 

第12章 科目等履修生，委託生，単位互換履修生， 

研究生，聴講生，外国人留学生及び帰国子女 

 

（科目等履修生） 

第51条 本学において開設する授業科目の一部を履修しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（委託生） 

第52条 他の大学又は公共機関から委託生として推薦された者が，学修を願い出るときは，教授会に 

おいて相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障のない場合に限り，学長が許可する

ことができる。 

２ 委託生には学則を準用する。ただし，学則第21条は適用しない。 

３ 委託生の授業料その他の納付金については，科目等履修生に準ずる。 

（単位互換履修生） 

第53条 協定を結んでいる他の大学，短期大学又は高等専門学校に在学している学生が，本学の開講

科目を履修しようとするときは，教授会において相当の資格があると認めた者につき，当該科目の

授業に支障がない場合に限り，学長が許可することができる。 

２ 単位互換履修生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（研究生） 

第54条 本学において特定の事項について研究しようとする者があるときは，教授会において相当の

資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が許可することができ

る。 

２ 研究生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（聴講生） 

第55条 本学において開設する授業科目の一部を聴講しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 

２ 聴講生に関し必要な手続きについては別に定める。 

（外国人留学生） 

第56条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があると

きは，選考のうえ，教授会の意見を聴き，外国人留学生として学長が許可することができる。 

２ 外国人留学生に関する規程は別に定める。 

（帰国子女） 

第57条 外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教育（中学校又は高等学校に対応

学則
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する学校における教育をいう。）を受けた者が本学に入学を志願するときは，選考のうえ，教授会

の意見を聴き，帰国子女として学長が許可することができる。 

２ 帰国子女に関する規程は別に定める。 

 

第13章 賞罰 

 

（表彰） 

第58条 学生として表彰に値する行為があった者は，教授会の意見を聴き，学長が表彰することがで

きる。 

２ 表彰に関する規程は別に定める。 

（懲戒） 

第59条 本学の学則に違反し又は学生としての本分に反する行為をした者は，教授会の意見を聴き，

評議会で審議し，学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。 

一 性行不良で改善の見込みがない者 

二 正当な理由がなくて出席が常でない者 

三 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 懲戒に関する規程は別に定める。 

 

第14章 公開講座 

 

（公開講座） 

第60条 社会人の教養を高め，文化の向上に資するため，本学に公開講座を開設することができる。 

 

第15章 附属施設 

 

（図書館） 

第61条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館に関し必要な事項は別に定める。 

（研究所） 

第62条 本学に吉備地方文化研究所を置く。 

２ 吉備地方文化研究所に関し必要な事項は別に定める。 

（臨床薬学教育研究センター） 

第63条 本学に臨床薬学教育研究センターを置く。 

２ 臨床薬学教育研究センターに関し必要な事項は別に定める。 

（就実教育実践研究センター） 

第64条 本学に就実教育実践研究センターを置く。 

２ 就実教育実践研究センターに関し必要な事項は別に定める。 

（就実心理臨床センター） 

第65条 本学に就実心理臨床センターを置く。 

２ 就実心理臨床センターに関し必要な事項は別に定める。 

（産学官地域連携センター） 

第65条の２ 本学に産学官地域連携センターを置く。 

２ 産学官地域連携センターに関し必要な事項は別に定める。 

（教育開発センター） 

第65条の３ 本学に教育開発センターを置く。 

 

２ 教育開発センターに関し必要な事項は別に定める。 

（就実大学薬学部附属薬局） 

第66条 本学に就実大学薬学部附属薬局を置く。 

２ 就実大学薬学部附属薬局に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この学則は，昭和54年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正学則は、令和 5 年 4 月 1 日から施行し，令和 5 年度入学生から適用する。 

２ 令和５年度から令和８年度において，入学定員及び収容定員は，改正後の学則第３条の規定にか

かわらず，次のとおりとする。 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

学部 学科 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 160名 460名 160名 520名 160名 580名 

 

 令和５年度 

学部 学科 入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 160名 640名 

 

学

　則

− 22 −



 

２ 教育開発センターに関し必要な事項は別に定める。 

（就実大学薬学部附属薬局） 

第66条 本学に就実大学薬学部附属薬局を置く。 

２ 就実大学薬学部附属薬局に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この学則は，昭和54年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正学則は、令和 5 年 4 月 1 日から施行し，令和 5 年度入学生から適用する。 

２ 令和５年度から令和８年度において，入学定員及び収容定員は，改正後の学則第３条の規定にか

かわらず，次のとおりとする。 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

学部 学科 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 160名 460名 160名 520名 160名 580名 

 

 令和５年度 

学部 学科 入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 160名 640名 

 

学則

学

　則

− 23 −





履修要項

履
修
要
項

− 25 −

履修要項

　授業科目の履修に関して，学則に明示されていない細目は，この履修要項に定めるところによる。

Ⅰ　授業科目の構成
１．本学において開設する科目は，次のとおりである。

　⑴　総合教養教育科目

　⑵　外国語教育科目

　⑶　専門教育科目

　⑷　諸課程に関する科目

　　　ａ　教職に関する科目　　　　ｂ　博物館に関する科目　　　ｃ　図書館に関する科目

　　　ｄ　司書教諭に関する科目　　ｅ　社会教育に関する科目　　ｆ　医療秘書に関する科目

２．これらの授業科目は，履修の方法により，次のように分類される。

　⑴�　必修科目　必ず履修しなければならない授業科目で，この必修科目のすべての単位を修得しなければ，卒

業することはできない。

　⑵�　選択必修科目　定められた枠の中から各自が選択履修し，所定の単位数を必ず修得しなければならない授

業科目である。

　⑶�　選択科目　各自が自由に選択し履修する授業科目である。ただし，学則に定める卒業に必要な単位数を充

足するように選択履修しなければならない。

Ⅱ　単位の計算方法
　各授業科目の単位数は，次の基準により計算するものとする。

　１．講義については，15時間の授業をもって１単位とする。

　２．演習については，15時間から30時間の授業をもって１単位とする。

　３．実験、実習及び実技等については，30時間から45時間の授業をもって１単位とする。

　４．卒業研究については，これに必要な学修等を考慮して，８単位とする。
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Ⅲ　卒業に必要な単位数
　本学を卒業するためには，それぞれの学科所定の科目・単位を次表のとおり修得しなければならない。

2023年度生以降

（注１）上記の必・選必以外の専門教育科目
　専門教育科目のうち，選択科目のほか選択必修群において，各最低単位数を超えて修得した科目のこと。
（注２）自由選択科目
　総合教養教育科目（他学部・他学科開放科目，単位互換含む），外国語教育科目，専門教育科目において，各
最低修得単位数を超えて修得した単位のほか，入学前ないし在学中に他大学等で修得した単位で読み替えできな
い認定単位を「自由選択科目」の単位とし，卒業要件単位としてカウントする。
　なお，検定外国語１～４は自由選択科目として単位認定する。

学科

授業科目区分
表 現 文 化 学 科 実 践 英 語 学 科 総 合 歴 史 学 科

総 合 教 養 教 育 科 目 情報リテラシー 必 1 情報リテラシー 必 1 情報リテラシー 必 1

数理・データサイエンス基礎 必 1 数理・データサイエンス基礎 必 1 数理・データサイエンス基礎 必 1

選 18 選 18 選 18

総合教養教育科目小計 20 20 20

外 国 語 教 育 科 目
General English １～４ 必 4 English  ReadingⅠ～Ⅳ 必 4 General  English１～４ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 2
Oral  CommunicationⅠ～Ⅳ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 4
英語以外の外国語

※検定外国語を除く
選 4

外国語教育科目小計 6 12 8

専 門 教 育 科 目 文章表現 必 2 英文法Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史基礎ゼミナール 必 2

口頭表現 必 2 English Research SkillsⅠ・Ⅱ 必 4 入門 選必 10

基礎ゼミナール 必 2 Extensive ReadingⅠ・Ⅱ 必 4 講読 選必 8

表現文化学入門 必 2 Intensive EnglishⅠ～Ⅳ 必 16 思想 選必 2

入門 選必 8 英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ 必 4 歴史人物,地域史

選必 10
古典文学史

選必 6

English WritingⅠ～Ⅳ 必 8 吉備特論

近現代文学史 検定英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 考古学,古文書

日本語史 英文講読Ⅰ・Ⅱ 必 4 演習

言語表現史 基礎ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8 研究 選必 8

身体表現史 English Communication１・２ 必 4 講義 選必 12

研究 選必 8 English Communication３～６ 選必Ａ Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
８

総合歴史ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

講義 選必 8 異文化理解と交流１・２
選必Ｂ

卒業研究 必 8

表現文化ゼミナールⅠ～Ⅵ 必 12 英語文化文学研究１～３

卒業研究 必 8 通訳演習１～３
選必Ｃ上記の必・選必以外の

専門教育科目（注１） 選 10 翻訳演習１～３

英語ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

卒業研究 必 8

専 門 教 育 科 目 小 計 68 84 68

自由選択科目（注２） 30 8 28

合 計 上記を含め124単位以上
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2022年度生

（注１）上記の必・選必以外の専門教育科目
　専門教育科目のうち，選択科目のほか選択必修群において，各最低単位数を超えて修得した科目のこと。
（注２）自由選択科目
　総合教養教育科目（他学部・他学科開放科目，単位互換含む），外国語教育科目，専門教育科目において，各
最低修得単位数を超えて修得した単位のほか，入学前ないし在学中に他大学等で修得した単位で読み替えできな
い認定単位を「自由選択科目」の単位とし，卒業要件単位としてカウントする。
　なお，検定外国語１～４は自由選択科目として単位認定する。

学科

授業科目区分
表 現 文 化 学 科 実 践 英 語 学 科 総 合 歴 史 学 科

総 合 教 養 教 育 科 目 情報リテラシー 必 1 情報リテラシー 必 1 情報リテラシー 必 1

数理・データサイエンス基礎 必 1 数理・データサイエンス基礎 必 1 数理・データサイエンス基礎 必 1

選 18 選 18 選 18

総合教養教育科目小計 20 20 20

外 国 語 教 育 科 目
General English １～４ 必 4 English  ReadingⅠ～Ⅳ 必 4 General  English１～４ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 2
Oral  CommunicationⅠ～Ⅳ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 4
英語以外の外国語

※検定外国語を除く
選 4

外国語教育科目小計 6 12 8

専 門 教 育 科 目

文章表現 必 2 英文法Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史基礎ゼミナール 必 2

口頭表現 必 2 インターネット英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 入門 選必 10

基礎ゼミナール 必 2 Extensive ReadingⅠ 必 2 講読 選必 8

表現文化学入門 必 2 Extensive ReadingⅡ 必 2 思想 選必 2

入門 選必 8 英語の発音 必 2 歴史人物,地域史

選必 10
古典文学史

選必 6

英語表現演習Ⅰ～Ⅳ 必 16 吉備特論

近現代文学史 イギリス文化研究入門 必 2 考古学,古文書

日本語史 アメリカ文化研究入門 必 2 演習

言語表現史 ライティング演習Ⅰ～Ⅳ 必 8 研究 選必 8

身体表現史 検定英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 講義 選必 12

研究 選必 8 英文講読Ⅰ〜Ⅳ 必 8 総合歴史ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

講義 選必 8 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ 必 4 卒業研究 必 8

表現文化ゼミナールⅠ～Ⅵ 必 12 英語コミュニケーション1～8 選必Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
８

卒業研究 必 8 異文化理解と交流１・２

選必Ｂ上記の必・選必以外の
専門教育科目（注１） 選 10 イギリス文化研究１～３

アメリカ文化研究１～３

通訳演習１～４
選必Ｃ

翻訳演習１～４

英語ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

卒業研究 必 8

専 門 教 育 科 目 小 計 68 82 68

自由選択科目（注２） 30 10 28

合 計 上記を含め124単位以上
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2021・2020年度生

（注１）上記の必・選必以外の専門教育科目
　専門教育科目のうち，選択科目のほか選択必修群において，各最低単位数を超えて修得した科目のこと。
（注２）自由選択科目
　総合教養教育科目（他学部・他学科開放科目，単位互換含む），外国語教育科目，専門教育科目において，各
最低修得単位数を超えて修得した単位のほか，入学前ないし在学中に他大学等で修得した単位で読み替えできな
い認定単位を「自由選択科目」の単位とし，卒業要件単位としてカウントする。
　なお，検定外国語１～４は自由選択科目として単位認定する。

学科

授業科目区分
表 現 文 化 学 科 実 践 英 語 学 科 総 合 歴 史 学 科

総 合 教 養 教 育 科 目 選 20 選 20 選 20

総合教養教育科目小計 20 20 20

外 国 語 教 育 科 目
General English １～４ 必 4 English  ReadingⅠ～Ⅳ 必 4 General  English１～４ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 2
Oral  CommunicationⅠ～Ⅳ 必 4

英語以外の外国語

※検定外国語を除く

選 4
英語以外の外国語

※検定外国語を除く
選 4

外国語教育科目小計 6 12 8

専 門 教 育 科 目

文章表現 必 2 英文法Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史基礎ゼミナール 必 2

口頭表現 必 2 インターネット英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 入門 選必 10

基礎ゼミナール 必 2 Extensive ReadingⅠ 必 2 講読 選必 8

表現文化学入門 必 2 Extensive ReadingⅡ 必 2 思想 選必 2

入門 選必 8 英語の発音 必 2 歴史人物,地域史

選必 10
古典文学史

選必 6

英語表現演習Ⅰ～Ⅳ 必 16 吉備特論

近現代文学史 イギリス文化研究入門 必 2 考古学,古文書

日本語史 アメリカ文化研究入門 必 2 演習

言語表現史 ライティング演習Ⅰ～Ⅳ 必 8 研究 選必 8

身体表現史 検定英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 講義 選必 12

研究 選必 8 英文講読Ⅰ〜Ⅳ 必 8 総合歴史ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

講義 選必 8 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ 必 4 卒業研究 必 8

表現文化ゼミナールⅠ～Ⅵ 必 12 英語コミュニケーション1～8 選必Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
８

卒業研究 必 8 異文化理解と交流１・２

選必Ｂ上記の必・選必以外の
専門教育科目（注１） 選 10 イギリス文化研究１～３

アメリカ文化研究１～３

通訳演習１～４
選必Ｃ

翻訳演習１～４

英語ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

卒業研究 必 8

専 門 教 育 科 目 小 計 68 82 68

自由選択科目（注２） 30 10 28

合 計 上記を含め124単位以上
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2019・2018年度生

（注１）上記の必・選必以外の専門教育科目
　専門教育科目のうち，選択科目のほか選択必修群において，各最低単位数を超えて修得した科目のこと。
（注２）自由選択科目
　総合教養教育科目（他学部・他学科開放科目，単位互換含む），外国語教育科目，専門教育科目において，各
最低修得単位数を超えて修得した単位のほか，入学前ないし在学中に他大学等で修得した単位で読み替えできな
い認定単位を「自由選択科目」の単位とし，卒業要件単位としてカウントする。

学科

授業科目区分
表 現 文 化 学 科 実 践 英 語 学 科 総 合 歴 史 学 科

総 合 教 養 教 育 科 目 選 20 選 20 選 20

総合教養教育科目小計 20 20 20

外 国 語 教 育 科 目 General English １～４ 必 4 English  ReadingⅠ～Ⅳ 必 4 General  English１～４ 必 4

英語以外の外国語 選 2 Oral  CommunicationⅠ～Ⅳ 必 4 英語以外の外国語 選 4

英語以外の外国語 選 4

外国語教育科目小計 6 12 8

専 門 教 育 科 目

文章表現 必 2 英文法Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史基礎ゼミナール 必 2

口頭表現 必 2 インターネット英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 入門 選必 10

基礎ゼミナール 必 2 Extensive ReadingⅠ 必 2 講読 選必 8

表現文化学入門 必 2 Extensive ReadingⅡ 必 2 歴史人物,地域史 選必 4

入門 選必 8 英語の発音 必 2 吉備特論
選必 4

古典文学史

選必 6

英語表現演習Ⅰ～Ⅳ 必 16 考古学,古文書

近現代文学史 イギリス文化研究入門 必 2 研究 選必 8

日本語史 アメリカ文化研究入門 必 2 演習 選必 4

言語表現史 ライティング演習Ⅰ～Ⅳ 必 8 講義 選必 12

身体表現史 検定英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

研究 選必 8 英文講読Ⅰ〜Ⅳ 必 8 卒業研究 必 8

講義 選必 8 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ 必 4

表現文化ゼミナールⅠ～Ⅵ 必 12 英語コミュニケーション1～8 選必Ａ

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
８

卒業研究 必 8 異文化理解と交流１・２

選必Ｂ上記の必・選必以外の
専門教育科目（注１） 選 10 イギリス文化研究１～３

アメリカ文化研究１～３

通訳演習１～４
選必Ｃ

翻訳演習１～４

英語ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

卒業研究 必 8

専 門 教 育 科 目 小 計 68 82 68

自由選択科目（注２） 30 10 28

合 計 上記を含め124単位以上



履
修
要
項

− 30 −

2017-2015年度生
学科

授業科目区分
表 現 文 化 学 科 実 践 英 語 学 科 総 合 歴 史 学 科

総 合 教 養 教 育 科 目 選 20 選 20 選 20

総合教養教育科目小計 20 20 20

外 国 語 教 育 科 目 General English １～４ 必 4 English  ReadingⅠ～Ⅳ 必 4 General  English１～４ 必 4

英語以外の外国語 選 2 Oral  CommunicationⅠ～Ⅳ 必 4 英語以外の外国語 選 4

英語以外の外国語 選 4

外国語教育科目小計 6 12 8

専 門 教 育 科 目

文章表現 必 2 英文法Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史まなび入門 必 2

口頭表現 必 2 インターネット英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 入門 選必 10

基礎ゼミナール 必 2 Extensive ReadingⅠ 必 2 講読 選必 8

表現文化学入門 必 2 Extensive ReadingⅡ 必 2 歴史人物,地域史 選必 4

入門 選必 8 英語の発音 必 2 吉備特論
選必 4

古典文学史

選必 6

英語表現演習Ⅰ～Ⅳ 必 16 考古学,古文書

近現代文学史 イギリス文化研究入門 必 2 研究 選必 8

日本語史 アメリカ文化研究入門 必 2 演習 選必 4

言語表現史 ライティング演習Ⅰ～Ⅳ 必 8 講義 選必 12

身体表現史 検定英語Ⅰ・Ⅱ 必 4 総合歴史ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

研究 選必 8 英文講読Ⅰ〜Ⅳ 必 8 卒業研究 必 8

講義 選必 8 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ 必 4

表現文化ゼミナールⅠ～Ⅵ 必 12 英語コミュニケーション1～8 選必Ａ

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
８

卒業研究 必 8 異文化理解と交流１・２

選必Ｂ上記の必・選必以外の
専門教育科目（注１） 選 10 イギリス文化研究１～３

アメリカ文化研究１～３

通訳演習１～４
選必Ｃ

翻訳演習１～４

英語ゼミナールⅠ～Ⅳ 必 8

卒業研究 必 8

専 門 教 育 科 目 小 計 68 82 68

自由選択科目（注２） 30 10 28

合 計 上記を含め124単位以上

（注１）上記の必・選必以外の専門教育科目
　専門教育科目のうち，選択科目のほか選択必修群において，各最低単位数を超えて修得した科目のこと。
（注２）自由選択科目
　総合教養教育科目（他学部・他学科開放科目，単位互換含む），外国語教育科目，専門教育科目において，各
最低修得単位数を超えて修得した単位のほか，入学前ないし在学中に他大学等で修得した単位で読み替えできな
い認定単位を「自由選択科目」の単位とし，卒業要件単位としてカウントする。
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Ⅳ　進級に必要な単位数等
１．学生は，３・４年次生及び長期履修学生を除き，当該年次に卒業要件科目を20単位以上修得しなければ，上
位年次に進級できない。
２．当該年度に休学期間がある場合には，原則としてその年度に10単位以上修得していなければ進級できない。
なお，休学期間がある場合の措置は，在学中１回限りの適用とする。
３．長期履修学生は，４年次生を除き，前回の進級（１年次は入学）以後通算して卒業要件単位科目を20単位以
上修得しなければ，上位年次に進級できない。
４．進級のための再試験は行わない。

Ⅴ　履　修　登　録
　１．履修登録上の注意事項
　⑴�　授業科目の履修は，学則第19条の規定に従って，各年次に履修すべき授業科目を考慮して計画を立てるこ
と。

　⑵�　各年次での履修登録単位数は，前期・後期を通じて，最高48単位を超えてはならない。ただし，諸資格
課程に関する科目等の単位数はこの制限に含めない。

　⑶�　一度登録した授業科目の変更は後期の追加登録及び削除以外許されないので，履修登録の際には慎重に履
修計画を立てることが必要である。

　⑷�　登録した授業科目は，途中で放棄することなく必ず履修し，試験を受けなければならない。途中で放棄し
たり，試験を受けなかった場合は不合格となる。

　⑸�　クラス指定あるいは学科指定のある授業科目は，必ず指定された時間に履修しなければならない。
　⑹�　特定の授業科目及び特定の教室を使用する授業科目（第二外国語，情報処理，書道等）については，履修
人数を制限する場合がある。

　⑺�　第１年次に配当されている授業科目は，第１年次に履修することが望ましい。その他の年次においても同
様である。

　⑻�　各年次とも，上位年次に配当されている授業科目を履修することはできない。
　⑼�　同一時限に２科目を重複して登録受講することはできない。
　⑽�　過年度に，合格点を得た科目を再度登録することはできない。ただし，重複履修可の科目は除く。
　⑾�　前期・後期を通じて，48単位（１年間に履修登録できる単位数の最高限度）を超えない範囲で後期追加登
録をすることができる。なお，後期追加登録時に，後期科目の削除も認められる。

　２．登録申請並びに手続方法（履修登録スケジュール表は，入学後のガイダンスで配布します）
　学生は，後期履修する授業科目を含め，各年次において単位を修得しようとする授業科目について，各自登
録しなければならない。授業科目の登録は，下記の要領に従って年度の当初に行うこと。この登録を怠ると，
その年度の授業及び試験を受け単位を修得することができないので十分注意すること。
　⑴�　年度始めのオリエンテーション（「履修指導」）の際，担当教員から説明を聞き，「時間割表」及び「履修
要覧」（授業科目表・履修上の注意）を参照して，各年度に履修しようとする授業科目を決定すること。

　⑵�　この全授業科目（必修，選択必修，選択，集中，資格課程）はすべて履修要覧巻末にある「履修登録下書
き用紙」に記入すること。

　⑶�　指定された期間に「履修登録下書き用紙」を確認しながら，自宅もしくは情報教室のパソコンを使って履
修希望科目の申請をすること（Web履修申請）。

　⑷�　履修登録内容確認期間にCampusPlanにログインし，履修登録内容を確認すること。この期間の確認内容
が時間割確定となる。ただし，この期間に履修登録内容を変更することはできない。

　⑸�　後期科目追加登録（削除）希望者は，指定された日に手続を行うこと（詳細は掲示する）。
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Ⅵ　授　　業
　１．授業時間
　　　平常の授業は，時間割表に従って次の時間で行われる。
　　　Ⅰ時限　　９：10　〜　10：40
　　　Ⅱ時限　　10：50　〜　12：20
　　　Ⅲ時限　　13：10　〜　14：40
　　　Ⅳ時限　　14：50　〜　16：20
　　　Ⅴ時限　　16：30　〜　18：00
　　　Ⅵ時限　　18：10　〜　19：40
　２．休　　講
　授業担当者がやむを得ない事情で授業を休講する場合は，事前に掲示により伝達する。休講掲示がなく，始
業時より30分以上経過しても連絡のない場合は，教務課へ申し出て指示を受けること。休講した場合は，原則
として後日補講する。

　３．臨時休講

⑴　警報発令の際の取り扱い

　午前７時に岡山県岡山市に暴風警報・暴風雪警報もしくは特別警報のいずれかが発令されている場合は臨

時に休講とする（大雨・洪水等その他の警報の場合は休講としない）。ただし，午前10時までに当該警報が

解除された場合は，Ⅲ時限から授業を実施する。

⑵　交通機関の運休の際の取り扱い

　午前７時にJR山陽本線ならびにJR赤穂線のいずれもについて「岡山」駅―「高島」駅間を含む区間に運

休の措置が取られていた場合（一部列車の運休や一時的な運転見合わせは含まない）は臨時に休講とする。

ただし，午前10時までに当該区間の運行が再開された場合は，Ⅲ時限から授業を実施する。

⑶　避難指示発令の際の取り扱い

　午前７時に西川原校地を含む地域に「避難指示」（警戒レベル４）または「緊急安全確保」（警戒レベル５）

が発令されていた場合（「高齢者等避難」（警戒レベル３）は含まない）は臨時に休講とする。

⑷�　上記⑴から⑶については，通常の授業だけではなく定期試験・追試験・再試験，週末や通常授業期間外に

行われる集中講義・補講等についても，全てそのまま適用する。

⑸　その他

　学長が学生の安全確保のために必要と判断した場合には，臨時に休講の措置を行うことがある。また，授

業実施に支障がないと判断した場合には臨時休講措置の解除を行うことがある。これらの場合は掲示・学内

放送・メール・ホームページ等の手段で周知する。

⑹　休講となった場合には，原則として後日補講する。

⑺　臨時休講の場合の注意

　臨時休講の措置が取られた場合は，図書館等学内施設も原則として閉鎖される。学内で行われる課外活動・

課外講座等も休止となる。

⑻　臨時休講とならない場合の注意

　臨時休講の措置が取られない場合でも，自宅周辺の状況，自分が利用する交通機関の状況等を考えて，安

全第一で無理のない行動を取ること。授業開始後の時間帯に交通機関の運休が予告されている場合などは，

帰宅困難の可能性も考えて登校するかどうかを慎重に判断すること。なお，登下校に危険や困難があると自

身で判断して欠席した場合は，指定様式の欠席届に詳しい状況を記載して授業担当者に提出することで配慮

を求めることができる。
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　４．欠　　席
　⑴�　欠席届
　授業を欠席する場合は，「欠席届」を授業科目担当者になるべく事前に届け出る。もし，事前に届けられ
なかった場合は，事後速やかに届け出ること。

　⑵�　長期欠席届
　７日以上の欠席の場合は，医師の診断書を添えて所定の用紙に記入し，教務課に届け出ること。
　この届出が受理されることにより個別に欠席届を提出する必要はなくなる。

　⑶�　公欠届
　公欠とは，その授業において欠席の取り扱いをしない措置である。出席を必要とする授業回数の母数には

算入しないこととなる。欠席を出席の扱いにする制度ではないので注意すること。

　公欠届は下記の場合に限り，所定の用紙に記入し，教務課に速やかに届け出ること。
　※ただし，補講および集中講義については，原則として公欠は認められない。
①　諸課程の単位修得のための実習期間など。
②�　「学校保健安全法」及び「同法施行規則」及び本学規定に定める感染症（次頁参照）に罹患した場合。（出
席停止期間証明書または診断書が必要。ただし第２種インフルエンザについては，これにかわりインフル
エンザ罹患報告書及び受診時の領収書が必要。）
・次頁の感染症と診断された場合には，速やかに教務課まで電話で報告すること。
・�治癒後に受診機関より「出席停止期間証明書」（本学様式）または「診断書」の交付を受け，授業公欠届（教
務課申請用）とともに届け出る。ただし第２種インフルエンザについては，受診機関からの交付は不要と
し，「インフルエンザ罹患報告書」及び「受診時の領収書」を提出すること。（必ず治癒後に届け出ること。
感染拡大を防ぐため，出席停止期間は大学に出てきてはならない）
　※「その他の感染症」以外の診断書については病名・出席停止期間の記載があるものに限る。
　※［第３種］のうち「その他の感染症」は「出席停止期間証明書」（本学様式）に限る。
　※�授業公欠届（教務課申請用）及び出席停止期間証明書・インフルエンザ罹患報告書は，履修要覧巻末の
様式をコピーするか，就実イントラネット・ホームページからダウンロードすること。

③　忌引によるもの（会葬礼状等の証明書類が必要）※忌引の適用される親族と日数
・１親等の親族（父母）の場合は連続した７日間まで（休日を含む）
・２親等の親族（祖父母・兄弟姉妹）の場合は連続した３日間まで（休日を含む）
・３親等の親族（曾祖父母・伯叔父母・甥姪）の場合は１日のみ
④　その他
　教務部長，各学部長，短大部長，各学科長などの協議の結果，やむを得ないと認められた場合。
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感染症についての出席停止期間の基準
学校保健安全法施行規則

※第２種については、病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときは、この限りでない。
＊第３種のうち「その他の感染症」については、「出席停止期間証明書」（本学様式）に限る。（診断書は無効）

感染症の種類 出席停止期間の基準
（以下の基準に基づき、主治医が判断する）

［第１種］

エボラ出血熱

治癒するまで

クリミア・コンゴ出血熱
痘そう
南米出血熱
ペスト
マールブルグ熱
ラッサ熱
急性灰白髄炎
ジフテリア
重症急性呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属SARSコロナウ
イルスに限る）
中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属MERSコロナウイル
スに限る）
特定鳥インフルエンザ
新型インフルエンザ等感染症
指定感染症および新感染症

［第２種］

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症
を除く）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を
経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な抗菌性
物質製剤による治療が終了するまで

麻しん 解熱後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を
経過し、かつ、全身状態が良好になるまで

風しん 発疹が消えるまで
水痘（みずぼうそう） すべての発疹が痂皮化するまで
咽頭結膜熱（プール熱） 主な症状がなくなって２日を経過するまで

結核 病状により学校医その他の医師において感染のおそ
れがないと 認めるまで

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により学校医その他の医師において感染のおそ
れがないと 認めるまで

［第３種］

コレラ

病状により学校医その他の医師において感染のおそ
れがないと 認めるまで

細菌性赤痢
腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス
パラチフス
流行性角結膜炎
急性出血性結膜炎
その他の感染症
（学校医その他の医師において感染のおそれがあり出席停止の措置が必要
と認める感染症）＊
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Ⅶ　学籍異動
休学・退学をする場合は，事前にクラス担任または指導教員に相談すること。

休学・退学の願い出は，月日をさかのぼって願い出ることはできない。休学期間・退学日の取扱については，

教務課で説明を受けること。

　１．休学・復学

⑴�　疾病その他やむを得ない事由により３か月以上修学することのできない者は，保証人連署のうえ学長に願

い出，その許可を得て休学することができる。

　疾病による場合は，医師の診断書を添付すること。

⑵　休学中は，当該期間を含む学期の単位を修得することはできない。

⑶　休学できる期間は休学願を提出する月の翌月以降，月初めから１か月単位で，当該年度末までである。

⑷�　休学の期間は，１年を超えることができない。ただし，特別な事由がある場合は，引続き更に１年まで延

長することができる。

⑸�　休学の期間は，通算して４年を超えることができない。

⑹�　休学の期間は，学則第４条第２項の在学年限に算入しない。

⑺　休学期間中は，学納金の一部が免除される（学則第42条）。

⑻�　休学期間満了の場合又は休学期間中にその事由が消滅したときは，学長の許可を得て復学することができる。

　２．退学・再入学

⑴�　退学をしようとする者は，その事由を詳記し，保証人連署のうえ，学長に願い出，その許可を得なければ

ならない。

　�　前期末退学を希望する者は，９月30日，後期末退学を希望する者は，３月31日までに事前に担任またはゼミ

指導教員に相談をし承諾を得た上で教務課に申し出ること。

⑵�　願いにより本学を退学した者又は学則第38条第１号により除籍された者が，再入学を希望するときは選考

のうえ入学を許可することがある。

　３．転学部・転学科

　本学の他の学部に転学部または同一学部の他の学科に転学科を希望する者があるときは，選考のうえ許可す

ることがある。

　４．除　　籍

　次に該当する者は，教授会の意見を聴き，大学教育研究評議会で審議し，学長が除籍する。

⑴�　授業料その他の学納金の納付を怠り，督促してもなお納付しない者。

⑵�　学則第４条第２項に定める在学年限を超えた者。

⑶�　学則第36条第２項に定める休学期間を超えてなお修学できない者。

⑷�　死亡または長期間にわたり行方不明の者。

⑸�　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者。

　５．復　　籍

　除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の学納金を納付し，復籍の願い出があった場合には，大学教育

研究評議会で審議し，学長が復籍を許可することがある。

　除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部をすでに修得したものとして認めることがある。この

認定は教授会の意見を聴き学長が行う。

Ⅷ　試　　験
　単位を修得するためには，その授業科目を履修登録した上で，その授業を受け（予習・復習・課題などの時間

を含む），かつ本学で施行する試験に合格しなければならない。原則として授業回数の2/3以上の出席を単位修得
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要件とする。出席に不正があった場合は，当該授業科目の単位を認定しないことがある。

　１．試験の方法

　試験は，それぞれの授業科目に応じて筆記・口述・レポート・論文・作品の製作・実技等によって行う。

　２．試験の種類

⑴　定期試験

　定期試験は，各学期において一定の期日を定めて行われる。ただし，必要に応じ，試験の日時・場所等の

調整を行うことがある。

　試験を実施する授業科目は，日時・実施方法等をあらかじめ担当教員から教務課へ連絡のあったもののみ

掲示する。

　〈授業科目の不合格発表〉

　最上位年次生のみ当該学期で履修したすべての科目について２月中旬に教務課からWebClass等に授業科

目ごとに学籍番号を掲示する。

　　⑵　追試験

　追試験は，下記に示す病気その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった者に対して行う。

ただし，欠席当日を含め３日以内に教務課へ連絡すること。この場合，追試験は原則として当該定期試験成

績報告締切日時までに行うものとする。

①�　病気欠席（医師の診断書を提出のこと。ただし第２種インフルエンザについては，これにかわりインフ

ルエンザ罹患報告書及び受診時の領収書が必要。）

②　就職試験日時との重複（教務課の所定用紙にキャリア支援・開発課の証明印を押したものを提出のこと）

③�　忌引（父母は１週間以内，兄弟姉妹祖父母は３日間以内，曾祖父母，伯叔父母，甥姪は１日のみで，死

亡を証明する書類（会葬礼状等）を提出のこと）

④　その他特別な事情により，教務部長が正当と認めた場合

　（①〜③の証明書類は，欠席の連絡日から１週間以内に教務課へ提出すること。）

　　⑶　再試験

・当該年度卒業見込者で，その年度の試験の結果，卒業に必要な単位のうち，10単位以内の不足がある場合

に限り，不足単位数の範囲内で再試験を受けることが出来る。ただし，これは再試験の受験により卒業が

可能となる者のみが対象となる。

　また，再試験は，当該年度に履修した科目に限る。

　ただし，一定期間学外の施設等で実習を行う科目，卒業研究，単位互換科目等による他大学での履修科目

については，再試験を行わない。

・欠席が著しく多い（原則として授業回数の2/3以上の出席を満たさない）とき，試験を無断で欠席したり，

授業態度，レポート等の提出が著しく悪いとき，再試験受験資格を失うことがある。これは，各授業科目

の担当者が総合的に判断する。再試験受験資格の有無は，前期科目は成績表により，後期科目は不合格発

表により各自確認すること。

　　　〈再試験手続〉

　教務課所定の用紙に必要事項を記入し，押印の上，受験手数料（１科目1,000円）を添えて本人が出願受

付期間内に教務課へ申し込むこと。

　再試験の日時は教務課よりWebClass等に掲示する。

　当該年度卒業見込者の再試験の不合格者については，教務課よりWebClass等に授業科目ごとに学籍番号を

掲示する。

　３．レポートの提出

　試験にかわるレポートの提出方法は，次の通りである。



履
修
要
項

− 38 −

⑴�　本人が担当教員から指定された場所に直接提出すること。

⑵�　字数や表紙の有無などレポートの様式については，授業科目担当者の指示に従うこと。

⑶�　一度提出したレポートの変更訂正は認めないので提出前に十分注意すること。

⑷�　提出の締切日時は厳守すること。（事務受付時間は月曜日〜金曜日午前９時より午後５時まで。）

　４．試験に関する注意事項

⑴�　試験の欠席

　試験を欠席する場合は，欠席当日を含め３日以内（土・日・祝日および休業日を除く）に必ず教務課へ電

話で連絡すること。（TEL　086－271－8120）（受付時間は午前９時より午後５時まで。）

※欠席連絡がない場合は，追試験の対象とならない。連絡方法は電話に限る。

⑵�　受験資格者以外の受験の禁止

　受験資格のない者（当該科目を履修登録していない者など）は受験できない。万一間違えて受験してもそ

の成績は無効となる。

⑶�　学生証の呈示

　学生証のない者は受験できない。学生証は試験中，机上に呈示すること。

　試験当日，学生証を忘れた者は，教務課で仮学生証（当日のみ有効）の交付を受けること。

⑷�　座席の指定

　試験室では指定された席に着くこと。

　席が指定されていない場合は監督者の指示に従う。

⑸�　所持品について

　机上に置くことが出来る物は，持ち込みを許可されたものと筆記用具に限る。それ以外のものは各自の足

元に置くこと。（原則として下敷きは許可しない）

　スマートフォン・携帯電話については，電源を切りかばん等にしまうこと。

⑹　答案持ち出しの禁止

　試験室に入室した者は，必ず答案を提出すること。

　無断で持ち帰ることは許されない。

⑺　遅刻及び退出

　試験開始より20分経過後は入室できない。

　監督者が必要と認めれば，試験開始後30分を経過したのち退出することが出来る。ただし，退出後の再入

室は出来ない。

⑻�　試験終了後の入室

　試験が終了しても，回収答案の整理がすむまで試験室への入室は禁止する。

　５．試験中の不正行為（諸規則「就実大学学内試験（定期試験，追・再試験）における不正行為に対する処置」参照）

　試験中，不正な行為が確認された場合，当該授業科目の試験日を含め，以後の受験を停止したうえ，これを

WebClass等に公示する。

　不正行為をした者の当該学年における通年履修科目はすべて０点とする。半期の科目については不正行為の

行なわれた学期に履修したものを０点とする。

Ⅸ　単位の修得及び学業成績
１�．授業科目の授業を受け，かつ試験もしくはその他の方法による学習効果の判定において合格した者は，その

授業科目の課程を修了したものと認められ，所定の単位が与えられる。

２．学業成績は，100点満点とし，60点以上を合格，60点未満を不合格とする。

３．成績の評語は，90点以上を秀，80点以上を優，70点以上を良，60点以上を可とし，60点未満を不可とする。
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４．再試験による成績は，最高60点までとする。

５．合格点を得た授業科目を再度受験することは許されない。ただし，重複履修可の科目は除く。

６�．成績表は前期末及び後期末に保証人あてに送付する。また，学生本人には４月の履修指導時に配付する。

GPA（Grade Point Average）制度について

　本学では，GPA制度を導入している。GPAとは，授業ごとの成績評価（秀，優，良，可，不可）に対応する点

数（GP：Grade Point）を付与して，１単位あたりの平均値を算出し一定水準に到達しているかどうかを評価する

制度のことである。

◎　GPA制度の目的

１．成績不振の学生を早期に発見し，担任制度や科目担当教員による適切な支援・指導を行う。

２．GPA評価により，自らの成績を客観的に自己評価し，学習意欲の向上を図る。

３．修得単位数だけでなく，GPA評価により個々の科目のレベルアップを図るよう喚起する。

４．GPAを目安にして，履修登録科目数の自主規制を促し，目標達成のための計画的履修を促す。

５．標語評価に加え，厳格なGPA評価により，総合的な学力の向上及び質の保証を図る。

◎　Grade Point（GP）は，以下の通りとする。

　（注）当該年度卒業見込者に限り不可科目については，一定の条件のもと再試験が実施されるが，E判定で

不可になった場合は，再試験の受験資格がない。

◎　GPAの算出方法

　　　　
GPA=

（履修登録科目で得たGP×その科目の単位数）の合計
履修登録科目の単位数の合計

卒業要件に含まれない科目は，GPA対象科目ではない。

G P A 制 度 に よ る 成 績 評 価
成　　績
（評　　点）

評　　語
（成績証明書）

評　　語
（成績表） G　　P 判　　定

  90～100点 秀 S ４

合　格
  80～  89点 優 A ３

  70～  79点 良 B ２

  60～  69点 可 C １

    0～  59点 ― D・E（注） ０ 不合格

成　　績
（評　　点）

評　　語
（成績証明書）

評　　語
（成績表） G　P 判　定 定　　　　　義

90～100 秀 S 4 合　格 学修到達目標を大きく超える優秀な成
果をあげている

80〜89 優 A 3 合　格 学修到達目標を充分に達成している。

70〜79 良 B 2 合　格 学修到達目標を概ね達成している。

60〜69 可 C 1 合　格 学修到達目標を最低限達成している。

0〜59

― D 0 不合格
学修到達目標を達成していない。
再試験受験資格（当該年度卒業見込者
のみ）：有

― E 0 不合格
学修到達目標を達成していない。
再試験受験資格（当該年度卒業見込者
のみ）：無
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◎　GPAの利用法

　GPAは，成績証明書や成績表には記載されず，別途配付する。

　GPAによって学習状況の把握ができる。例えば，GPAが2以下の場合は，それぞれの科目で期待されている

達成度よりも低い状態が多いことを示しており，奮起が必要である。また，前の学期よりもGPAが下がって

いれば，学習上に何らかの問題がある。このように，学期毎のGPA値を見ながら，自主的かつ意欲的な履修計

画に利用できる。

　GPAは，教員による修学指導に活用する他，奨学金，表彰等の対象者の選考に利用されることがある。

　前期集中講義，一部の前期科目は後期に成績確定となるため，GPAは後期に算入される。

　各年度末に累積GPAが1.00未満の者には，学科教員が面談を行って学生の状況や修学意欲等を確認し，必要

な修学指導を行う。その際，卒業の見込みがないと判断した場合には，学科・学部で審議したうえで退学を勧

告することがある。ただし，入学初年度の学生については退学の勧告は行わない。

◎　履修中止制度

　一定期間受講し，「授業内容が思っていたものと違っていた」，「授業を理解するのに知識が不足している」

等の理由により，履修中止が認められることがある。ただし，必修科目，特定科目，集中講義科目や各学部･

学科で指定した科目は，履修中止の対象とはならない。

　履修中止の申請期間は，授業開始２週目終了前後の1週間を予定している。指示された期間内に教務課で手

続きを行うこと。その場合テキストの返品は認められない。履修中止とした科目はGPA算出の対象とならないが，

申請手続きをせずに履修放棄した場合は，その科目は不合格（GP値は0点）となり，GPA値が下がる。また，

履修中止した科目の単位数は，履修登録上限単位数に含まれるので，計画的な履修を心がけなければならない。

※�履修中止申請が認められた後，履修中止の取り止めはできないので，卒業・進級・資格取得等の単位が不足

しないよう，履修要覧等を確認のうえ申請すること。

　履修中止ができる科目（卒業要件科目）

　　総合教養教育科目（特定科目除く）

　　学科専門教育科目：選択必修科目及び選択科目（必修科目，集中講義除く）

　　※各種資格科目は，卒業要件科目ではないのでできない。

◎　成績評価への異議申立について
⑴　申立事由
　学生は次のいずれかに該当する場合に，成績の異議申立を行うことができる。
　　①　成績の誤記入等，明らかに担当教員の誤りであると思われるもの
　　②　�シラバスまたは担当教員の説明等により周知している成績評価の方法から明らかに逸脱している

と思われるもの
　　③　その他異議申立を行うにあたり合理的または客観的な根拠があると思われるもの
　　　　根拠を示さずに，その評価になった理由のみを尋ねたり成績の再考を求めたりするものは受付できない。
⑵　申立手続き
　「成績評価についての異議申立書」に必要事項を記入し，R館１階教務課（総合受付）に提出すること。
⑶　申立期間等
　・�成績の開示日から起算して７日間（休業日等受付休止日を除く）を申立期間とする。具体的な日付等は
各成績の開示ごとに掲示等で告知する。

　・�担当教員は教務課を通して速やかに書面で回答する。申立者は回答書を交付する旨の通知を受けた日か
ら起算して３日以内（休業日等を除く）に教務課で回答書を受領すること。

　・�回答を受けてさらに異議申立をする場合は，回答書受領日から起算して３日以内（休業日等を除く）にR館
１階教務課（総合受付）に新たに異議申立書を提出すること。この場合は教務委員会で対応を協議する。

　・いずれの場合も期限を過ぎての申立には原則として応じられない。



履修要項

履
修
要
項

− 41 −

Ⅹ　単位互換制度
　本学では，大学コンソーシアム岡山との間に単位互換協定を結んでおり，下記に示す授業科目を４年間で10単

位まで履修できる。これらの科目を修得した場合，卒業要件単位の自由選択（総合教養教育科目）として認定す

ることができる。ただし，卒業に必要な単位数のうち定められている単位数は就実大学で開講されている科目か

ら修得しなければならない。また，これらの科目を履修する場合は，１年間に履修登録できる48単位に含めるこ

ととする。履修希望者は，オリエンテーション期間行事表を確認し，説明会に必ず出席すること。履修申込期間

を厳守のうえ，本学教務課に申し込むこと。

　履修科目等の詳細は，「大学コンソーシアム岡山」のホームページ

https://www.consortium-okayama.jp/を参照，または教務課へたずねること。

Ⅺ　文部科学大臣が定める学修による単位認定
　本学に入学以前又は以後に，下表に示した検定試験等で一定の成績を修めた者に対し，申請に基づいて単位の

認定を行う。この単位は，年間履修登録単位数の上限48単位の枠外とし，卒業要件単位として教務委員会が認定

する。複数の試験による申請や同じ試験による複数回の申請も可能であるが，前回認定された単位を上回った場

合のみ，その差の単位を追加認定する。

　①

　　　※上限８単位まで認定を行う。

　　　※外国語教育科目（検定外国語１〜４）の単位は自由選択科目として認定される。

　②

　　　※上限２単位まで認定を行う。

　　　※総合教養教育科目（漢字検定１・２）の単位として認定される。

　　　①②単位認定申請書　提出締切：（前期）７月末日，（後期）１月末日

　　　　　　　　　　　　　　　　※合格証明書又は成績証明書を添付のこと

　　　　　　　　　　　　　提 出 先：教務課

Ⅻ　海外研修制度
　１．短期海外研修制度

　本学が企画する海外語学研修に参加し，研修修了証および所定の書類を提出すると，「異文化コミュニケー

ション１〜４」２単位が認定される。

　研修先および期間については，掲示，HP，募集要項等をよく確認すること。（国際情勢に応じて，変更する

ことがある）

研修先：⑴　アイルランド　ダブリンシティ大学� （約３週間）

認定科目
（単位数）試験の種類

検定外国語１
（２単位）

検定外国語１・２
（４単位まで）

検定外国語１〜３
（６単位まで）

検定外国語１〜４
（８単位まで）

実用英語技能検定試験（英検） 　　－ 準１級 　　－ １級

TOEFL PBT
TOEFL CBT
TOEFL iBT

480〜519点
157〜189点
54〜 67点

520〜559点
190〜219点
68〜 82点

560〜599点
220〜249点
83〜 99点

600点以上
250点以上
100点以上

TOEIC® Listening & Reading 550〜619点 620〜729点 730〜859点 860点以上

認定科目
（単位数）

試験の種類
漢字検定１
（１単位）

漢字検定１・２
（２単位まで）

日本漢字能力検定 準１級 １級
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　　　　⑵　オーストラリア　アデレード大学� （約３週間）

　　　　⑶　韓国　祥明大学校� （約２週間）

参加資格：①通常の学生生活を送るのに支障のない健康状態であること

　　　　　②授業出席率は80％以上であること

研修日程：最新年度の海外研修募集要項を確認すること。

手 続 き：�科目としての履修登録は行わず，「海外研修申込書」を国際交流課に提出すること（申込書類は国際

交流課まで）。

　　　　　提出期日については，掲示，HP，募集要項等をよく確認すること。

単位認定：�短期海外研修終了後，「研修報告書」（国際交流課の定める書式）を提出の上，科目の履修登録及び

単位認定がなされる。ただし，卒業予定者の４年生で，後期の海外研修参加の場合，単位認定はで

きない。

　　　　　海外研修２単位は履修登録上限単位数48単位（諸課程に関する科目の単位数は除く）に含まない。

２．その他の短期海外研修

　上記以外の研修で，夏期休業や春期休業を利用した個人参加の海外語学研修に対し，申請に基づいて本学の

短期海外研修と同様に扱い，単位を認定する。認定単位は語学研修の時間数に応じて計算し，「異文化コミュ

ニケーション１〜４」の単位として，合計８単位まで認定する。複数回の申請も可能である。

　ただし，卒業予定者の４年生で，後期のその他の短期海外研修参加の場合，単位認定は行わない。

　なお，この科目が対象とする海外研修は，本学との提携外の研修なので，研修中の安全等に関しては自己責

任で行うこと（研修先との問題，研修中の事故等については，本学はいかなる責任を負うものでもない）。

　この制度による単位取得のためには，研修出発の２ヶ月前までに所定の書類を国際交流課に提出しなければ

ならない。

申請書類：研修前　「単位申請書」，「研修実施計画書」（国際交流課の定める書式），研修先の「研修プログラム」

　　　　　研修後　研修修了証または成績証明書（研修先），「研修報告書」（国際交流課の定める書式）

申請提出先：国際交流課

３．長期海外語学研修

　本学と協定を結んでいる機関で長期（３ヵ月半〜１年以内）語学研修を受け，所定のプログラムを修了する

と，申請に基づいて本学の単位として認定する。研修実施年次は原則として１年後期から３年次とする。（※）

研 修 先：⑴　英国　ダラム大学� （６カ月）

　　　　　　⑵　英国　カンタベリー・クライスト・チャーチ大学� （１年以内）

　　　　　　⑶　アイルランド　ダブリンシティ大学� （１年以内）

　　　　　　⑷　米国　ハワイ大学マノア校� （１年以内）

　　　　　　⑸　米国　リンフィールド・カレッジ

　　　　　　　　　（研修実施は後期のみ。リンフィールドは３学期制）

� １学期15週（３ヵ月半），２学期30週（７ヶ月）

　　　　　　⑹　米国　カリフォルニア州立大学（ＣＳＵ）チコ校� 　（１年以内）

　　　　　　⑺　米国　カリフォルニア州立大学（ＣＳＵ）サンマルコス校� 　（１年以内）

　　　　　　⑻　米国　ウィスコンシン大学ラクロス校� 　（６ヶ月）（後期のみ）

　　　　　　⑼　オーストラリア　クイーンズランド大学� 　（１年以内）

　　　　　　⑽　オーストラリア　アデレード大学� （１年以内）

　　　　　　⑾　カナダ　ビクトリア大学� 　（１年以内）

　　　　　　⑿　カナダ　ロイヤルローズ大学� 　（１年以内）

　　　　　　⒀　中国　上海師範大学　※� 　（１年以内）
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　　　　　　⒁　韓国　群山大学　※� 　（１年以内）

　　　　　　⒂　韓国　公州大学　※� 　（１年以内）

　　　　　　⒃　韓国　祥明大学　※� 　（１年以内）

出願日時：後期研修は４月１日～４月末日　前期研修は10月１日～10月末日

申請書類：研修前　長期海外語学研修参加申込書，成績証明書，健康診断書，誓約書

　　　　　研修後　�研修修了証，出席証明書及び成績証明書（研修先），アカデミック・エッセイ（所定の形式），

研修報告書（国際交流課の定める書式，提出期日については，別途案内をよく確認するこ

と）。

申請提出先：国際交流課

※海外研修期間終了後は，原則として速やかに帰国し，本学に復学すること。

※�研修プログラムの授業時間数に応じて単位を認定する。ただし，半期相当の場合，認定単位数は24単位を上

限とし，１年以内（前期・後期）の場合は，認定単位数は48単位を上限とする。

※�中国・上海師範大学，韓国・群山大学，公州大学，祥明大学は本学と交換留学制度がある（詳細は国際交流

課に問い合わせること）。

ⅩⅢ　科目ナンバリングとは
　「授業科目に適切な番号を付し分類することで，学修の段階や順序等を表し，教育課程の体系性を明示する仕

組み」であり，授業科目の分類の意味を持つ。履修計画を立てる際に，科目ナンバーを参照することで教育課程

全体の中の授業科目の位置づけや分類を把握し，適切な科目を選択することができるようになる。とりわけ他学

部，他学科の授業科目の履修を希望する場合は，他学部，他学科の教育課程の体系性を理解することが容易とな

り，履修計画を立案するうえで参考となる。科目ナンバリングは，シラバスに掲載する。時間割にある「コード」

とは異なるため注意すること。＊ナンバリングが付記された授業科目一覧は，WebClassの「学生さんへのお知

らせコース」から確認すること。
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〇科目ナンバリングの構造

Ｇ１０ ＦＹ ０５ 1

主催・分野区分コード
（アルファベット１桁+数字２桁）

分野・科目群区分コード
（アルファベット２桁）

科目コード
（数字２桁）

レベル（グレード）コード
（数字１桁）

G10 総合教養教育科目 FY 初年次教育 01～99 0 入学前に身に付ける
HU 人文科学 1 基礎・入門・導入的
SW 社会科学 2 発展的・応用的
NS 自然科学 3 実践的・専門的に高度な内容
HH 健康･スポーツ 4 卒業論文・卒業研究関連
IP 情報 9 レベル分けに適さない科目
LG 語学･グローバル
ID 学際
OT 技能･導入

G11 外国語教育科目 EN 英語
GE ドイツ語
FR フランス語
CH 中国語
HA ハングル
NI 日本語

H14 表現文化学科専門教育科目 GR 卒業研究
SE ゼミナール
LE 言語表現教育プログラム
FY 初年次教育
IT 入門群
ES 選択科目
RF 実感教育プログラム
HS 史群
RS 研究群
LC 講義群

H15 実践英語学科専門教育科目 GR 卒業研究
SE ゼミナール
JL 日本人教員講義科目
EO 外国人教員その他科目
EL 外国人教員講義科目
EP 外国人教員演習科目
JP 日本人教員演習科目

H16 総合歴史学科専門教育科目 GR 卒業研究
SE ゼミナール
FY 初年次教育
IT 入門群
RD 講読群
ES 選択科目
RS 研究群
LC 講義群

L10 資格科目 TE 教職
CU 博物館学芸員
LI 図書館司書
LT 司書教諭
SO 社会教育主事
MS 医療秘書

総合教養教育科目の資格課程科目のナンバリングは，各資格課程の科目と同じナンバーを付番する。
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授業科目及び履修方法

Ⅰ　教養教育科目
　１　授業科目表

　　⑴　総合教養教育科目（2023年度生以降）

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

ス タ ー ト ア ッ プ 就 実 選 2 1 前 講義 1年次　必履修

数理・データサイエンス基礎 必 1 1 前 講義

情 報 リ テ ラ シ ー 必 1 1 前 講義

自 然 地 理 学 選 2 1 前 講義 ▲総合歴史学科のみ

人 類 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義

ア ジ ア の 民 族 誌 選 2 1 後 講義

心 理 学 １ 選 2 1 前 講義

心 理 学 ２ 選 2 1 後 講義

現 代 の 哲 学 と 思 想 選 2 1 後 講義

現 代 の 倫 理 選 2 1 前 講義

日 本 文 化 論 １ 選 2 1 前 講義

日 本 文 化 論 ２ 選 2 1 後 講義

女 性 の 生 活 と 歴 史 選 2 1 前 講義

現 代 の 女 性 環 境 選 2 1 後 講義

漢 詩 文 の 表 現 と 心 選 2 1 前 講義
 表現文化学科2単位以上▲▼

漢 詩 文 の 表 現 と 思 想 選 2 1 後 講義

ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 の 歴 史 選 2 1 前 講義

世 界 の 文 学 選 2 1 後 講義

20 世 紀 史 選 2 1 後 講義

こ と ば の 科 学 選 2 1 後 講義

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 選 2 1 後 講義

人 権 の 現 代 的 課 題 ａ 選 2 1 後 講義 △

法 学 選 2 1 後 講義 ▼総合歴史学科のみ

日 本 国 憲 法 ａ 選 2 1 前 講義 △

社 会 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義 ▼総合歴史学科のみ

社 会 学 概 論 A 選 2 1 後 講義

社 会 学 概 論 B 選 2 1 後 講義

基 礎 経 営 論 選 2 1 前 講義

基 礎 経 済 学 選 2 1 前 講義
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

経 済 学 概 論 選 2 1 前 講義

労 働 と 社 会 選 2 1 後 講義

政 治 学 概 論 選 2 1 前 講義

現 代 教 育 の 諸 問 題 選 2 1 前 講義

健 康 と 衛 生 選 2 1 前 講義

健 康 と 栄 養 選 2 1 後 講義

環 境 と 地 球 選 2 1 前 講義

環 境 と 生 命 選 2 1 後 講義

化 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義

現 代 生 活 と 化 学 選 2 1 後 講義

か ら だ の 構 造 と 機 能 選 2 1 前 講義

か ら だ の 化 学 と 生 物 学 選 2 1 後 講義

生 命 機 能 の プ ロ グ ラ ム 選 2 1 前 講義

地 球と宇 宙 の サ イエンス 選 2 1 前 講義

日 本 伝 統 の 折 紙 の 科 学 選 2 1 後 講義

身 体 運 動 と 健 康 の 科 学 選 2 1 前 講義
 2単位以上△

健 康・ ス ポ ー ツ と 社 会 選 2 1 後 講義

ス ポ ー ツ １ 選 1 1 前 演習

 1単位以上△
ス ポ ー ツ ２ a ～ d 選 1 1 後 演習

ス ポ ー ツ ３ 選 1 1 前 演習

ス ポ ー ツ ４ 選 1 1 後 演習

こ こ ろ の 健 康 科 学 選 2 1 後 講義

現 代 人 と こ こ ろ の 障 害 選 2 1 後 講義

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 選 1 1 前 講義

情 報 と 表 現 選 2 1 後 講義
 4科目のうち2単位以上△

情 報 と 文 化 選 2 1 前 講義

情 報 と 社 会 選 2 1 後 講義

情 報 処 理 演 習１ａ・ｂ・ｃ 選 2 1 前 講義
 4科目のうち2単位以上△

情 報 処 理 演 習 ２ 選 2 1 後 講義

ア ジ ア の 世 界 と 文 化 選 2 1 前 講義

欧 米 の 世 界 と 文 化 選 2 1 後 講義

コ ラ ボ レ ー ション 学 修 １ 選 2 1 後 講義

コ ラ ボ レ ー ション 学 修 ２ 選 2 1 後 講義

茶 道 １ 選 1 1 前 演習
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

茶 道 ２ 選 1 1 後 演習

書 道 １ 選 1 1 前 演習
 表現文化学科1単位以上▼

書 道 ２ 選 1 1 後 演習

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 選 1 2 実習

イ ン タ ー ン シ ッ プ ２ 選 1 2 実習

漢 字 検 定 １ 選 1 1 演習

 履修登録単位の上限
 （48単位）に含まない

漢 字 検 定 ２ 選 1 1 演習

異 文 化コミュニケーション１ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション２ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション３ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション４ 選 2 1 講義

日 本 事 情 １ 選 2 1 前 講義

 外国人留学生・帰国子女適用
日 本 事 情 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 事 情 ３ 選 2 1 前 講義

日 本 事 情 ４ 選 2 1 後 講義

各 資 格 課 程 専 用 科 目 教職・図書館司書・博物館学芸員・社会教育主事の各資格課程取得希望者のみ履修可

学 校 制 度 論 選 2 3 前 講義 教職

教 育 学 概 論 選 2 1 後 講義 教職・社会教育主事

教 育 心 理 学（ 教 育・ 学 校 心 理 学 ） 選 2 2 前 講義 教職

教 職 論 選 2 1 前 講義 教職

図 書 館 概 論 選 2 1 前 講義 図書館司書・社会教育主事

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 選 2 1 前 講義 博物館・図書館司書・社会教育主事

博 物 館 概 論 選 2 1 前 講義 博物館・社会教育主事

△印：教職必修
▼印：中一種免必修　　　▲印：高一種免必修

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。
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　　⑴　総合教養教育科目（2018年度生～2022年度生）

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

ス タ ー ト ア ッ プ 就 実 選 2 1 前 講義 1年次　必履修

数理・データサイエンス基礎 必 1 1 前 講義 22年度生のみ

情 報 リ テ ラ シ ー 必 1 1 前 講義 22年度生のみ

現 代 都 市 の 魅 力 診 断 選 2 1 前 講義

自 然 地 理 学 選 2 1 前 講義 ▲総合歴史学科のみ

人 類 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義

ア ジ ア の 民 族 誌 選 2 1 後 講義

心 理 学 １ 選 2 1 前 講義

心 理 学 ２ 選 2 1 後 講義

現 代 の 哲 学 と 思 想 選 2 1 後 講義

現 代 の 倫 理 選 2 1 前 講義

日 本 文 化 論 １ 選 2 1 前 講義

日 本 文 化 論 ２ 選 2 1 後 講義

女 性 の 生 活 と 歴 史 選 2 1 前 講義

現 代 の 女 性 環 境 選 2 1 後 講義

漢 詩 文 の 表 現 と 心 選 2 1 前 講義
 表現文化学科2単位以上▲▼

漢 詩 文 の 表 現 と 思 想 選 2 1 後 講義

ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 の 歴 史 選 2 1 前 講義

世 界 の 文 学 選 2 1 後 講義

20 世 紀 史 選 2 1 後 講義

こ と ば の 科 学 選 2 1 後 講義

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 選 2 1 後 講義

人 権 の 現 代 的 課 題 ａ 選 2 1 後 講義 △

法 学 選 2 1 後 講義 ▼総合歴史学科のみ

日 本 国 憲 法 ａ 選 2 1 前 講義 △

社 会 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義 ▼総合歴史学科のみ

社 会 学 概 論 A 選 2 1 後 講義

社 会 学 概 論 B 選 2 1 後 講義

基 礎 経 営 論 選 2 1 前 講義

基 礎 経 済 学 選 2 1 前 講義

経 済 学 概 論 選 2 1 前 講義

労 働 と 社 会 選 2 1 後 講義

政 治 学 概 論 選 2 1 前 講義
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

現 代 教 育 の 諸 問 題 選 2 1 前 講義

健 康 と 衛 生 選 2 1 前 講義

健 康 と 栄 養 選 2 1 後 講義

環 境 と 地 球 選 2 1 前 講義

環 境 と 生 命 選 2 1 後 講義

化 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義

現 代 生 活 と 化 学 選 2 1 後 講義

か ら だ の 構 造 と 機 能 選 2 1 前 講義

か ら だ の 化 学 と 生 物 学 選 2 1 後 講義

生 命 機 能 の プ ロ グ ラ ム 選 2 1 前 講義

地 球と宇 宙 の サ イエンス 選 2 1 前 講義

日 本 伝 統 の 折 紙 の 科 学 選 2 1 後 講義

身 体 運 動 と 健 康 の 科 学 選 2 1 前 講義
 2単位以上△

健 康・ ス ポ ー ツ と 社 会 選 2 1 後 講義

ス ポ ー ツ １ 選 1 1 前 演習

 1単位以上△
ス ポ ー ツ ２ a ～ d 選 1 1 後 演習

ス ポ ー ツ ３ 選 1 1 前 演習

ス ポ ー ツ ４ 選 1 1 後 演習

こ こ ろ の 健 康 科 学 選 2 1 後 講義

現 代 人 と こ こ ろ の 障 害 選 2 1 後 講義

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 選 1 1 前 講義

情 報 と 表 現 選 2 1 後 講義
 4科目のうち2単位以上△

情 報 と 文 化 選 2 1 前 講義

情 報 と 社 会 選 2 1 後 講義

情 報 処 理 演 習１ａ・ｂ・ｃ 選 2 1 前 講義
 4科目のうち2単位以上△

情 報 処 理 演 習 ２ 選 2 1 後 講義

ア ジ ア の 世 界 と 文 化 選 2 1 前 講義

欧 米 の 世 界 と 文 化 選 2 1 後 講義

コ ラ ボ レ ー ション 学 修 １ 選 2 1 後 講義

コ ラ ボ レ ー ション 学 修 ２ 選 2 1 後 講義

茶 道 １ 選 1 1 前 演習

茶 道 ２ 選 1 1 後 演習

書 道 １ 選 1 1 前 演習
 表現文化学科1単位以上▼

書 道 ２ 選 1 1 後 演習



教

　養

− 50 −

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 選 1 2 実習

イ ン タ ー ン シ ッ プ ２ 選 1 2 実習

漢 字 検 定 １ 選 1 1 演習

 履修登録単位の上限
 （48単位）に含まない

漢 字 検 定 ２ 選 1 1 演習

異 文 化コミュニケーション１ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション２ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション３ 選 2 1 講義

異 文 化コミュニケーション４ 選 2 1 講義

日 本 事 情 １ 選 2 1 前 講義

 外国人留学生・帰国子女適用
日 本 事 情 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 事 情 ３ 選 2 1 前 講義

日 本 事 情 ４ 選 2 1 後 講義

各 資 格 課 程 専 用 科 目 教職・図書館司書・博物館学芸員・社会教育主事の各資格課程取得希望者のみ履修可

学 校 制 度 論 選 2 3 前 講義 教職

教 育 学 概 論 選 2 1 後 講義 教職・社会教育主事

教 育 心 理 学（ 教 育・ 学 校 心 理 学 ） 選 2 2 前 講義 教職

教 職 論 選 2 1 前 講義 教職

図 書 館 概 論 選 2 1 前 講義 図書館司書・社会教育主事

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 選 2 1 前 講義 博物館・図書館司書・社会教育主事

博 物 館 概 論 選 2 1 前 講義 博物館・社会教育主事

△印：教職必修
▼印：中一種免必修　　　▲印：高一種免必修

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。
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授　業　科　目 2018年度生以降
科目名

必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

学 生 生 活 概 論 選 2 1 前 講義 １年次のみ

こころの健康科学 選 2 1 後 講義

現代人とこころの障害 選 2 1 後 講義

漢詩文の表現と心 選 2 1 前 講義
 表現文化学科2単位以上▲▼

漢詩文の表現と思想 選 2 1 後 講義

書 道 １ 選 1 1 前 演習
 表現文化学科１単位以上▼

書 道 ２ 選 1 1 後 演習

茶 道 １ 選 1 1 前 演習

茶 道 ２ 選 1 1 後 演習

日 本 文 化 論 １ 選 2 1 前 講義

日 本 文 化 論 ２ 選 2 1 後 講義

ポピュラー音楽の歴史（★） 選 2 1 前 講義 ★2014年度生以降

日 本 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ★2015年度生以前のみ

ヨーロッパ人の思想 選 2 1 後 講義 ★2015年度生以前のみ

ア ジ ア 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ★2015年度生以前のみ

日 本 美 術 史 選 2 1 後 講義

 ★2015年度生以前のみ
西 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義

東 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義

死 生 観 の 歴 史 選 2 1 前 講義

現代の哲学と思想 選 2 1 後 講義

人類学の世界と歴史 選 2 1 前 講義

ア ジ ア の 民 族 誌 選 2 1 後 講義

地理学の世界と歴史 選 2 1 前 講義

心 理 学 １ 選 2 1 前 講義

心 理 学 ２ 選 2 1 後 講義

発　　想　　学（★） 選 2 1 後 講義 ★2014年度生以降

倫理と価値観の諸相 選 2 1 後 講義 ★2015年度生以前のみ

現代人の倫理と価値観 現 代 の 倫 理 選 2 1 前 講義

女性の生活と歴史 選 2 1 前 講義

現 代 の 女 性 環 境 選 2 1 後 講義

人権の現代的課題ａ 選 2 1 後 講義 △

法 学 選 2 1 後 講義 ▼総合歴史学科のみ

日 本 国 憲 法 ａ 選 2 1 前 講義 △

　　⑴　総合教養教育科目（〜2017年度生）
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授　業　科　目 2018年度生以降
科目名

必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

社会学の世界と歴史 選 2 1 前 講義 ▼総合歴史学科のみ

社 会 学 概 論 Ａ 選 2 1 後 講義

社 会 学 概 論 Ｂ 選 2 1 後 講義

基 礎 経 済 学 選 2 1 前 講義

経 済 学 概 論 選 2 1 前 講義

基 礎 経 営 論（★） 選 2 1 前 講義 ★2013年度生以降

基 礎 会 計 学（★） 選 2 1 前 講義 ★2015年度生以降

基礎マーケティング論（★） 選 2 1 後 講義 ★2013年度生以降

金融システムと生活 選 2 1 前 講義

生活に役立つ統計（★） コラボレーション学 修 ２ 選 2 1 後 講義 ★2014年度生以降

マスメディア論（★） 選 2 1 前 講義 ★2014年度生以降

社 会 生 活 と 儀 礼 選 2 1 前 講義

現 代 日 本 の 企 業 選 2 1 後 講義

現代都市の魅力診断 選 2 1 前 講義

自 然 地 理 学 選 2 2 後 講義 ▲総合歴史学科のみ

健 康 と 食 品 健 康 と 衛 生 選 2 1 前 講義

健 康 と 栄 養 選 2 1 後 講義

化学の世界と歴史 選 2 1 後 講義

化 学 と 環 境 問 題 環 境 と 地 球 選 2 1 前 講義

生命機能のシステム（★） 選 2 1 前 講義 ★2013・2012・2011年度生のみ

生 命 と 自 然 環 境 選 2 1 後 講義

人体の構造と機能 か ら だ の	
構 造 と 機 能 選 2 1 前 講義

生命機能のプログラム 選 2 1 前 講義

生命と生活の化学 現代生活と化学 選 2 1 後 講義

病 気 と 環 境 環 境 と 生 命 選 2 1 後 講義

い き も の と 物 質 か ら だ の	
化 学と生 物 学 選 2 1 後 講義

く す り と 社 会 選 2 1 前 講義 　

コンピューターリテラシーａ，ｂ 選 2 1 前 講義

情 報 と 表 現 選 2 1 後 講義 ※

情 報 と 社 会 ａ， ｂ 選 2 1 前・後 講義 　　※４科目のうち２単位以上△

情 報 と 文 化 ａ， ｂ 選 2 1 前・後 講義 ※

情 報 処 理 演 習 １ 選 2 1 前 講義
 ４科目のうち２単位以上△

情 報 処 理 演 習 ２ 選 2 1 後 講義
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△印：教職必修
▼印：中一種免必修　　　▲印：高一種免必修

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

授　業　科　目 2018年度生以降
科目名

必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

ス ポ ー ツ と 健 康 身 体 運 動 と
健 康 の 科 学 選 2 1 前 講義

 ２単位以上△
ス ポ ー ツ と 社 会 健 康 ・	

スポーツと社会 選 2 1 後 講義

ス ポ ー ツ １ 選 1 1 前 演習

 １単位以上△
ス ポ ー ツ ２ ａ～ｄ 選 1 1 後 演習

ス ポ ー ツ ３ ａ， ｂ 選 1 1 前 演習

ス ポ ー ツ ４ ａ～ｃ 選 1 1 後 演習

日 本 事 情 １ 選 2 1 前 講義

 外国人留学生・帰国子女適用
日 本 事 情 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 事 情 ３ 選 2 1 前 講義

日 本 事 情 ４ 選 2 1 後 講義

キャリアデザイン論Ａ・Ｂ 選 2 2 前・後 講義

キャリアデザイン論Ｃ 選 2 2 後 講義

インターンシップ１ 選 1 2 演習

インターンシップ２ 選 1 2 演習

漢 字 検 定 １ 選 1 1 演習

漢 字 検 定 ２ 選 1 1 演習

異文化コミュニケーション１ 選 2 1 講義  履修登録単位の上限
 （48単位）に含まない異文化コミュニケーション２ 選 2 1 講義

異文化コミュニケーション３ 選 2 1 講義

異文化コミュニケーション４ 選 2 1 講義

各資格課程専用科目 教職・図書館司書・博物館学芸員・社会教育主事の各資格課程取得希望者のみ履修可

教職論（=教師論）（人文） 選 2 1 前 講義 教職

教育学概論（人文） 選 2 1 後 講義 教職・社会教育主事

教育心理学（人文・心理） 選 2 2 前 講義 教職

学 校 制 度 論 選 2 3 前 講義 教職

博 物 館 概 論 選 2 1 前 講義 博物館・社会教育主事

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 選 2 1 前 講義 博物館・図書館司書・社会教育主事

図 書 館 概 論 選 2 1 前 講義 図書館司書・社会教育主事
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●　総合教養教育科目の履修について

⑴　履修上の注意

　履修登録にあたっては，「履修要項」を参考に，「授業科目時間割表」に示される科目の中から選ぶが，そ

の際の留意事項を少し具体的に示す。

①　総合教養教育科目は授業科目表に示される科目の中から，20単位以上を履修しなければならない。

②�　科目名におけるアラビア数字の１および３は前期，２および４は後期を示す。また，同一授業科目の後

のアルファベット（小文字）のａ，ｂ，ｃ…は，授業科目の分割を示すので，重ねて履修することはでき

ない。

③�　履修登録前に実施した希望調査で，履修曜日・時限などを指定された科目（スポーツ，情報処理など）	

は，それ以外では，履修できない。

⑵　履修モデル

　総合教養教育科目については，その大部分を１，２年次に履修することが望ましい。総合教養教育科目は

人文系・社会系，自然・情報系科目に大別されるが，それらを偏りなく履修し，グローバル社会に出て活躍

できる一般教養を身につけてほしい。

■　社会科学の基礎を身につけたい

　「法学」「基礎経済学」「経済学概論」「社会学の世界と歴史」「社会学概論」などを履修する。

■　自然科学の基礎を知りたい

　「化学の世界と歴史」「環境と地球（＝化学と環境問題）」「健康と栄養」「健康と衛生（＝健康と食品）」「か

らだの構造と機能（＝人体の構造と機能）」「生命機能のプログラム」などを履修する。

■　パソコンやインターネットの知識・技能を身に付けたい

①�2022年度入学生以降は「数理・データサイエンス基礎」「情報リテラシー」（ともにオンデマンド，各１単

位）が必修科目なので必ず履修する。

②�「WordやExcelを一通り使いこなせるようになりたい」「将来の仕事に役立つパソコン技能を身につけたい」

という場合は「情報処理演習１」「情報処理演習２」（特定科目）を履修する。「１」から「２」へ順に受

講することが望ましい。

③�ネット上での情報の探し方や信頼できる惰報源の見極め方など大学での勉強に必要なネット利用に関する

技能を身につけるには「情報と文化」（特定科目）を履修する。

④�「パソコンでアニメーションや音楽の作品作りをしてみたい」という場合は「情報と表現」（特定科目）

を履修する。

⑤�「プログラミングを勉強したい」という場合，2022年度以降の入学者は「プログラミング入門」（特定科目）

を履修する。2021年度以前の入学者は④の「情報と表現」の中でプログラミングの初歩も学習できる。

⑥�「ロボットやAI（人工知能），自動運転などに興味がある」「情報化社会の問題点について考えたい」「パ

ソコンの仕租みや歴史を知りたい」という場合は「情報と社会」（講義科目，無抽選）を履修する。

■　心身のバランスを取り，健康・体力の維持・増進を図りたい。

　実際に体を動かしたり，自分自身の体について考え適切に管理することを目的に，「スポーツ１〜４」（実技），

「身体運動と健康の科学（＝スポーツと健康）」「健康・スポーツと社会（＝スポーツと社会）」（講義）が開設

されている。心身のバランスを図り，仲間と一緒に体を動かす楽しさを味わい，体力と健康の維持・増進に努

めることで，活力のある学生生活を送ってほしい。そのためには４年間を通じて積極的に履修することが望ま

しい。
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　総合教養教育科目カリキュラムマップ（2023 年度）

＜就実大学教養教育の目標＞

　教養教育のカリキュラムポリシー

　�　教養教育は，グローバル社会で活躍できるように学問の裾野を広げ，様々な角度から物事を見ることのできる

能力，自主的，総合的に考え適確に判断する論理的思考力と問題解決力ならびに豊かな人間性を養い，自分の知

識や人生を社会との関係で位置付けることのできる人材を育てることを目的とする。

　教養教育のラーニングアウトカムズ（学習成果）

　⑴　知識・理解

　　①　異文化とその多様性に関する知識を身につけ，深く理解することができる。（異文化・多文化への理解）

　　②�　人間の身体と心，人間の文化，社会と自然に関する知識，それらを横断した学際的な知識と視点を身につ

け，現実的な諸課題の解決や自らの生活及び文化創造に生かすことができる。（幅広い教養的知識）

　⑵　汎用的技能

　　③　日本語と特定の外国語を用いて，基礎的なコミュニケーションができる。（コミュニケーション・スキル）

　　④�　情報通信技術（ICT）に関する確かな知識と技能を身につけ，適切な行動を選択できるとともに，学修や

社会生活，文化創造に生かすことができる。（情報リテラシー）

　　⑤　論理的・批判的な思考力を身につけ，情報や知識を複眼的に分析し表現できる。（論理的思考力）

　　⑥�　問題を発見し，必要な情報を収集・分析・整理する力と柔軟な発想力をもって，問題への解決策を構想・

創造することができる。（問題解決力）

　⑶　態度・志向性

　　⑦　自らを律して行動できる。（自己管理力）

　　⑧　他者と協力して仕事を進める意欲・態度を養う。（チームワーク，リーダーシップ）

　　⑨　高い倫理観を持ち，自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる。（倫理観）

　　⑩�　社会人としての責務を理解し，現実的な諸課題に主体的に取り組む姿勢を身につけ，社会の発展のために

積極的に関与できる。（市民としての社会的責任）

　　⑪自らの洞察を深め，生涯にわたって自己研鑽に努める態度を身につける。（生涯学習力）

分　

類

科
目
群

授　　業　　科　　目

教　養　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 態度・志向性

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

総　

合　

教　

養　

教　

育　

科　

目

初
年
次

教
育
科
目

スタートアップ就実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数理・データサイエンス基礎 ○ ○ ○ ○ ○

情報リテラシー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人　

文　

科　

学　

系　

科　

目

自然地理学 ○ ○ ○

人類学の世界と歴史 ○ ○ ○ ○ ○

アジアの民族誌 ○ ○ ○ ○ ○

心理学１ ○ ○

心理学２ ○ ○

現代の哲学と思想 ○ ◯ ◯ ○

現代の倫理 ○ ◯ ◯ ○
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分　

類

科
目
群

授　　業　　科　　目

教　養　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 態度・志向性

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

人　

文　

科　

学　

系　

科　

目

日本文化論１ ○ ○ ○ ○ ○

日本文化論２ ○ ○ ○ ○ ○

女性の生活と歴史 ○

現代の女性環境 ○ ○ ○ ○ ○

漢詩文の表現と心 ○ ○

漢詩文の表現と思想 ○ ○

ポピュラー音楽の歴史 ○ ○ ○ 〇

世界の文学 ○ ○ ○ ○

20世紀史 ○ ○ ○ ○

ことばの科学 ○ ○ ○ ○ ○

社　

会　

科　

学　

系　

科　

目

キャリアデザイン論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権の現代的課題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法学 ○ ○ ○ ○ ○

日本国憲法 ○ ○ ○ ○

社会学の世界と歴史 ○ ○ ○ ○

社会学概論A（ジェンダーと社会） ○ ○ ○ ○

社会学概論B（医療と社会） ○ ○ ○ ○

基礎経営論 ○ ○ ○ ○

基礎経済学 ○ ○ ○ ○

経済学概論 ○ ○ ○ ○

労働と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

政治学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代教育の諸問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自　

然　

科　

学　

系　

科　

目

健康と衛生 ○ ○ ○ ○

健康と栄養 ○ ○ ○ ○

環境と地球 ○ ○

環境と生命 ○ ○

化学の世界と歴史 ○ ○

現代生活と化学 ○ ○ ○

からだの構造と機能 ○ ○

からだの化学と生物学 ○ ○

生命機能のプログラム（～命と病～） ○ ○

地球と宇宙のサイエンス ○ ○ ○ ○

日本伝統の折紙の科学 ○ ○ ○
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分　

類

科
目
群

授　　業　　科　　目

教　養　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 態度・志向性

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

総　
　
　
　

合　
　
　
　

教　
　
　
　

養　
　
　
　

教　
　
　
　

育　
　
　
　

科　
　
　
　

目

健　

康 

・ 

ス　

ポ　

ー　

ツ　

科　

目

身体運動と健康の科学 ○ ○ ○ ○ ○

健康・スポーツと社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ１ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ２ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ３ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ４ ○ ○ ○ ○ ○

こころの健康科学 ○ ○

現代人とこころの障害 ○ ○ ○ ○

情　

報　

科　

目

プログラミング入門 ○ ○ ○

情報と表現 ○ ○ ○

情報と文化 ○ ○ ○

情報と社会 ○ ○ ○ ○ ○

情報処理演習１ ○ ○ ○

情報処理演習２ ○
語

学

・

グ
ロ
ー
バル
科
目

アジアの世界と文化 ○ ○ ○ ○ ○

欧米の世界と文化 ○ ○ ○ ○ ○
学
際
領
域

科　
　

目

コラボレーション学修１（いのちとは？） ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

コラボレーション学修２（日常での数を考える） ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○
導
入
科
目
・
技
能
科
目
・
そ
の
他

茶道 １・２ ○ ○

書道 １・２ ○ ○ ○

インターンシップ１・２ ○ ○ ○ ○ ○

漢字検定 １・２ ○

異文化コミュニケーション 1～4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本事情１～4 ○ ○ 〇

資　

格　

専　

用　

科　

目

学校制度論（＝学校論） ○ ○ ○ ○ ○

教育学概論（中等） ○ ○ ○ ○

教育心理学（人文・心理） ○ ○ ○ ○

教職論(人文）（=教師論) ○ ○ ○ ○ ○

図書館概論（大学用） ○ ○ ○ ○ ○

生涯学習概論Ⅰ（大学用） ○ ○ ○ ○ ○ ○

博物館概論 ○ ○ ○ ○ ○
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履　修

年　次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

総
合
歴
史
学
科
の
み

表
現
文
化
学
科
・

General English1 必 1 1 前 演習

表現・歴史のみ必修
クラス指定

General English2 必 1 1 後 演習

General English3 必 1 2 前 演習

General English4 必 1 2 後 演習

実
践
英
語
学
科
の
み

English ReadingⅠ a〜c 必 1 1 前 演習

English ReadingⅡ a〜c 必 1 1 後 演習

English ReadingⅢ a〜c 必 1 2 前 演習

English ReadingⅣ a〜c 必 1 2 後 演習 英語のみ必修
クラス指定Oral CommunicationⅠ a〜e 必 1 1 前 演習

Oral CommunicationⅡ a〜e 必 1 1 後 演習

Oral CommunicationⅢ a〜e 必 1 2 前 演習

Oral CommunicationⅣ a〜e 必 1 2 後 演習

表
現
文
化
学
科
・
実
践
英
語
学
科
・
総
合
歴
史
学
科
共
通

ドイツ語初級１ 選 1 1 前 演習

ドイツ語初級２ 選 1 1 後 演習

ドイツ語初級３ 選 1 1 前 演習

ドイツ語初級４ 選 1 1 後 演習

ドイツ語中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

ドイツ語中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

ドイツ語中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

ドイツ語中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

フランス語初級１ a〜c 選 1 1 前 演習

フランス語初級２ a・b 選 1 1 後 演習

フランス語初級３ a・b 選 1 1 前 演習

フランス語初級４ a〜c 選 1 1 後 演習

フランス語中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

フランス語中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

フランス語中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

フランス語中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

中 国 語 初 級 １ a〜c・e 選 1 1 前 演習

中 国 語 初 級 ２ a・b・e 選 1 1 後 演習 　 　
学科・学年指定に注意

中 国 語 初 級 ３ a・b・e 選 1 1 前 演習

中 国 語 初 級 ４ a〜c・e 選 1 1 後 演習

中 国 語 中 級 １ 選 1 2 前 演習 ◆

中 国 語 中 級 ２ 選 1 2 後 演習 ◆

中 国 語 中 級 ３（検定受験用） 選 1 2 前 演習 ◆

中 国 語 中 級 ４（検定受験用） 選 1 2 後 演習 ◆

Ⅱ　外国語教育科目
　　⑵　外国語教育科目（2023年度生以降）

実践英語学科は，
English ReadingⅠ〜Ⅳ，
Oral CommunicationⅠ〜Ⅳ
必修。英語以外の外国語
４単位以上必修。

総合歴史学科は，
General English1〜4
必修，英語以外の外国語
４単位以上必修。

表現文化学科は，
General English1〜4
必修，英語以外の外国語
２単位以上必修。
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履　修

年　次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

表
現
文
化
学
科
・
実
践
英
語
学
科
・
総
合
歴
史
学
科
共
通

ハングル初級１ a〜c・e 選 1 1 前 演習

ハングル初級２ a・b・e 選 1 1 後 演習

ハングル初級３ a・b・e 選 1 1 前 演習

ハングル初級４ a〜c・e 選 1 1 後 演習 　　 
学科・学年指定に注意

ハングル中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

ハングル中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

ハングル中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

ハングル中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

検 定 外 国 語 １ 選 2 1 演習

  自由選択科目として単位認定する。
検 定 外 国 語 ２ 選 2 1 演習

検 定 外 国 語 ３ 選 2 1 演習

検 定 外 国 語 ４ 選 2 1 演習

日 本 語 １ 選 1 1 前 演習

  外国人留学生・帰国子女
  適用

日 本 語 ２ 選 1 1 後 演習

日 本 語 ３ 選 1 1 前 演習

日 本 語 ４ 選 1 1 後 演習

◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履　修

年　次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

総
合
歴
史
学
科
の
み

表
現
文
化
学
科
・

General English1 必 1 1 前 演習

General English2 必 1 1 後 演習

表現・歴史のみ必修
クラス指定

General English3 必 1 2 前 演習

General English4 必 1 2 後 演習

実
践
英
語
学
科
の
み

English ReadingⅠ a〜c 必 1 1 前 演習

English ReadingⅡ a〜c 必 1 1 後 演習

英語のみ必修
クラス指定

English ReadingⅢ a〜c 必 1 2 前 演習

English ReadingⅣ a〜c 必 1 2 後 演習

Oral CommunicationⅠ a〜e 必 1 1 前 演習

Oral CommunicationⅡ a〜e 必 1 1 後 演習

Oral CommunicationⅢ a〜e 必 1 2 前 演習

Oral CommunicationⅣ a〜e 必 1 2 後 演習

表
現
文
化
学
科
・
実
践
英
語
学
科
・
総
合
歴
史
学
科
共
通

ドイツ語文法入門１ 選 1 1 前 演習

ドイツ語文法入門２ 選 1 1 後 演習

ドイツ語講読入門１ 選 1 1 前 演習

ドイツ語講読入門２ 選 1 1 後 演習

ドイツ語中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

ドイツ語中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

ドイツ語中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

ドイツ語中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

フランス語文法入門１ a〜c 選 1 1 前 演習

フランス語文法入門２ a・b 選 1 1 後 演習

フランス語講読入門１ a・b 選 1 1 前 演習

フランス語講読入門２ a〜c 選 1 1 後 演習

フランス語中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

フランス語中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

フランス語中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

フランス語中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

中国語文法入門１ a〜c・e 選 1 1 前 演習

中国語文法入門２ a・b・e 選 1 1 後 演習 　 　
学科・学年指定に注意

中国語講読入門１ a・b・e 選 1 1 前 演習

中国語講読入門２ a〜c・e 選 1 1 後 演習

中 国 語 中 級 １ 選 1 2 前 演習 ◆

中 国 語 中 級 ２ 選 1 2 後 演習 ◆

中 国 語 中 級 ３（検定受験用） 選 1 2 前 演習 ◆

中 国 語 中 級 ４（検定受験用） 選 1 2 後 演習 ◆

　　⑵　外国語教育科目（～2022年度生）

実践英語学科は，
English ReadingⅠ〜Ⅳ，
Oral CommunicationⅠ〜Ⅳ
必修。英語以外の外国語
４単位以上必修。

総合歴史学科は，
General English1〜4
必修，英語以外の外国語
４単位以上必修。

表現文化学科は，
General English1〜4
必修，英語以外の外国語
２単位以上必修。
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履　修

年　次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

表
現
文
化
学
科
・
実
践
英
語
学
科
・
総
合
歴
史
学
科
共
通

ハングル文法入門１ a〜c・e 選 1 1 前 演習

ハングル文法入門２ a・b・e 選 1 1 後 演習

ハングル講読入門１ a・b・e 選 1 1 前 演習

ハングル講読入門２ a〜c・e 選 1 1 後 演習 　　 
学科・学年指定に注意

ハングル中級１ 選 1 2 前 演習 ◆

ハングル中級２ 選 1 2 後 演習 ◆

ハングル中級３ 選 1 2 前 演習 ◆

ハングル中級４ 選 1 2 後 演習 ◆

検 定 外 国 語 １ 選 2 1 演習

  自由選択科目として単位認定する。
検 定 外 国 語 ２ 選 2 1 演習

検 定 外 国 語 ３ 選 2 1 演習

検 定 外 国 語 ４ 選 2 1 演習

日 本 語 １ 選 1 1 前 演習

  外国人留学生・帰国子女
  適用

日 本 語 ２ 選 1 1 後 演習

日 本 語 ３ 選 1 1 前 演習

日 本 語 ４ 選 1 1 後 演習

◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。
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●　外国語教育科目の履修について

⑴　履修上の注意

①�　表現文化学科の学生は「General   English１〜４」と英語以外の外国語を２単位以上履修しなければな

らない。

　実践英語学科の学生は「English Reading Ⅰ〜Ⅳ」「Oral Communication Ⅰ〜Ⅳ」と，英語以外の外国

語を４単位以上履修しなければならない。

　総合歴史学科の学生は「General   English１〜４」と英語以外の外国語を４単位以上履修しなければな

らない。

②�　「English Reading」「Oral Communication」の科目名におけるローマ数字（Ⅰ〜Ⅳ）は難易度を示す。

③�　「General  English」は１・２，３・４のように，前・後期引き続き履修するのが望ましい。

④�　「General  English」は「General  English１」から「General  English４」までをそれぞれ１科目とし，

１単位が修得できる。

⑤　英語以外の外国語は，同一外国語の初級１～４を履修することが望ましい。

⑥�　英語以外の外国語の中級１〜４を履修するには，原則として同じ外国語の「初級１・２」または「初級

３・４」を修得していることが必要である。

⑦�　クラス指定の科目，及び履修登録前に実施した希望調査で，履修曜日・時限などを指定された科目は，

それ以外では履修できない。

■　基礎的な英語力をつけたい

　�　「General  English １・２・３・４」（表現文化学科・総合歴史学科は必修科目）を履修する。

■　英話力をさらに高めたい

　�　海外での語学研修「異文化コミュニケーション」に積極的に参加してほしい。

■　英語以外の語学（ドイツ語，フランス語，中国語，ハングル）に触れたい

１年次　　 　○○語初級１～４

２年次以上 　○○語中級１〜４
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　外国語教育科目カリキュラムマップ

＜就実大学外国語教育の目標＞

　外国語教育のカリキュラムポリシー

　�　外国語教育は，グローバル社会で活躍できるように学問の裾野を広げ，様々な角度から物事を見ることのでき

る能力，自主的，総合的に考え適確に判断する論理的思考力と問題解決力ならびに豊かな人間性を養い，自分の

知識や人生を社会との関係で位置付けることのできる人材を育てることを目的とする。

　外国語教育のラーニングアウトカムズ（学習成果）

　⑴　知識・理解

　　①　異文化とその多様性に関する知識を身につけ，深く理解することができる。（異文化・多文化への理解）

　　②�　人間の身体と心，人間の文化，社会と自然に関する知識，それらを横断した学際的な知識と視点を身につ

け，現実的な諸課題の解決や自らの生活及び文化創造に生かすことができる。（幅広い教養的知識）

　⑵　汎用的技能

　　③　日本語と特定の外国語を用いて，基礎的なコミュニケーションができる。（コミュニケーション・スキル）

　　④　�情報通信技術（ICT）に関する確かな知識と技能を身につけ，適切な行動を選択できるとともに，学修や

社会生活，文化創造に生かすことができる。（情報リテラシー）

　　⑤　論理的・批判的な思考力を身につけ，情報や知識を複眼的に分析し表現できる。（論理的思考力）

　　⑥�　問題を発見し，必要な情報を収集・分析・整理する力と柔軟な発想力をもって，問題への解決策を構想・

創造することができる。（問題解決力）

　⑶　技能・表現力を身につける

　　⑦　自らを律して行動できる。（自己管理力）

　　⑧　他者と協力して仕事を進める意欲・態度を養う。（チームワーク，リーダーシップ）

　　⑨　高い倫理観を持ち自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる。（倫理観）

　　⑩�　社会人としての責務を理解し，現実的な諸課題に主体的に取り組む姿勢を身につけ，社会の発展のために

積極的に関与できる。（市民としての社会的責任）

　　⑪　自らの洞察を深め，生涯にわたって自己研鑽に努める態度を身につける。（生涯学習力）

科
目
群

授　　業　　科　　目

外　国　語　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 技能･表現力

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

表
現
文
化
学
科
・

総
合
歴
史
学
科
の
み

General English １ 〇 〇 〇 〇

Genaral English ２ 〇 〇 〇 〇

General English ３ 〇 〇 〇 〇 〇

Genaral English ４ 〇 〇 〇 〇 〇

実
践
英
語
学
科
の
み

English Reading Ⅰ　a〜c 〇 〇 〇 〇

English Reading Ⅱ　a〜c 〇 〇 〇 〇

English Reading Ⅲ　a〜c 〇 〇 〇 〇 〇

English Reading Ⅳ　a〜c 〇 〇 〇 〇 〇

Oral Commuication Ⅰ　a〜e 〇 〇 〇 〇

Oral Commuication Ⅱ　a〜e 〇 〇 〇 〇

Oral Commuication Ⅲ　a〜e 〇 〇 〇 〇 〇

Oral Commuication Ⅳ　a〜e 〇 〇 〇 〇 〇
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科
目
群

授　　業　　科　　目

外　国　語　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 技能･表現力

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

表

現

文

化

学

科

・

実

践

英

語

学

科

・

総

合

歴

史

学

科

共

通

ドイツ語初級１ 〇 〇 〇

ドイツ語初級２ 〇 〇 〇

ドイツ語初級３ 〇 〇 〇

ドイツ語初級４ 〇 〇 〇

ドイツ語中級１ 〇 〇 〇 〇

ドイツ語中級２ 〇 〇 〇 〇

ドイツ語中級３ 〇 〇 〇 〇

ドイツ語中級４ 〇 〇 〇 〇

フランス語初級１　a〜c 〇 〇 〇

フランス語初級２　a・b 〇 〇 〇

フランス語初級３　a・b 〇 〇 〇

フランス語初級４　a〜c 〇 〇 〇

フランス語中級１ 〇 〇 〇 〇

フランス語中級２ 〇 〇 〇 〇

フランス語中級３ 〇 〇 〇 〇

フランス語中級４ 〇 〇 〇 〇

中国語初級１　a〜c・e 〇 〇 〇

中国語初級２　a・b・e 〇 〇 〇

中国語初級３　a・b・e 〇 〇 〇

中国語初級４　a〜c・e 〇 〇 〇

中国語中級１ 〇 〇 〇 〇

中国語中級２ 〇 〇 〇 〇

中国語中級３（検定受験用） 〇 〇 〇

中国語中級４（検定受験用） 〇 〇 〇

ハングル初級１　a〜c・e 〇 〇 〇

ハングル初級２　a・b・e 〇 〇 〇

ハングル初級３　a・b・e 〇 〇 〇

ハングル初級４　a〜c・e 〇 〇 〇

ハングル中級１ 〇 〇 〇 〇

ハングル中級２ 〇 〇 〇 〇

ハングル中級３ 〇 〇 〇 〇

ハングル中級４ 〇 〇 〇 〇

検定外国語１ 〇 〇 〇 〇

検定外国語２ 〇 〇 〇 〇

検定外国語３ 〇 〇 〇 〇
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科
目
群

授　　業　　科　　目

外　国　語　教　育　の　目　標

知識・理解 汎用的技能 技能･表現力

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

検定外国語４ 〇 〇 〇 〇

日本語１ 〇 〇 〇 〇

日本語２ 〇 〇 〇 〇

日本語３ 〇 〇 〇 〇

日本語４ 〇 〇 〇 〇



他学部・他学科開放科目
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Ⅲ　他学部・他学科開放科目一覧
１　授業科目表

　人文科学部からの開放科目

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

古 典 文 学 史 選 2 2 前 講義

近 現 代 文 学 史 選 2 2 後 講義

日 本 語 史 選 2 2 後 講義

言 語 表 現 史 選 2 2 後 講義

身 体 表 現 史 選 2 2 後 講義

古 典 文 学 研 究 １ 選 2 2 前 講義

古 典 文 学 研 究 ２ 選 2 2 前 講義

古 典 文 学 研 究 ３ 選 2 2 後 講義

近現代文学研究１ 選 2 2 前 講義

近現代文学研究２ 選 2 2 前 講義

近現代文学研究３ 選 2 2 前 講義

日 本 語 研 究 １ 選 2 2 後 講義

日 本 語 研 究 ２ 選 2 2 前 講義

表 現 創 造 研 究 １ 選 2 2 集中 講義  ★2019年度生まで

表 現 創 造 研 究 ２ 選 2 2 前 講義

表 現 創 造 研 究 ３ 選 2 2 集中 講義  ★2019年度生まで

古 典 文 学 講 義 １ 選 2 3 後 講義

古 典 文 学 講 義 ２ 選 2 3 後 講義

古 典 文 学 講 義 ３ 選 2 3 前 講義

近現代文学講義１ 選 2 3 後 講義

近現代文学講義２ 選 2 3 後 講義

近現代文学講義３ 選 2 3 前 講義

日 本 語 講 義 １ 選 2 3 前 講義

日 本 語 講 義 ２ 選 2 3 後 講義

表 現 創 造 講 義 １ 選 2 3 前 講義

表 現 創 造 講 義 ２ 選 2 3 集中 講義

表 現 創 造 講 義 ３ 選 2 3 後 講義

表 現 創 造 講 義 ４ 選 2 3 集中 講義

異文化理解と交流１Ａ〜Ｃ 選 2 3 前 講義

異文化理解と交流２Ａ・Ｂ 選 2 3 後 講義

<2023年度生>
英語文化文学研究１

<2022年度生まで>
イギリス文化研究１

選 2 3 前 講義
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

イギリス文化研究２ 選 2 3 後 講義  ★2022年度生まで

<2023年度生>
英語文化文学研究２

<2022年度生まで>
イギリス文化研究３

選 2 3 前 講義

アメリカ文化研究１ 選 2 3 前 講義  ★2022年度生まで

アメリカ文化研究２ 選 2 3 後 講義  ★2022年度生まで

<2023年度生>
英語文化文学研究３

<2022年度生まで>
アメリカ文化研究３

選 2 3 後 講義

地 理 学 概 論 選 2 2 後 講義

地 誌 選 2 2 前 講義

哲学の世界と歴史 選 2 1 前 講義

日 本 人 の 思 想 選 2 1 後 講義

ヨーロッパ人の思想 選 2 1 後 講義

ア ジ ア 人 の 思 想 選 2 1 後 講義

日 本 美 術 史 選 2 1 後 講義

西 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義

東 洋 美 術 史 選 2 1 後 講義

死 生 観 の 歴 史 選 2 1 前 講義

倫理と価値観の諸相 選 2 1 後 講義

歴史人物の生と時代１Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義

歴史人物の生と時代２Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義

地域史特殊研究１Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義

地域史特殊研究２Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義  ２Ｄ〜２Ｇは研修旅行参加が必須

吉備地方文化特論１ 選 2 1 前 講義

吉備地方文化特論２ 選 2 1 後 講義
 ２年次以上での履修が望ましい

吉備地方文化特論３ 選 2 1 集中 講義

吉備地方文化特論４ 選 2 1 後 講義

考 古 学 の 基 礎 選 2 1 前 講義

考 古 学 の 現 在 選 2 1 後 講義

古 文 書 学 の 基 礎 選 2 1 後 講義

古 文 書 解 読 選 2 1 後 講義
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

教 育 の 歴 史 選 2 2 前 講義 教職取得希望者に限る （資格課程履修要項ページ参照）

社 会 福 祉 Ⅰ 選 2 1 前 講義

社 会 福 祉 Ⅱ 選 2 3 前 講義

保 育 者 論 選 2 1 後 講義

保 育 原 理 Ⅰ 選 2 1 前 講義

児 童 家 庭 福 祉 Ⅰ 選 2 1 前 講義

精 神 保 健 選 2 2 後 講義

 社会福祉主事任用資格取得希望者に限る
 （資格課程履修要項ページ参照）

<2019年度生以降>
看 護 学 選 2 1 後 講義

<2018年度生以降>
精 神 医 学 概 論
（精神疾患とその治療）

選 2 2 前 講義

公 衆 衛 生 学 選 2 3 後 講義

衛 生 学 選 2 2 前 講義

 医療秘書資格取得希望者に限る
 （資格課程履修要項ページ参照）

<2019年度生以降>
人体の構造と機能１
（人体の構造と機能及び疾病Ⅰ）

選 2 1 前 講義

<2019年度生以降>
人体の構造と機能２ 選 2 1 後 講義

　教育学部からの開放科目
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２　他学部・他学科開放科目の履修について

⑴　履修上の注意

　①�　他学部・他学科開放科目（人文科学部，教育学部，経営学部からの開放科目）を履修し修得した単位

は，総合教養教育科目として認められる。

　②�　他学部・他学科開放科目を履修する場合は，該当学部の時間割表でコマ位置等を確認し，他科目と同

様にWeb上で履修申請を行うこと。

　③　他学部・他学科開放科目も履修登録単位数の上限48単位に含まれるので，よく注意すること。

　　経営学部からの開放科目

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履　修

年　次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

初 級 簿 記 選 2 1 前 講義

<2023年度生>
中 級 簿 記 Ⅰ

<2022年度生まで>
中 級 簿 記（ ２ 年 次 以 上 ）

選 2 1 後 講義

中 級 簿 記 Ⅱ 選 2 1 後 講義 ★2023年度生のみ

英文ビジネスプレゼンテーション入門 選 2 1 前 講義

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 選 2 1 前 講義

商 業 学 入 門 選 2 1 後 講義

農 業 経 済 学 入 門 選 2 1 前 講義

ホ ス ピ タ リ テ ィ 入 門 選 2 1 前 講義

経 営 史 入 門 選 2 1 後 講義

経 営 戦 略 論 入 門 選 2 1 後 講義

経 営 哲 学 入 門 選 2 1 前 講義

金 融 概 論 選 2 1 前 講義

証 券 市 場 論 入 門 選 2 1 後 講義

特 別 講 義 Ⅰ 選 2 2 前 講義 ★2018年度生〜2021年度生のみ
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就実大学表現文化学科専門教育の目標

⑴　関心・意欲・態度を身につける

　①　言語と文化について広く関心と興味をもち、できるかぎり作品や現象に触れ、それを読み解くあるいは分

析する姿勢をもつことができる。

　②　他者の意見を尊重した上で、自分の意見を明示する姿勢をもつことができる。

　③　言語と身体によるコミュニケーションに前向きに取り組む姿勢をもつことができる。

⑵　知識・理解力を身につける

　④　古代から現代に至る日本文学について幅広い知識をもち、理解し、他者に的確に説明することができる。

　⑤　古代から現代に至る日本語について幅広い知識をもち、理解し、他者に的確に説明することができる。

　⑥　言語と身体による表現について幅広い知識をもち、理解し、他者に的確に説明することができる。

　⑦　各分野の基礎資料について知り、またそれを収集する方法を身につける。

⑶　思考・判断力を身につける

　⑧　他者との対話や議論を通して、自分の意見や表現を見直し、磨くことができる。

　⑨　各分野の研究と創作において、その歴史的経緯と現状、問題点を踏まえた上で、課題に取り組むことがで

きる。

　⑩　学際的な視野から、作品や現象を捉え、評価することができる。

　⑪　現代社会のニーズを確実に捉え、それを踏まえて新たな発想や意見を提示することができる。

⑷　技能・表現力を身につける

　⑫　文章でも口頭でも、他者と感情や意見を適切に交換することができる。

　⑬　問題設定から解決に至るまでの手順と方法を熟知し、対象や状況に即して実践することができる。

　⑭　多様な表現ツールを適切に用いて、自分の思考や意見、計画を効果的に他者に示すことができる。

　⑮　基礎知識・技能を駆使して、独創的な表現を提示することができる。
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Ⅳ　表現文化学科　専門教育科目
　１　授業科目表

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
記号・備考 専門教育科目

履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

文 章 表 現 必 2 1 前 講義

口 頭 表 現 必 2 1 後 講義

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 必 2 1 前 講義

表 現 文 化 学 入 門 必 2 1 後 講義

日 本 文 学 入 門 １ 選 2 1 後 講義 ▲▼

▲▼

　２単位以上
　▲▼

 ８単位以上
 選択必修

日 本 文 学 入 門 ２ 選 2 1 前 講義

日本語表現入門１ 選 2 1 前 講義

日本語表現入門２ 選 2 1 集中 講義

表 現 創 造 入 門 １ 選 2 1 前 講義

表 現 創 造 入 門 ２ 選 2 1 後 講義

作 品 講 読 １ 選 2 1 後 講義

作 品 講 読 ２ 選 2 1 前 講義

作 品 講 読 ３ 選 2 1 後 講義

作 品 講 読 ４ 選 2 1 前 講義

表 現 創 造 基 礎 １ 選 2 1 後 講義

表 現 創 造 基 礎 ２ 選 2 1 後 講義

表 現 創 造 基 礎 ３ 選 2 1 後 講義

表 現 創 造 基 礎 ４ 選 2 1 後 講義

実 地 調 査 １ 選 1 1 集中 講義

実 地 調 査 ２ 選 1 1 集中 講義

実 地 調 査 ３ 選 1 1 集中 講義

実 地 調 査 ４ 選 1 1 集中 講義

古 典 文 学 史 選 2 2 前 講義 ※▲▼

※▲▼

※

※

※

 ６単位以上
 選択必修

近 現 代 文 学 史 選 2 2 後 講義

日 本 語 史 選 2 2 後 講義

言 語 表 現 史 選 2 2 後 講義

身 体 表 現 史 選 2 2 後 講義
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
記号・備考 専門教育科目

履修上の注意

古 典 文 学 研 究 １ 選 2 2 前 講義 ※

※

※

※

※

※

※

※

※2019年度生まで

※

※2019年度生まで

 ８単位以上
 選択必修

古 典 文 学 研 究 ２ 選 2 2 前 講義

古 典 文 学 研 究 ３ 選 2 2 後 講義

近現代文学研究１ 選 2 2 前 講義

近現代文学研究２ 選 2 2 前 講義

近現代文学研究３ 選 2 2 前 講義

日 本 語 研 究 １ 選 2 2 後 講義

日 本 語 研 究 ２ 選 2 2 集中 講義

表 現 創 造 研 究 １ 選 2 2 集中 講義

表 現 創 造 研 究 ２ 選 2 2 前 講義

表 現 創 造 研 究 ３ 選 2 2 集中 講義

表 現 創 造 基 礎 ５ 選 2 2 後 講義

表 現 創 造 基 礎 ６ 選 2 2 前 講義

古 典 文 学 講 義 １ 選 2 3 後 講義 ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

 ８単位以上
 選択必修

古 典 文 学 講 義 ２ 選 2 3 後 講義

古 典 文 学 講 義 ３ 選 2 3 前 講義

近現代文学講義１ 選 2 3 後 講義

近現代文学講義２ 選 2 3 後 講義

近現代文学講義３ 選 2 3 前 講義

日 本 語 講 義 １ 選 2 3 前 講義

日 本 語 講 義 ２ 選 2 3 後 講義

表 現 創 造 講 義 １ 選 2 3 前 講義

表 現 創 造 講 義 ２ 選 2 3 集中 講義

表 現 創 造 講 義 ３ 選 2 3 後 講義

表 現 創 造 講 義 ４ 選 2 3 集中 講義

作品読解ゼミナール１ 選 2 2 後 講義

作品読解ゼミナール２ 選 2 2 前 講義

作品読解ゼミナール３ 選 2 3 前 講義

作品読解ゼミナール４ 選 2 3 後 講義

アドバンストゼミナールⅠ（★） 選 ２ ３ 後 演習
　  ★2018年度生以降のみ

 ◇履修制限ありアドバンストゼミナールⅡ（★） 選 ２ ３ 後 演習

表現文化ゼミナールⅠ 必 2 2 前 演習

表現文化ゼミナールⅡ 必 2 2 後 演習

表現文化ゼミナールⅢ 必 2 3 前 演習

表現文化ゼミナールⅣ 必 2 3 後 演習

表現文化ゼミナールⅤ 必 2 4 前 演習

表現文化ゼミナールⅥ 必 2 4 後 演習

▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

◇履修制限
　人数制限：12名を上限とする。
　受講資格：�３年次生で，２年次末のGPAが学年の上位50％に含まれるもの。４年次生で，３年次末のGPAが

学年の上位50％に含まれるもの。
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日
本
文
学
コ
ー
ス

古
典
文
学

４
年

３
年

２
年

１
年

近
現
代
文
学

日
本
語
史

現
代
語

言
語
表
現

古
典
文
学
史

近
現
代
文
学
史

日
本
語
史

表
現
創
造
基
礎
５
・
６

身
体
表
現

言
語
表
現
史

身
体
表
現
史

日
本
語
コ
ー
ス

表
現
創
造
コ
ー
ス

表
現
創
造

基
礎

１・
２・
３・
４

実
地
調
査

１・
２・
３・
４
外
国
語

教
育
科
目

・
総
合
教
養

教
育
科
目

作
品
読
解

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１・
２・
３・
４

アド
バ
ン
スト

ゼ
ミナ
ー
ル

Ⅰ・
Ⅱ

（
20
18
年
度

生
以
降
）

作
品
講
読

１・
２・
３・
４

日
本
文
学
入
門
１
日
本
文
学
入
門
２
日
本
語
表
現
入
門
１
日
本
語
表
現
入
門
２
表
現
創
造
入
門
１
表
現
創
造
入
門
２

古
典
文
学
講
義

１
・
２
・
３

近
現
代
文
学
講
義

１
・
２
・
３

日
本
語
講
義
１
・
２

表
現
創
造
講
義
１
・
２
・
３
・
４

古
典
文
学
研
究
　

１
・
２
・
３

近
現
代
文
学
研
究

１
・
２
・
３

日
本
語
研
究
１
・
２

表
現
創
造
研
究
１
・
２
・
３

卒
業
研
究

表
現
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅴ
・
Ⅵ（
各
分
野
）

表
現
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
・
Ⅳ（
各
分
野
）

表
現
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ（
各
分
野
）

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
表
現
文
化
学
入
門

文
章
表
現
　
　
口
頭
表
現

表
現
文
化
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
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表現文化学科カリキュラムマップ

授　業　科　目
教　　育　　目　　標

関心・意欲・態度 知識・理解力 思考・判断力 技能・表現力
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

卒業研究 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
文章表現 〇 〇 〇 〇
口頭表現 〇 〇 〇 〇
基礎ゼミナール（=基礎ゼミナール１） 〇 〇 〇 〇
表現文化学入門（=基礎ゼミナール２） 〇 〇 〇 〇
日本文学入門１ 〇 〇 〇
日本文学入門２ 〇 〇 〇
日本語表現入門１ 〇 〇 〇
日本語表現入門２ 〇 〇 〇
表現創造入門１ 〇 〇 〇
表現創造入門２ 〇 〇 〇
作品講読１ 〇 〇 〇
作品講読２ 〇 〇 〇
作品講読３ 〇 〇 〇
作品講読４ 〇 〇 〇
表現創造基礎１ 〇 〇 〇 〇
表現創造基礎２ 〇 〇 〇 〇
表現創造基礎３ 〇 〇 〇 〇
表現創造基礎４ 〇 〇 〇 〇
実地調査１ 〇 〇 〇 〇
実地調査２ 〇 〇 〇 〇
実地調査３ 〇 〇 〇 〇
実地調査４ 〇 〇 〇 〇
古典文学史 〇 〇 〇 〇
近現代文学史 〇 〇 〇 〇
日本語史 〇 〇 〇 〇
言語表現史 〇 〇 〇 〇 〇
身体表現史 〇 〇 〇 〇 〇
古典文学研究１ 〇 〇 〇 〇
古典文学研究２ 〇 〇 〇 〇
古典文学研究３ 〇 〇 〇 〇
近現代文学研究１ 〇 〇 〇 〇
近現代文学研究２ 〇 〇 〇 〇
近現代文学研究３ 〇 〇 〇 〇
日本語研究１ 〇 〇 〇 〇
日本語研究２ 〇 〇 〇 〇
表現創造研究１ 〇 〇 〇 〇
表現創造研究２ 〇 〇 〇 〇
表現創造研究３ 〇 〇 〇 〇
表現創造基礎５ 〇 〇 〇 〇
表現創造基礎６ 〇 〇 〇 〇
古典文学講義１ 〇 〇 〇 〇
古典文学講義２ 〇 〇 〇 〇
古典文学講義３ 〇 〇 〇 〇
近現代文学講義１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
近現代文学講義２ 〇 〇 〇 〇 〇
近現代文学講義３ 〇 〇 〇 〇
日本語講義１ 〇 〇 〇 〇 〇
日本語講義２ 〇 〇 〇 〇 〇
表現創造講義１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現創造講義２ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現創造講義３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現創造講義４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
作品読解ゼミナール１ 〇 〇 〇 〇
作品読解ゼミナール２ 〇 〇 〇 〇
作品読解ゼミナール３ 〇 〇 〇 〇
作品読解ゼミナール４ 〇 〇 〇 〇
アドバンストゼミナールⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバンストゼミナールⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
表現文化ゼミナールⅠ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現文化ゼミナールⅡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現文化ゼミナールⅢ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現文化ゼミナールⅣ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現文化ゼミナールⅤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
表現文化ゼミナールⅥ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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２　表現文化学科履修モデル

　これは卒業要件単位を着実に取得してゆくためのモデルである。

　必修科目のうち，☆入門群，研究群，講義群，ゼミナールには，多くの科目を開設している。各自の興味と

目的にそって履修科目を決定すること。

　また選択科目については一例を示したものであるので，自由に選択してかまわない。

１年次　40単位以上の履修が望ましい。

２年次　40単位以上の履修が望ましい。

〈ポイント〉①入門群は広い分野にわたり履修するのが望ましい。

〈ポイント〉①�　表現文化ゼミナールⅠ・Ⅱはいま最も興味ある分野を選択する。同時に，当該分野の史群科目と研究群科
目をあわせて履修するのが望ましい。

　　　　　　②�　目的が定まりつつある場合，表現文化ゼミナール担当者から関連科目の情報を聞き，参考にする。他方，
興味が広い場合，日本文学，日本語，表現創造，各コースのバランスを重視して履修すること。

　　　　　　③　教員免許の取得を目指す場合は，作品読解ゼミナール１・２を履修することが望ましい。

科　　　目　　　名 開講期 必修（選必）単位 選 択 単 位

総 合 教 養 教 育 科 目 14

外 国 語 教 育 科 目 ４

他学部・他学科開放科目

専 門 教 育 科 目 文章表現 前 ２

［６］

口頭表現 後 ２

基礎ゼミナール／表現文化学入門 前・後 ４

☆入門群（表現文化学入門とは別に） 前・後 ８

表現創造基礎１～４ 前・後

科　　　目　　　名 開講期 必修（選必）単位 選 択 単 位

総 合 教 養 教 育 科 目 ６

［２－８］外 国 語 教 育 科 目 ２

他学部・他学科開放科目

専 門 教 育 科 目 ☆史群 前・後 ６

☆研究群 前・後 ８ ［４－12］

☆表現文化ゼミナールⅠ・Ⅱ 前・後 ４

その他 前・後 ４
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３年次　34単位以上の履修が望ましい。

４年次　余裕をもって卒業要件単位を満たす履修が望ましい。

３　卒業研究に関する規定及び注意事項（詳細は４月に掲示）

⑴　予備登録

　３年次の10月上旬の間に，所定の用紙に論文題目・指導教員名を記入し，指導教員の認印を受けて教務課

へ提出すること。

　卒業研究を予定する分野の表現文化ゼミナールを３年次で受講し，前期の間に担当教員から，卒業研

究に関し積極的に指導を受けること。

　予備登録は，自分の研究対象を明確にする為に行うものであるから，作者・作品又はその他事象を示す程

度の題目を登録すること。

⑵　論文指導のゼミナール

　３年次後期から４年次前期末にかけ論文指導のゼミナールの時間を設け，各自が選んだ指導教員のもとで

具体的な論文指導が行われる。

⑶　本 登 録

　４年次の５月上旬の間に，所定の用紙に論文題目を記入し，教務課へ提出すること。本登録をしなかった

場合は，その年度での卒業研究の提出を認めない。

　本登録以後論文提出までに，研究課題を変更することは時間的に不可能に近い。３年次後期の論文指導ゼ

ミの時間を中心に然るべき準備をし，具体的な研究課題を登録すること。

⑷　中間発表

　４年次の８月〜10月上旬頃に行う。形式その他は別に通知する。

〈ポイント〉①�　自由選択の枠が多くなる。表現文化ゼミナールⅢ・Ⅳと当該分野の講義群が核となるが，それ以外につい
ては，集中型か広域型か，自分の興味や目的に沿って有効に履修計画を立てること。

　　　　　　②�　卒業要件単位にも注意。４年次は卒業研究と就職活動があり多忙となる。余裕をもって迎えることができ
るよう努めること。

　　　　　　③　教員免許の取得を目指す場合は，作品読解ゼミナール３・４を履修することが望ましい。
　　　　　　④�　さらに専門性を高めた学修を行いたい場合は，アドバンストゼミナールⅠないしⅡ（履修制限あり）を履

修することが望ましい。

〈ポイント〉①　卒業研究が中心となる。
　　　　　　②　卒業要件単位にはくれぐれも注意。また仮に卒業要件を満たしていても積極的に学ぶこと。

科　　　目　　　名 開講期 必修（選必）単位 選 択 単 位

総 合 教 養 教 育 科 目

［４～８］外 国 語 教 育 科 目

他学部・他学科開放科目

専 門 教 育 科 目 ☆講義群 前・後 ８

［10～14］☆表現文化ゼミナールⅢ・Ⅳ 前・後 ４

　その他 ６

科　　　目　　　名 開講期 必修（選必）単位 選 択 単 位

専 門 教 育 科 目 ☆表現文化ゼミナールⅤ・Ⅵ 前・後 ４

　卒業研究 ８

　その他 ［４］
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⑸　論文提出

　４年次の12月中旬に教務課へ提出すること。

⑹　口頭試問

　４年次の１月〜２月上旬に行う。

⑺　論文枚数等

　�卒業研究の枚数は，A4サイズ１枚につき1200字とし，日本文学コースは14枚以上，日本語コースは20枚

以上とする。表現創造コースは，作品によって異なるため，別途要項で定める規定に従うこと。創作作品

については別途指導する。

　�用紙は綴じて，所定の表紙を付して提出するものとする。なお，審査に必要であるので論文のコピーを一

部添えて提出すること。また，同内容のものをPDFにしデータでの提出も行う。

⑻　保　　管

　提出された卒業研究は，原則として教務課に於て保管する。

４　2023年度生　クラス担任表

学　　年 ク　　　ラ　　　ス　　　担　　　任

１　　年 　　入学後決定

２　　年 　　１年次のクラス担任

３・４年 　　「表現文化ゼミナール」の担当者
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Ⅴ　実践英語学科　専門教育科目

１　授業科目表（2023年度生以降）

授　業　科　目 ～2022年度生
科目名

必
／
選

単
位
数

履
修
年
次

開
講
期

授
業
形
態

記号・備考 専門教育科目
履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ 必 2 1 前 演習

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ 必 2 1 後 演習

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ 必 2 1 前 演習

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ 必 2 1 後 演習

英 文 法 Ⅰ a～ c 必 2 1 前 講義

英 文 法 Ⅱ a～ c 必 2 1 後 講義 

English Research SkillsⅠ a ～ c インターネット英語Ⅰ a ～ c 必 2 1 前 演習

English Research SkillsⅡ a ～ c インターネット英語Ⅱ a ～ c 必 2 1 後 演習

Ext en s i v e Re ad i n gⅠ a ～ c 必 2 2 前 講義

Ext en s i v e Re ad i n gⅡ a ～ c 必 2 2 後 講義

Intensive EnglishⅠ（集中特訓） 英語表現演習Ⅰ（集中特訓） 必 4 1 前 演習 週２回授業を行う

Intensive EnglishⅡ（集中特訓） 英語表現演習Ⅱ（集中特訓） 必 4 1 後 演習 週２回授業を行う

Intensive EnglishⅢ（集中特訓） 英語表現演習Ⅲ（集中特訓） 必 4 2 前 演習 週２回授業を行う

Intensive EnglishⅣ（集中特訓） 英語表現演習Ⅳ（集中特訓） 必 4 2 後 演習 週２回授業を行う

英語文化文学研究入門Ⅰ イギリス文化研究入門 必 2 1 後 講義

英語文化文学研究入門Ⅱ アメリカ文化研究入門 必 2 1 前 講義

留学準備プログラム 選 2 1 前 演習

通 訳 演 習 入 門 選 2 1 前 演習

翻 訳 演 習 入 門 選 2 1 後 演習

英 語 学 研 究 入 門 選 2 1 前 講義

Engl i sh Wr i t ingⅠ a ～ d ライティング演習Ⅰ a～ d 必 2 1 前 演習

Engl i sh Wr i t ingⅡ a ～ d ライティング演習Ⅱ a～ d 必 2 1 後 演習

Engl i sh Wr i t ingⅢ a ～ d ライティング演習Ⅲ a～ d 必 2 2 前 演習

Engl i sh Wr i t ingⅣ a ～ d ライティング演習Ⅳ a～ d 必 2 2 後 演習

検 定 英 語 Ⅰ（ＴＯＥＩＣ） 必 2 2 前 演習

検 定 英 語 Ⅱ（ＴＯＥＩＣ） 必 2 2 後 演習

英 語 教 育 実 践 法 １ 児童英語教育法 選 2 2 前 講義

英 語 教 育 実 践 法 ２ 児 童 英 語 選 2 2 後 講義

英 語 学 研 究 １ 選 2 2 後 講義

英 語 学 研 究 ２ 選 2 2 前 講義 ▲▼

英 文 講 読 Ⅰ 必 2 3 前 講義

英 文 講 読 Ⅱ 必 2 3 後 講義

言 語 文 化 講 読 １ 選 2 1 前 演習

 

2017年度生以降
言 語 文 化 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

言 語 文 化 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

言 語 文 化 講 読 ４ 選 2 1 後 演習
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▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放　　　　◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

授業科目 ～2022年度生
科目名

必
／
選

単
位
数

履
修
年
次

開
講
期

授
業
形
態

記号・備考 専門教育科目
履修上の注意

Eng l i s h Commun i c a t i o n１ 英語コミュニケーション１（選抜） 必 2 3 前 演習

Eng l i s h Commun i c a t i o n２ 英語コミュニケーション２（選抜） 必 2 3 後 演習

Eng l i s h Commun i c a t i o n３（選抜） 英語コミュニケーション３（選抜） 選 2 4 前 演習
３コースの中
から１コース
８ 単 位 以 上 
選択必修

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

Eng l i s h Commun i c a t i o n４（選抜） 英語コミュニケーション４（選抜） 選 2 4 後 演習

Eng l i s h Commun i c a t i o n５ Ａ～D（トピック別） 英語コミュニケーション５ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 前 演習 ◆

Eng l i s h Commun i c a t i o n６ Ａ～D（トピック別） 英語コミュニケーション６ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 後 演習 ◆

異 文 化 理 解 と 交 流 １ Ａ～Ｃ 選 2 3 前 講義 ※◆▲▼
英
米
文
化
コ
ー
ス

異 文 化 理 解 と 交 流 ２ Ａ・Ｂ 選 2 3 後 講義 ※◆

英 語 文 化 文 学 研 究 １ イギリス文化研究１ 選 2 3 前 講義 ※　

英 語 文 化 文 学 研 究 ２ イギリス文化研究３ 選 2 3 後 講義 ※

英 語 文 化 文 学 研 究 ３ アメリカ文化研究３ 選 2 3 前 講義 ※

通 訳 演 習 １ 選 2 3 前 演習

通
訳
・
翻
訳
コ
ー
ス

通 訳 演 習 ２ 選 2 3 後 演習

通 訳 演 習 ３ 選 2 3 前 演習

翻 訳 演 習 １ 選 2 3 前 演習

翻 訳 演 習 ２ 選 2 3 後 演習

翻 訳 演 習 ３ 選 2 3 前 演習

英 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ 必 2 3 前 演習

英 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ 必 2 3 後 演習

英 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ 必 2 4 前 演習

英 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ 必 2 4 後 演習
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１　授業科目表（2022年度生まで）

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修  

年次

開
講
期

授業

形態
記号・備考 専門教育科目

履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

基礎ゼミナールⅠ 必 2 1 前 演習

基礎ゼミナールⅡ 必 2 1 後 演習

英 文 法 Ⅰ a～ c 必 2 1 前 講義

英 文 法 Ⅱ a～ c 必 2 1 後 講義 

インターネット英語Ⅰ a～ c 必 2 1 前 演習

インターネット英語Ⅱ a～ c 必 2 1 後 演習

Extensive ReadingⅠ a ～ c 必 2 2 前 講義

Extensive ReadingⅡ a ～ c 必 2 2 後 講義

英 語 の 発 音 a～ c 必 2 1 前 講義

英 語 表 現 演 習 Ⅰ（集中特訓） 必 4 1 前 演習 週２回授業を行う

英 語 表 現 演 習 Ⅱ（集中特訓） 必 4 1 後 演習 週２回授業を行う

英 語 表 現 演 習 Ⅲ（集中特訓） 必 4 2 前 演習 週２回授業を行う

英 語 表 現 演 習 Ⅳ（集中特訓） 必 4 2 後 演習 週２回授業を行う

イギリス文化研究入門 必 2 1 後 講義

アメリカ文化研究入門 必 2 1 前 講義

通 訳 演 習 入 門 選 2 1 前 演習

翻 訳 演 習 入 門 選 2 1 後 演習

英 語 教 育 入 門 選 2 1 前 講義 ★2016年度生まで

英 語 学 研 究 入 門 選 2 1 前 講義

ライティング演習Ⅰ a～ d 必 2 1 前 演習

ライティング演習Ⅱ a～ d 必 2 1 後 演習

ライティング演習Ⅲ a～ d 必 2 2 前 演習

ライティング演習Ⅳ a～ d 必 2 2 後 演習

検 定 英 語 Ⅰ（ＴＯＥＩＣ） 必 2 2 前 演習

検 定 英 語 Ⅱ（ＴＯＥＩＣ） 必 2 2 後 演習

検 定 英 語 Ⅲ（ＴＯＥＩＣ） 選 2 3 前 演習

検 定 英 語 Ⅳ（ＴＯＥＩＣ） 選 2 3 後 演習

児 童 英 語 教 育 法 選 2 2 前 講義

児 童 英 語 選 2 2 後 講義

英 語 学 研 究 １ 選 2 2 後 講義

英 語 学 研 究 ２（上級英文法） 選 2 2 前 講義 ▲▼

英 文 講 読 Ⅰ 必 2 3 前 講義

英 文 講 読 Ⅱ 必 2 3 後 講義

英 文 講 読 Ⅲ 必 2 4 前 講義

英 文 講 読 Ⅳ 必 2 4 後 講義
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▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放　　　　◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

授業科目
必
／
選

単
位
数

履修  

年次

開
講
期

授業

形態
記号・備考 専門教育科目

履修上の注意

言 語 文 化 講 読 １ 選 2 1 前 演習

 2017年度生以降
言 語 文 化 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

言 語 文 化 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

言 語 文 化 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

英語コミュニケーション１（選抜） 選 2 3 前 演習 コース内必修
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

英語コミュニケーション２（選抜） 選 2 3 後 演習 コース内必修

英語コミュニケーション３（選抜） 選 2 4 前 演習

英語コミュニケーション４（選抜） 選 2 4 後 演習

英語コミュニケーション５ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 前 演習 ◆

英語コミュニケーション６ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 後 演習 ◆

英語コミュニケーション７ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 前 演習 ◆

英語コミュニケーション８ Ａ～D（トピック別） 選 2 3 後 演習 ◆

異文化理解と交流１ Ａ～Ｃ 選 2 3 前 講義 ※◆▲▼

英
米
文
化
コ
ー
ス

異文化理解と交流２ Ａ・Ｂ 選 2 3 後 講義 ※◆

イギリス文化研究１ 選 2 3 前 講義 ※　

イギリス文化研究２ 選 2 3 後 講義 ※

イギリス文化研究３ 選 2 3 前 講義 ※▲▼

アメリカ文化研究１ 選 2 3 前 講義 ※

アメリカ文化研究２ 選 2 3 後 講義 ※　　　

アメリカ文化研究３ 選 2 3 後 講義 ※▲▼　

通 訳 演 習 １ 選 2 3 前 演習

通
訳
・
翻
訳
コ
ー
ス

通 訳 演 習 ２ 選 2 3 後 演習

通 訳 演 習 ３（ビジネス実務） 選 2 3 前 演習

通 訳 演 習 ４（ビジネス実務） 選 2 3 後 演習

翻 訳 演 習 １ 選 2 3 前 演習

翻 訳 演 習 ２ 選 2 3 後 演習

翻 訳 演 習 ３（ビジネス実務） 選 2 3 前 演習

翻 訳 演 習 ４（ビジネス実務） 選 2 3 後 演習

英語ゼミナールⅠ 必 2 3 前 演習

英語ゼミナールⅡ 必 2 3 後 演習

英語ゼミナールⅢ 必 2 4 前 演習

英語ゼミナールⅣ 必 2 4 後 演習

３コースの中
から１コース
８ 単 位 以 上 
選択必修

学
科
必
修
２
単
位
以
上
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実
践

英
語

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ツ
リ

ー
（

20
23

年
度

生
以

降
）

実
践

的
な

英
語

運
用

能
力

幅
広

い
知

識
と

教
養

調
査

・
研

究
に

必
要

な
技

能
の

獲
得

高
度

な
英

語
運

用
能

力
を

活
用

し
た

調
査

・
研

究
専

門
的

な
知

識
と

教
養

専
門

分
野

（
コ

ー
ス

）
に

応
じ

た
独

自
の

取
り

組
み

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

総 合 教 養 教 育 科 目

外 国 語 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

必 修 科 目

En
gl

is
h 

Re
ad

in
g

Ⅰ
・

Ⅱ
※

O
ra

l C
om

m
un

ic
at

io
n

Ⅰ
・

Ⅱ
※

En
gl

is
h 

Re
se

ar
ch

 s
ki

lls
 Ⅰ

・
Ⅱ

En
gl

is
h 

W
rit

in
gⅠ

・
Ⅱ

In
te

ns
iv

e 
En

gl
is

hⅠ
・

Ⅱ
（

週
2

回
）

英
文

法
Ⅰ

・
Ⅱ

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

・
Ⅱ

英
語

文
化

文
学

研
究

入
門

Ⅰ
・

Ⅱ

En
gl

is
h 

Re
ad

in
g

Ⅲ
・

Ⅳ
※

O
ra

l C
om

m
un

ic
at

io
n

Ⅲ
・

Ⅳ
※

Ex
te

ns
iv

e 
Re

ad
in

g
Ⅰ

・
Ⅱ

En
gl

is
h 

W
rit

in
gⅢ

・
Ⅳ

In
te

ns
iv

e 
En

gl
is

hⅢ
・

Ⅳ
（

週
2

回
）

検
定

英
語

Ⅰ
・

Ⅱ
基

礎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

Ⅲ
・

Ⅳ

必 修 科 目

英
語

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅲ

・
Ⅳ

卒
業

研
究

選 択 科 目

英
語

学
研

究
入

門
通

訳
演

習
入

門
翻

訳
演

習
入

門
言

語
文

化
講

読
1～

4
留

学
準

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

英
語

教
育

実
践

法
1・

2
英

語
学

研
究

1・
2

コ ー ス 別 選 択 必 修

科 目

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

英
米
文
化
コ
ー
ス

異
文

化
理

解
と

交
流

1・
2

英
語

文
化

文
学

研
究

1～
3

通
訳
・
翻
訳
コ
ー
ス

通
訳

演
習

1～
3

翻
訳

演
習

1～
3

※
の

科
目

は
外

国
語

教
育

科
目

に
属

す
る

が
，

学
科

必
修

科
目

で
あ

り
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
理

解
を

容
易

に
す

る
た

め
に

表
示

し
て

い
る

。

英
語

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

・
Ⅱ

En
gl

ish
 C

om
m

un
ic

at
io

n 
1・

2
英

文
講

読
Ⅰ

・
Ⅱ

En
gl

ish
 C

om
m

un
ic

at
io

n 
5・

6
En

gl
ish

 C
om

m
un

ic
at

io
n 

3・
4
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授　　　　　業　　　　　目　　　　　標

授 業 科 目
関心・意欲・態度 知識・理解力 思考・判断力 技能・表現力

異文化
理　解

寛容性・
共感力

洞察・研
鑽能力

専門性・
応用力

社会性・
理解度

総合的
判断力

柔軟な
発想力

コミュニケ
ーション力

情報分
析・応用 想像力

基礎ゼミナールⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎ゼミナールⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎ゼミナールⅢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎ゼミナールⅣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英文法Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○

英文法Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○

English Research SkillsⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Research SkillsⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Extensive ReadingⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Extensive ReadingⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Intensive EnglishⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Intensive EnglishⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Intensive EnglishⅢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Intensive EnglishⅣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語文化文学研究入門Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語文化文学研究入門Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通訳演習入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

翻訳演習入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語学研究入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

留学準備プログラム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English WritingⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English WritingⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English WritingⅢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English WritingⅣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検定英語Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検定英語Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語教育実践法１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語教育実践法２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語学研究１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語学研究２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英文講読Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英文講読Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言語文化講読１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言語文化講読２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言語文化講読３ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言語文化講読４ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実践英語学科　カリキュラムマップ（2023年度生以降）
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授　　　　　業　　　　　目　　　　　標

授 業 科 目
関心・意欲・態度 知識・理解力 思考・判断力 技能・表現力

異文化
理　解

寛容性・
共感力

洞察・研
鑽能力

専門性・
応用力

社会性・
理解度

総合的
判断力

柔軟な
発想力

コミュニケ
ーション力

情報分
析・応用 想像力

English Communication１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Communication２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Communication３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Communication４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Communication５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

English Communication６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異文化理解と交流1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異文化理解と交流2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語文化文学研究１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語文化文学研究２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語文化文学研究３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通訳演習１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通訳演習２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通訳演習３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

翻訳演習１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

翻訳演習２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

翻訳演習３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語ゼミナールⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語ゼミナールⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語ゼミナールⅢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語ゼミナールⅣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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２　実践英語学科履修モデル（2023年度生以降）

　以下に示すのは，卒業要件単位を着実に取得するためのモデルである。選択（選択必修）の科目は自分の興味

に沿って決定すること。

　１年次　　40単位以上の履修が望ましい。

　２年次　　40単位以上の履修が望ましい。

　〈ポイント〉①１・２年次の必修科目はグレード制を取っているので，前後期とも不合格になると次年度の上位科目は履修で
きないので，注意すること。

　　　　　　　②教職課程を履修している人は「英語学研究入門」，「言語文化講読１～４」を積極的に履修すること。

　〈ポイント〉①�３年次で外国人教員のゼミナールを希望する人は，１・２年次のEnglish Writingをすべて履修完了しているこ
とが望ましいので，落とさないようにすること。
②�教職課程を履修している人は「英語学研究２」を必ず履修し，「英語学研究１」，「英語教育実践法１」，「英語
教育実践法２」を積極的に履修すること。

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 10～14

外国語教育科目 English  ReadingⅠ・Ⅱ
Oral  CommunicationⅠ・Ⅱ
英語以外の外国語

前・後
前・後
前・後

２
２
２

専 門 教 育 科 目 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
英文法Ⅰ・Ⅱ
English Research SkillsⅠ・Ⅱ
Intensive EnglishⅠ・Ⅱ
英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ
English WritingⅠ・Ⅱ

前・後
前・後
前・後
前・後
後・前
前・後

４
４
４
８
４
４

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 2〜10

外国語教育科目 English  Reading Ⅲ・Ⅳ
Oral  Communication Ⅲ・Ⅳ
英語以外の外国語

前・後
前・後
前・後

２
２
２

専 門 教 育 科 目 基礎ゼミナールⅢ・Ⅳ
Extensive  Reading Ⅰ・Ⅱ
Intensive EnglishⅢ・Ⅳ
English WritingⅢ・Ⅳ
検定英語Ⅰ・Ⅱ
その他
「通訳演習入門」「翻訳演習入門」「英語学研究１」「英語学
研究２」「英語教育実践法１」「英語教育実践法２」より

前・後
前・後
前・後
前・後
前・後

前・後

２
４
８
４
４

２〜８
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科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 ２〜６

外国語教育科目

専 門 教 育 科 目 英語ゼミナールⅠ・Ⅱ

英文講読Ⅰ・Ⅱ

English Communication１・２

英語コミュニケーションコース科目群

英米文化研究コース科目群

通訳・翻訳コース科目群

前・後

前・後

前・後

前・後

前・後

前・後

４

４

４

６〜10

６〜10

６〜10

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

専 門 教 育 科 目 英語ゼミナールⅢ・Ⅳ

卒業研究

その他

　各コース群より

English Communication３・４

前・後

通　年

前・後

４

８

２〜６

　３年次　　38単位以上の履修が望ましい。

　４年次　　余裕を持って卒業要件単位を満たす履修が望ましい。

　〈ポイント〉①�「英語ゼミナールⅠ・Ⅱ」が入ってくる。自分の選択したゼミの内容に関連のある科目を積極的に履修しなけ
ればならない。
②�「英語コミュニケーションコース」，「英米文化コース」，「通訳・翻訳コース」の中から最低１コースを選び，
卒業までに８単位以上履修することが必要である。どのコースの人も，English Communication１・２を履修
しなければならない。

　〈ポイント〉①「英語ゼミナールⅢ・Ⅳ」と卒業研究が中心となる。
② �卒業要件単位にはくれぐれも注意。また仮に卒業要件単位を満たしていても，「English Communication」の
上級クラスで英語運用能力の更なるステップアップを目指すこと。
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２　実践英語学科履修モデル（2022年度生まで）

　以下に示すのは，卒業要件単位を着実に取得するためのモデルである。選択（選択必修）の科目は自分の興味

に沿って決定すること。

　１年次　　40単位以上の履修が望ましい。

　２年次　　40単位以上の履修が望ましい。

　〈ポイント〉①１・２年次の必修科目はグレード制を取っているので，前後期とも不合格になると次年度の上位科目は履修で
きないので，注意すること。

　　　　　　　②教職課程を履修している人は「英語学研究入門」，「言語文化講読１～４」を積極的に履修すること。

　〈ポイント〉①�３年次で外国人のゼミナールを希望する人は，１・２年次のライティング演習をすべて履修完了している	
ことが望ましいので，落とさないようにすること。
②�教職課程を履修している人は「英語学研究２」を必ず履修し，「英語学研究１」，「英語教育実践法１」，「英語
教育実践法２」を積極的に履修すること。

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 10～14

外国語教育科目 English  ReadingⅠ・Ⅱ
Oral  CommunicationⅠ・Ⅱ
英語以外の外国語

前・後
前・後
前・後

２
２
２

専 門 教 育 科 目 基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
英文法Ⅰ・Ⅱ
インターネット英語Ⅰ・Ⅱ
英語の発音
英語表現演習Ⅰ・Ⅱ
イギリス文化研究入門，アメリカ文化研究入門
ライティング演習Ⅰ・Ⅱ

前・後
前・後
前・後
前
前・後
後・前
前・後

４
４
４
２
８
４
４

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 2〜10

外国語教育科目 English  Reading Ⅲ・Ⅳ
Oral  Communication Ⅲ・Ⅳ
英語以外の外国語

前・後
前・後
前・後

２
２
２

専 門 教 育 科 目 Extensive  Reading Ⅰ・Ⅱ
英語表現演習Ⅲ・Ⅳ
ライティング演習Ⅲ・Ⅳ
検定英語Ⅰ・Ⅱ
その他
「通訳演習入門」「翻訳演習入門」「児童英語教育法」	
「児童英語」より

前・後
前・後
前・後
前・後

前・後

４
８
４
４

２〜８
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　３年次　　38単位以上の履修が望ましい。

　〈ポイント〉①�「英語ゼミナールⅠ・Ⅱ」が入ってくる。自分の選択したゼミの内容に関連のある科目を積極的に履修しなけ
ればならない。
②�「英語コミュニケーションコース」，「英米文化コース」，「通訳・翻訳コース」の中から最低１コースを選び，
卒業までに８単位以上履修することが必要である。「英語コミュニケーションコース」を選ぶ人は，英語コミ	
ュニケーション１・２を履修しなければならない。
③�学科必修単位として，「イギリス文化研究１〜３」または「アメリカ文化研究１〜３」から１科目以上履修し
なければならない。

　４年次　　余裕を持って卒業要件単位を満たす履修が望ましい。

　〈ポイント〉①「英語ゼミナールⅢ・Ⅳ」と卒業研究が中心となる。
② �卒業要件単位にはくれぐれも注意。また仮に卒業要件単位を満たしていても，「英文講読」や「英語コミュニ	
ケーション」の上級クラスで英語運用能力の更なるステップアップを目指すこと。

３　卒業研究に関する規定及び注意事項（詳細は４月に掲示）

　卒業研究は原則として卒業論文とし，担当教員が認めた場合は卒業制作も可とする。そして，それを提出して

審査に合格した者に専門教育科目として８単位が与えられる。

　卒業論文とは英語圏の文化文学，英語教育及び英語学その他関連領域に関する研究をまとめたものとし，卒業

制作は翻訳とする。

　翻訳とは指導教員から与えられた課題を日本語あるいは英語に翻訳する作業である。

⑴　３年次生に関して

　３年次生の１月下旬に所定の用紙に必要事項を記入して教務課に提出し，卒業研究題目の予備登録をしなけ

ればならない。

⑵　４年次生に関して

①　４年次生の４月に履修登録を行った後，５月上旬に所定の用紙に必要事項を記入して教務課に提出し，卒業

研究題目の本登録をしなければならない。

②　卒業研究梗概は，４年次生の10月上旬に所定の用紙に必要事項を記入したものを添付して，教務課に提出する。

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

総合教養教育科目 ２〜６

外国語教育科目

専 門 教 育 科 目 英語ゼミナールⅠ・Ⅱ

英文講読Ⅰ・Ⅱ

英語コミュニケーションコース科目群

英米文化研究コース科目群

通訳・翻訳コース科目群

その他

「検定英語Ⅲ・Ⅳ」「英語学研究」など

前・後

前・後

前・後

前・後

前・後

前・後

４

４

６〜10

６〜10

６〜10

４〜８

科　　　　　目　　　　　名 開講期 必修単位 選択（選必）単位

専 門 教 育 科 目 英語ゼミナールⅢ・Ⅳ

英文講読Ⅲ・Ⅳ

卒業研究

その他

　各コース群より

英語コミュニケーション３・４

前・後

前・後

通　年

前・後

４

４

８

２〜６
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③　卒業研究は，12月下旬に教務課に提出すること。

⑶　分量・形式

　①　枚　　数　英文の場合

　　　　　　　　　本文約8,000語（Ａ４版で25〜30枚程度）

　　　　　　　　　英文の梗概１〜２枚程度

　　　　　　　　和文の場合

　　　　　　　　　�パソコンで作成し，Ａ４用紙に印刷したもの。書式は横書き，１行40字で36行を１ページとし

て入力し，分量は16,000字（12ページ）以上とする。必要に応じて脚注，引用文献リストをつ

けること。

　　　　　　　　　英文の梗概２枚程度

　②　表　　紙　実践英語学科所定のもの

　③　提出部数　２部提出

４　2023年度　クラス担任表

学　　年 ク　　　ラ　　　ス　　　担　　　任

１　　年 「基礎ゼミナールⅠ（前期）・Ⅱ（後期）」の担当者

２　　年 「基礎ゼミナールⅢ（前期）・Ⅳ（後期）」の担当者

３・４年 「英語ゼミナール」の担当者
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Ⅵ　総合歴史学科　専門教育科目（2022年度生〜）
１　授業科目表

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

総合歴史基礎ゼミナール(★) 必 2 1 前 講義 ★クラス指定

日 本 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

10単位以上選択必修

日 本 史 入 門 ２ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門１ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門２ 選 2 1 後 講義 ▲▼

ア ジ ア 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ア ジ ア 史 入 門 ２ 選 2 1 後 講義 ▲▼

歴 史 遺 産 入 門 １ 選 2 1 前 講義

歴 史 遺 産 入 門 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

8単位以上選択必修

日 本 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ５ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ６ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読１ 選 2 1 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読２ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読３ 選 2 1 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読４ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読１ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読２ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読３ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読４ 選 2 1 後 演習

日 本 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

2単位以上選択必修ヨーロッパ人の思想 選 2 1 後 講義 ※

ア ジ ア 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

地 理 学 概 論 選 2 2 後 講義 ※▲▼

地 誌 選 2 2 前 講義 ※▲▼

哲学の世界と歴史 選 2 1 前 講義 ※▼

日 本 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

西 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義 ※

東 洋 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

死 生 観 の 歴 史 選 2 1 前 講義 ※

倫理と価値観の諸相 選 2 1 後 講義 ※

 



総
合
歴
史

− 92 −

▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放　　　　◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

歴史人物の生と時代１Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆

10単位以上選択必修
（2年次以上での履修が望ましい）
2D〜2Gは研修旅行参加が必須。
2D・2E，2F・2Gは隔年開講する。

歴史人物の生と時代２Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
地域史特殊研究１Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
地域史特殊研究２Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
吉備地方文化特論１ 選 2 1 前 講義 ※
吉備地方文化特論２ 選 2 1 後 講義 ※
吉備地方文化特論３ 選 2 1 集中 講義 ※
吉備地方文化特論４ 選 2 1 後 講義 ※
考 古 学 の 基 礎 選 2 1 前 講義 ※
考 古 学 の 現 在 選 2 1 後 講義 ※
古 文 書 学 の 基 礎 選 2 1 後 講義 ※
古 文 書 解 読 選 2 1 後 講義 ※
総 合 歴 史 演 習 １ 選 2 2 前 演習
総 合 歴 史 演 習 ２ 選 2 2 前 演習
総 合 歴 史 演 習 ３ 選 2 2 後 演習
総 合 歴 史 演 習 ４ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習

8単位以上選択必修

日 本 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 ３ 選 2 2 前 演習
日 本 史 研 究 ４ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 ５ 選 2 2 前 演習
日 本 史 研 究 ６ 選 2 2 後 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究１ 選 2 2 前 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究２ 選 2 2 後 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究３ 選 2 2 前 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究４ 選 2 2 後 演習
ア ジ ア 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習
ア ジ ア 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
ア ジ ア 史 研 究 ３ 選 2 2 前 演習
ア ジ ア 史 研 究 ４ 選 2 2 後 演習
歴 史 遺 産 研 究 １ 選 2 2 前 演習
歴 史 遺 産 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
歴 史 遺 産 研 究 ３ 選 2 2 前 演習
歴 史 遺 産 研 究 ４ 選 2 2 後 演習
日本史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

12単位以上選択必修

日本史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
日本史講義３Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
ヨーロッパ・アメリカ史講義１Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆
ヨーロッパ・アメリカ史講義２Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆
アジア史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
アジア史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
歴史遺産講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
歴史遺産講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
総合歴史ゼミナールⅠ 必 2 3 前 演習
総合歴史ゼミナールⅡ 必 2 3 後 演習
総合歴史ゼミナールⅢ 必 2 4 前 演習
総合歴史ゼミナールⅣ 必 2 4 後 演習
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Ⅵ　総合歴史学科　専門教育科目（2020年度生・2021年度生）
１　授業科目表

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

総合歴史基礎ゼミナール(★) 必 2 1 前 講義 ★クラス指定

日 本 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

10単位以上選択必修

日 本 史 入 門 ２ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門１ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門２ 選 2 1 後 講義 ▲▼

ア ジ ア 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ア ジ ア 史 入 門 ２ 選 2 1 後 講義 ▲▼

歴 史 遺 産 入 門 １ 選 2 1 前 講義

歴 史 遺 産 入 門 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

8単位以上選択必修

日 本 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ５ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ６ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読１ 選 2 1 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読２ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読３ 選 2 1 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読４ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読１ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読２ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読３ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読４ 選 2 1 後 演習

日 本 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

2単位以上選択必修ヨーロッパ人の思想 選 2 1 後 講義 ※

ア ジ ア 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

地 理 学 概 論 選 2 2 後 講義 ※▲▼

地 誌 選 2 2 前 講義 ※▲▼

哲学の世界と歴史 選 2 1 前 講義 ※▼

日 本 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

西 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義 ※

東 洋 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

死 生 観 の 歴 史 選 2 1 前 講義 ※

倫理と価値観の諸相 選 2 1 後 講義 ※
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▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放　　　　◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

歴史人物の生と時代１Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆

10単位以上選択必修
（2年次以上での履修が望ましい）
2D〜2Gは研修旅行参加が必須。
2D・2E，2F・2Gは隔年開講する。

歴史人物の生と時代２Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
地域史特殊研究１Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
地域史特殊研究２Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆
吉備地方文化特論１ 選 2 1 前 講義 ※
吉備地方文化特論２ 選 2 1 後 講義 ※
吉備地方文化特論３ 選 2 1 集中 講義 ※
吉備地方文化特論４ 選 2 1 後 講義 ※
考 古 学 の 基 礎 選 2 1 前 講義 ※
考 古 学 の 現 在 選 2 1 後 講義 ※
古 文 書 学 の 基 礎 選 2 1 後 講義 ※
古 文 書 解 読 選 2 1 後 講義 ※
総 合 歴 史 演 習 １ 選 2 2 前 演習
総 合 歴 史 演 習 ２ 選 2 2 前 演習
総 合 歴 史 演 習 ３ 選 2 2 後 演習
総 合 歴 史 演 習 ４ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習

8単位以上選択必修

日 本 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 ３ 選 2 2 前 演習
日 本 史 研 究 ４ 選 2 2 後 演習
日 本 史 研 究 ５ 選 2 2 前 演習
日 本 史 研 究 ６ 選 2 2 後 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究１ 選 2 2 前 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究２ 選 2 2 後 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究３ 選 2 2 前 演習
ヨーロッパ・アメリカ史研究４ 選 2 2 後 演習
ア ジ ア 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習
ア ジ ア 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
アジア史研究３Ａ・Ｂ 選 2 2 前 演習 ◆
アジア史研究４Ａ・Ｂ 選 2 2 後 演習 ◆
歴 史 遺 産 研 究 １ 選 2 2 前 演習
歴 史 遺 産 研 究 ２ 選 2 2 後 演習
歴 史 遺 産 研 究 ３ 選 2 2 前 演習
歴 史 遺 産 研 究 ４ 選 2 2 後 演習
日本史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

12単位以上選択必修

日本史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
日本史講義３Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
ヨーロッパ・アメリカ史講義１Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆
ヨーロッパ・アメリカ史講義２Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆
アジア史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
アジア史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
歴史遺産講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
歴史遺産講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆
総合歴史ゼミナールⅠ 必 2 3 前 演習
総合歴史ゼミナールⅡ 必 2 3 後 演習
総合歴史ゼミナールⅢ 必 2 4 前 演習
総合歴史ゼミナールⅣ 必 2 4 後 演習
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Ⅵ　総合歴史学科　専門教育科目（〜2019年度生）
１　授業科目表

授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

卒 業 研 究 必 8 4 集中 演習

総合歴史基礎ゼミナール（★） 必 2 1 前 講義 ★クラス指定

日 本 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

ヨーロッパ人の思想 選 2 1 後 講義 ※

ア ジ ア 人 の 思 想 選 2 1 後 講義 ※

日 本 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

西 洋 美 術 史 選 2 1 前 講義 ※

東 洋 美 術 史 選 2 1 後 講義 ※

死 生 観 の 歴 史 選 2 1 前 講義 ※

哲 学 の 世 界 と 歴 史 選 2 1 前 講義 ※▼　いずれか１科目選択（2019年度生以降の教職履
※▼　修者は「哲学の世界と歴史」が必修）倫理と価値観の諸相 選 2 1 後 講義

地 理 学 概 論 選 2 2 後 講義 ※▲▼

地 誌 選 2 2 前 講義 ※▲▼

日 本 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

日 本 史 入 門 ２ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門１ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ヨーロッパ・アメリカ史入門２ 選 2 1 後 講義 ▲▼　
 10単位以上選択必修

ア ジ ア 史 入 門 １ 選 2 1 前 講義 ▲▼

ア ジ ア 史 入 門 ２ 選 2 1 後 講義 ▲▼

歴 史 遺 産 入 門 １ 選 2 1 前 講義

歴 史 遺 産 入 門 ２ 選 2 1 後 講義

日 本 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

日 本 史 講 読 ５ 選 2 1 前 演習

日 本 史 講 読 ６ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読１ 選 2 1 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読２ 選 2 1 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史講読３ 選 2 1 前 演習
 ８単位以上選択必修

ヨーロッパ・アメリカ史講読４ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 １ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ２ 選 2 1 後 演習

ア ジ ア 史 講 読 ３ 選 2 1 前 演習

ア ジ ア 史 講 読 ４ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読１ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読２ 選 2 1 後 演習

歴史遺産史料講読３ 選 2 1 前 演習

歴史遺産史料講読４ 選 2 1 後 演習

歴史人物の生と時代１Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆　

歴史人物の生と時代２Ａ〜Ｄ 選 2 1 前・後 講義 ※◆

地域史特殊研究１Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆　

地域史特殊研究２Ａ〜Ｈ 選 2 1 前・後 講義 ※◆　　

４単位以上選択必修
（２年次以上での履修が望ましい。）
２D〜２Gは研修旅行参加が必須
２D・２E，２F・２Gは隔年開講する。
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授　業　科　目
必
／
選

単
位
数

履修

年次

開
講
期

授業

形態
履修上の注意

吉備地方文化特論１ 選 2 1 前 講義 ※　

吉備地方文化特論２ 選 2 1 後 講義 ※

吉備地方文化特論３ 選 2 1 集中 講義 ※

吉備地方文化特論４ 選 2 1 後 講義 ※ 　
４単位以上選択必修

考 古 学 の 基 礎 選 2 1 前 講義 ※  （2年次以上での履修が望ましい）
考 古 学 の 現 在 選 2 1 後 講義 ※

古 文 書 学 の 基 礎 選 2 1 後 講義 ※

古 文 書 解 読 選 2 1 後 講義 ※

日 本 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習

日 本 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習

日 本 史 研 究 ３ 選 2 2 前 演習

日 本 史 研 究 ４ 選 2 2 後 演習

日 本 史 研 究 ５ 選 2 2 前 演習

日 本 史 研 究 ６ 選 2 2 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史研究１ 選 2 2 前 演習

ヨーロッパ・アメリカ史研究２ 選 2 2 後 演習

ヨーロッパ・アメリカ史研究３ 選 2 2 前 演習  
８単位以上選択必修

ヨーロッパ・アメリカ史研究４ 選 2 2 後 演習

ア ジ ア 史 研 究 １ 選 2 2 前 演習

ア ジ ア 史 研 究 ２ 選 2 2 後 演習

アジア史研究３Ａ・Ｂ 選 2 2 前 演習

アジア史研究４Ａ・Ｂ 選 2 2 後 演習

歴 史 遺 産 研 究 １ 選 2 2 前 演習

歴 史 遺 産 研 究 ２ 選 2 2 後 演習

歴 史 遺 産 研 究 ３ 選 2 2 前 演習

歴 史 遺 産 研 究 ４ 選 2 2 後 演習

総 合 歴 史 演 習 １ 選 2 2 前 演習

総 合 歴 史 演 習 ２ 選 2 2 前 演習  
４単位以上選択必修

総 合 歴 史 演 習 ３ 選 2 2 後 演習

総 合 歴 史 演 習 ４ 選 2 2 後 演習

日本史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆　

日本史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

日本史講義３Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

ヨーロッパ・アメリカ史講義１Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆

ヨーロッパ・アメリカ史講義２Ａ〜Ｅ 選 2 3 前・後 講義 ◆　 12単位以上選択必修

アジア史講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

アジア史講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

歴史遺産講義１Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

歴史遺産講義２Ａ〜Ｄ 選 2 3 前・後 講義 ◆

総合歴史ゼミナールⅠ 必 2 3 前 演習

総合歴史ゼミナールⅡ 必 2 3 後 演習

総合歴史ゼミナールⅢ 必 2 4 前 演習

総合歴史ゼミナールⅣ 必 2 4 後 演習

▲印：高一種免必修　　　▼印：中一種免必修
※印：他学科開放　　　　◆印：重複履修可

「履修年次」は，履修可能年次を示す。上位年次生は，下位の「履修年次」の科目を履修することが出来る。
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総合歴史学科カリキュラムツリー

≪基礎ゼミ≫

総合歴史基礎ゼミナール

総合教養教育科目 外国語科目

a～k

日本人の思想，ヨーロッパ人の思想，アジア人の思想

考古学の基礎，考古学の現在，古文書学の基礎，古文書解読

歴史人物の生と時代 1〜2，地域史特殊研究 1〜2，吉備地方文化特論 1〜4

日本美術史，西洋美術史，東洋美術史，死生観の歴史，哲学の世界と歴史

倫理と価値観の諸相，地理学概論，地誌，社会学の世界と歴史*1,社会学概論*2

*1 と*2 は総合教養教育科目であるが，3 年次から総合歴史ゼミナール I～IV(j)選択を希望する場合は履修しておくこと。

2年次からの履修が推奨される科目もあるので、本要覧の「授業科目表」およびシラバスでよく確認すること。 

≪入門≫

日本史入門１〜２，

ヨーロッパ・アメリカ史入門 1〜2

アジア史入門 1〜2，

歴史遺産入門 1〜2

≪講読≫

日本史講読 1〜6

ヨーロッパ・アメリカ史講読 1〜4

アジア史講読 1〜4

歴史遺産史料講読 1〜4

≪研究≫

日本史研究 1〜6，ヨーロッパ・アメリカ史研究 1〜4

アジア史研究 1〜4，歴史遺産研究 1〜4

≪演習≫

総合歴史演習 1～4

2
年
次
履
修

1
～

4
年
次
履
修

1
年
次
履
修

4
年
次
履
修

3
年
次
履
修

3
～
4
年
次
履
修
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総合歴史学科　カリキュラムマップ

探究心 寛容性・
共感力 想像力 現　地

調査力
問　題
設定力

情　報
収集力

読解・
分析力 思考力 構想力 論述力 情　報

発信力

卒業研究 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史基礎ゼミナール ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史入門1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史入門2 ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史入門1 ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史入門2 ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史入門1 ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史入門2 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産入門1 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産入門2 ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読1 ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読2 ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読5 ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講読6 ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講読1 ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講読2 ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講読3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講読4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講読1 ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講読2 ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講読3 ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講読4 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産史料講読1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産史料講読2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産史料講読3 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産史料講読4 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史人物の生と時代1 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史人物の生と時代2 ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究1B ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究1C ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究2A ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究2B ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究2C ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究2D ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

地域史特殊研究2E ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

吉備地方文化特論1 ◯ ◯ ◯ ◯

吉備地方文化特論2 ◯ ◯ ◯ ◯

吉備地方文化特論3 ◯ ◯ ◯ ◯

吉備地方文化特論4 ◯ ◯ ◯ ◯

考古学の基礎 ◯ ◯ ◯

考古学の現在 ◯ ◯ ◯

古文書学の基礎 ◯ ◯ ◯

古文書解読 ◯ ◯ ◯
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探究心 寛容性・
共感力 想像力 現　地

調査力
問　題
設定力

情　報
収集力

読解・
分析力 思考力 構想力 論述力 情　報

発信力

日本史研究1 ◯ ◯

日本史研究2 ◯ ◯

日本史研究3 ◯ ◯ ◯

日本史研究4 ◯ ◯ ◯

日本史研究5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史研究6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史研究1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史研究2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史研究3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史研究4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史研究1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史研究2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史研究3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史研究4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産研究1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産研究2 ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産研究3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産研究4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史演習1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史演習2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史演習3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史演習4 ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講義1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講義2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本史講義3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講義1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ・アメリカ史講義2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講義1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア史講義2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産講義1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

歴史遺産講義2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本人の思想 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヨーロッパ人の思想 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

アジア人の思想 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日本美術史 ◯ ◯ ◯ ◯

西洋美術史 ◯ ◯ ◯ ◯

東洋美術史 ◯ ◯ ◯ ◯

死生観の歴史 ◯ ◯ ◯ ◯

哲学の世界と歴史 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

倫理と価値観の諸相 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

地理学概論 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

地誌 ◯ ◯ ◯

総合歴史ゼミナールⅠ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史ゼミナールⅡ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史ゼミナールⅢ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

総合歴史ゼミナールⅣ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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　２　総合歴史学科履修モデル

　　１年次

＊年間修得単位数の基準は30単位とする。（「入門」10単位以上＋「講読」８単位以上＋他の科目）

　WEBシラバス（授業計画）の説明を必ずよく読んで，自分の目的にあうものを選択すること。

　　⑴　専門教育科目

　　　〈日本史コースの基礎科目〉　　　　   〈ヨーロッパ・アメリカ史コースの基礎科目〉

　　　　日本史入門１　　　　　　　　　　　ヨーロッパ・アメリカ史入門１

　　　　日本史入門２　　　　　　　　　　　ヨーロッパ・アメリカ史入門２

　　　　日本史講読１・２　　　　　　　　　ヨーロッパ・アメリカ史講読１・２

　　　　日本史講読３・４　　　　　　　　　ヨーロッパ・アメリカ史講読３・４

　　　　日本史講読５・６

　　　〈アジア史コースの基礎科目〉　　　   〈歴史遺産コースの基礎科目〉

　　　　アジア史入門１　　　　　　　　　　歴史遺産入門１

　　　　アジア史入門２　　　　　　　　　　歴史遺産入門２

　　　　アジア史講読１・２　　　　　　　　歴史遺産史料講読１・２

　　　　アジア史講読３・４　　　　　　　　歴史遺産史料講読３・４

＊2018年度生より，必修科目「総合歴史基礎ゼミナール」を１年次前期に，指定されたクラスに分かれて履修

する。

＊選択必修科目の「日本史入門」「ヨーロッパ・アメリカ史入門」「アジア史入門」「歴史遺産入門」から，10

単位以上を選択履修する。同じく選択必修科目の「日本史講読」「ヨーロッパ・アメリカ史講読」「アジア史

講読」「歴史遺産史料講読」からは，計８単位以上を選択履修する。

＊上記「入門」と「講読」の選択にあたっては，４つのコースからなるべく幅広く学ぶことが期待される。所

属するコースは，２年次後期のゼミナール選択によって決まる。それまでは，希望する所属コースやゼミナー

ルを想定しつつも，他コースの授業も履修してほしい。

＊選択必修科目の「日本人の思想」「ヨーロッパ人の思想」「アジア人の思想」から，１・２年次のあいだに２

単位以上を選択履修する。

＊「歴史人物の生と時代」，「地域史特殊研究」，「吉備地方文化特論」，及び「考古学」・「古文書学」関連科目は，

２年次以上での履修が望ましい。

　ただし，日本史コースを希望する者は，１・２年次のあいだに「古文書学の基礎」と「古文書解読」を履修

することが望ましい。

　　⑵　総合教養教育科目・外国語教育科目

＊学科クラス指定されたGeneral  English（水曜日３時限開講）を前・後期，必ず履修すること。その他の外

国語も２単位以上を選択履修すること。また，スポーツ系の科目をぜひ履修してほしい。

＊アジア史コースで中国史を希望する者は，１・２年次に中国語を履修すること。

　　⑶　資格関連科目

＊希望する資格に関連して，１年次生で受講できる科目があれば，必ず履修すること。

　　２年次

＊年間修得単位数の基準は30単位とする。

＊「日本史研究」，「ヨーロッパ・アメリカ史研究」，「アジア史研究」，「歴史遺産研究」の中から合計８単位以

上を選択履修する。選択した「研究」のうち一つの担当教員が，２年次の担任となる。３年次に選択しよう

とするゼミの担当教員の「研究」は可能なかぎり前後期続けて受講することが望ましい。
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＊ゼミナール選択について

　２年次の12月〜１月に，３年次で選択するゼミナールの希望調査を行う。特定のゼミナールに希望者が集中

した場合は人数調整を行う。

　ゼミナールの選択は卒業研究のテーマに関わる重要なことなので、よく考えること。不明な点があれば積極

的に学科の教員に相談すること。2年次後期には、専門科目の授業などで教員がゼミナールの内容を紹介す

るほか、WebClassにゼミナール紹介をまとめて掲載する。

　なお、「総合歴史ゼミナールIj・IIj」を希望する場合は、担当教員と事前に十分に相談し、履修の要件を確認

すること。

＊学科クラス指定されたGeneral English（水曜日４時限開講）を前・後期，必ず履修すること。

　　３年次

＊年間修得単位数の基準は30単位とする。ただし，すでに残りの修業年限で十分に卒業案件を満たす単位を修

得している場合は，この限りではない。

＊「総合歴史ゼミナールⅠ・Ⅱ」の中から１科目を選択し，前後期続けて受講すること。総合歴史ゼミナール

の担当教員が前後期を通じて担任となる。

＊「総合歴史ゼミナールⅠ・Ⅱ」は，２年次の12月〜１月に実施するゼミナール希望調査で決定したゼミナー

ルに登録すること。

　　４年次

＊年間修得単位数の基準は30単位とする。ただし，すでに十分に卒業案件を満たす単位を修得している場合は，

この限りではない。

＊「総合歴史ゼミナールⅢ・Ⅳ」の中から１科目を選択し，前後期続けて受講すること。

＊「卒業研究」を登録すること。

　３　卒業研究に関する規定及び注意事項（詳細は４月に掲示する）

⑴　予備登録

　３年次生は10月上旬の指示された期間に，所定の用紙に研究題目を記入し，指導教員の認印を受けて教務

課へ提出すること。

⑵　本 登 録

　４年次生は５月上旬の指示された期間に，所定の用紙に研究題目を記入し，指導教員の認印を受けて教務

課へ提出すること。

⑶　卒業研究提出

○４月以降，WebClassに当該年度の卒業研究提出日程が示されるので，卒業研究提出年度の学生は確認

すること。

○12月中旬の指示された期間に，紙媒体２部を教務課に，電子データ（PDF）をWebClassに提出する。

⑷　注意事項

○卒業研究の分量は，本文と注の字数の合計が16,000字以上でなければならない。その字数を目次の左下

に明記する。

○手書きの場合は，黒かブルーブラックのインクを用いる。

○原稿には，ページ毎に通し番号を付す。

○注の形式については，各ゼミナールの指示にしたがうこと。

○必要に応じて図表と参考文献一覧を全体の末尾に添える。ただし，卒業研究の字数には含めない。
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○卒業研究は所定のファイルに綴じ，卒業研究表紙を貼付して提出する。

⑸　審　　査

　卒業研究の審査は，４年次の１月下旬に実施する。

⑹　保　　管

　卒業研究は，審査を終了した後，教務課においてPDF版を保管する。

　４　2019年度以降　クラス担任表

学年 クラス担任

１年 「総合歴史基礎ゼミナール」の担当者

２年 「研究」の担当者

３・４年 「総合歴史ゼミナール」の担当者

・２年次生には，原則として１年次の担任が副担任としてつく。
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教職課程

Ⅰ　教職課程
　教職課程とは教育職員免許状を取得するために「教育職員免許法及び同法施行規則」に定められた単位を修得

する者のために設けられている課程である。

　教職課程に関する授業科目は，卒業に必要な単位と併せて履修しなければならない。

　また，教職課程を履修する者は将来教員の職を志すものでなければならない。ただ単に免許状の取得だけを目

的としてこの課程を履修すべきではない。

１．教育職員免許状について（2019年度生以降）

⑴　免許状の種類および免許教科

⑵　基礎資格と最低修得単位数

　次表は，教育職員免許状取得のための基礎資格および修得すべき法規上の単位（最低）数を示したもので

ある。

＊�教育の基礎的理解に関する科目等は「教育の基礎的理解に関する科目」，「道徳，総合的な学習の時間等の指導

法及び，生徒指導，教育相談等に関する科目」，「教育実践に関する科目」の総称

（注）

「介護等の体験」は，「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」

によって義務付けられている。

中学校教諭の普通免許状を取得するには，特別支援学校及び社会福祉施設で計７日間以上の「介護等の体験」を

行い，証明書を発行してもらう必要がある。

所要資格

免許状の種類

基　礎　資　格

大学において取得することを必要とする最低単位数

介護等の体験 免 許 教 科
教科及び教職に関する科目

教育の基礎的理解
に関する科目等＊

教科及び教科の指
導法に関する科目

大学が独自に
設定する科目

高等学校
教　 諭 一種 学士の学位を有すること 23単位 24単位 12単位

国語
外国語（英語）
地理歴史

中 学 校
教　 諭 一種 学士の学位を有すること 27単位 28単位 4単位 要

国語
外国語（英語）
社会

学　　　　科 免　　　　許　　　　状

人
文
科
学
部

表 現 文 化 学 科 高等学校教諭一種免許状
（国語）

中学校教諭一種免許状
（国語）

実 践 英 語 学 科 高等学校教諭一種免許状
（外国語（英語））

中学校教諭一種免許状
（外国語（英語））

総 合 歴 史 学 科 高等学校教諭一種免許状
（地理歴史）

中学校教諭一種免許状
（社会）
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２．単位の修得方法について

　本学において，教育職員免許状を取得するためには，卒業要件単位の修得を基礎資格とし，各々所属してい

る学科の授業科目表に定める⑴総合教養教育科目（教養科目）等　⑵教科及び教職に関する科目を次のとおり

修得しなければならない。

⑴　総合教養教育科目等

　（2019年度生以降）

授業科目種別 最　　低　　修　　得　　単　　位　　数

総 合 教 養 教 育 科 目

20単位以上

「日本国憲法」  「人権の現代的課題」  「身体運動と健康の科学又は健康・スポーツと社会」
各２単位，「情報処理演習」  「情報と表現」  「情報と文化」の中から２単位，及び「スポー
ツ」１単位を必ず修得すること

外 国 語 教 育 科 目
表現文化学科６単位以上
実践英語学科12単位以上
総合歴史学科８単位以上
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⑵　高等学校教諭一種免許状及び中学校教諭一種免許状に関する科目

　人文科学部表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科で高等学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・

地理歴史）及び中学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・社会）を取得しようとする者は，次の表（共

通表及び学科ごとの表１・２）にしたがって教科及び教職に関する科目を履修すること。

※１「事前・事後指導」が３年次後期（２月）から始まるが，履修登録は４年次に行うものとする。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名

科目 各科目に含める必要事項
単
位
数

授　業　科　目　名
単
位
数

授業形態 履修
年次

開
講
期

履修上の注意

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教 育 学 概 論 2 講義 1 後期

教職必修

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教 職 論 2 講義 1 前期

教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

学 校 制 度 論 2 講義 3 前期

幼児，児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程 教育心理学（教育・学校心理学） 2 講義 2 前期

特別の支援を必要とする幼児，児
童及び生徒に対する理解 特別ニーズ教育総論 2 講義 2 前期

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教 育 課 程 論 2 講義 2 前期

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の

指
導
法
及
び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等

に
関
す
る
科
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

道徳の理論及び指導法

中10
高８

道 徳 の 指 導 法 2 講義 2 後期 中一種免必修
総合的な学習の時間の指導法（中
一種）／総合的な探究の時間の指
導法（高一種）

総合的な学習の時間の指導法 1 講義 3 後期

教職必修

特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 講義 3 前期
教育の方法及び技術 教 育 方 法 論 2 講義 3 前期
情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法 ＩＣＴ活用の理論と方法 1 講義 2 集中

生徒指導の理論及び方法
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 講義 3 後期進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教 育 相 談 2 講義 2 後期

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目　
　
　
　

教 育 実 習 中５
高３

事 前・ 事 後 指 導 ※1 1 講義 3・4 集中

教 育 実 習 Ⅰ 2 実習 4 集中
教 育 実 習 Ⅱ 2 実習 4 集中 中一種免必修

教 職 実 践 演 習 ２ 教職実践演習（中・高） 2 演習 4 後期 教職必修

最 低 修 得 単 位 数 中27
高23

表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科（2022年度生以降）� 教科及び教職に関する科目　　　　　　　
� 共通表（教育の基礎的理解に関する科目等）
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⑵　高等学校教諭一種免許状及び中学校教諭一種免許状に関する科目

　人文科学部表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科で高等学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・

地理歴史）及び中学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・社会）を取得しようとする者は，次の表（共

通表及び学科ごとの表１・２）にしたがって教科及び教職に関する科目を履修すること。

※１「事前・事後指導」が３年次後期（２月）から始まるが，履修登録は４年次に行うものとする。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名

科目 各科目に含める必要事項
単
位
数

授　業　科　目　名
単
位
数

授業形態 履修
年次

開
講
期

履修上の注意

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教 育 学 概 論 2 講義 1 後期

教職必修

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教 職 論 2 講義 1 前期

教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

学 校 制 度 論 2 講義 3 前期

幼児，児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程 教育心理学（教育・学校心理学） 2 講義 2 前期

特別の支援を必要とする幼児，児
童及び生徒に対する理解 特別ニーズ教育総論 2 講義 2 前期

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教 育 課 程 論 2 講義 2 前期

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目　
　
　
　
　
　
　

道徳の理論及び指導法

中10
高８

道 徳 の 指 導 法 2 講義 2 後期 中一種免必修
総合的な学習の時間の指導法（中
一種）／総合的な探究の時間の指
導法（高一種）

総合的な学習の時間の指導法 1 講義 3 後期

教職必修

特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 講義 3 前期
教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。） 教 育 方 法 論 2 講義 3 前期

生徒指導の理論及び方法
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 講義 3 後期進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教 育 相 談 2 講義 2 後期

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目　
　
　
　

教 育 実 習 中５
高３

事 前・ 事 後 指 導 ※1 1 講義 3・4 集中

教 育 実 習 Ⅰ 2 実習 4 集中
教 育 実 習 Ⅱ 2 実習 4 集中 中一種免必修

教 職 実 践 演 習 ２ 教職実践演習（中・高） 2 演習 4 後期 教職必修

最 低 修 得 単 位 数 中27
高23

表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科（2019〜2021年度生）� 教科及び教職に関する科目　　　　　　　
� 共通表（教育の基礎的理解に関する科目等）



資

　格

− 107 −

教職課程

免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目　名 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

国
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声言語及び
文章表現に関するも
のを含む。）

日 本 語 表 現 入 門 １ ２科目中
１科目 ▲▼

2 講義 1

１以上

中28
高24

日 本 語 表 現 入 門 ２ 2 講義 1
日 本 語 史 2 講義 2
日   本   語   研   究 １ ・ ２ 各2 講義 2
日   本   語   講   義 １ ・ ２ 各2 講義 3
文 章 表 現 ○ 2 講義 1
口 頭 表 現 ○ 2 講義 1

国文学（国文学史を含
む。）

日 本 文 学 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1

１以上

日 本 文 学 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
古 典 文 学 研 究 １ ～ ３ 各2 講義 2
近 現 代 文 学 研 究 １ ～ ３ 各2 講義 2
古 典 文 学 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
近 現 代 文 学 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
古 典 文 学 史 ▲▼ 2 講義 2
近 現 代 文 学 史 ▲▼ 2 講義 2

漢文学 漢 詩 文 の 表 現 と 心 ２科目中
１科目 ▲▼

2 講義 1
１以上

漢詩文の表現と思想 2 講義 1
書道（書写を中心とす
る。）

書 道 １ 中免のみ
２科目中
１科目

▼
1 演習 1 中一種免のみ

１以上書 道 ２ 1 演習 1
各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）（2022
年度生〜）／各教科の指導
法（情報機器及び教材の活
用を含む。）（〜2021年度生）

教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

表現文化学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（国語）必修
▼印科目は，中一種免（国語）必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から（書道を除き）24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

表現文化学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）
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免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目　名 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

英
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学 英 語 学 研 究 １ 2 講義 2
１以上

中28
高24

英 語 学 研 究 ２ ▲▼ 2 講義 1
英語文学 英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ ○ 各2 講義 １

１以上
英 語 文 化 文 学 研 究 １ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ２ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ３ 2 講義 3

英語コミュニケーション English Research Skil lsⅠ・Ⅱ ○ 各2 演習 1

１以上

E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅰ ○ 2 講義 2
E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅱ ○ 2 講義 2
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅠ・Ⅱ ○ 各4 演習 1
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅢ・Ⅳ ○ 各4 演習 2
English Communication１・２ ○ 各2 演習 3
English Communication３・４ 各2 演習 4

異文化理解 異 文 化 理 解 と 交 流 １ ▲▼ 2 講義 3
１以上

異 文 化 理 解 と 交 流 ２ 2 講義 3
各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（外国語（英語））必修
▼印科目は，中一種免（外国語（英語））必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

実践英語学科（2023年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

実践英語学科（2023年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）
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教職課程

免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目　名 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

英
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学 英 語 学 研 究 １ 2 講義 2
１以上

中28
高24

英 語 学 研 究 ２ ▲▼ 2 講義 2
英語文学 イ ギ リ ス 文 化 研 究 １ 2 講義 3

１以上

イ ギ リ ス 文 化 研 究 ２ 2 講義 3
イ ギ リ ス 文 化 研 究 ３ ▲▼ 2 講義 3
ア メ リ カ 文 化 研 究 １ 2 講義 3
ア メ リ カ 文 化 研 究 ２ 2 講義 3
ア メ リ カ 文 化 研 究 ３ ▲▼ 2 講義 3

英語コミュニケーション イ ン タ ー ネ ッ ト 英 語 Ⅰ・Ⅱ ○ 各2 演習 1

１以上

E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅰ ○ 2 講義 2
E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅱ ○ 2 講義 2
英 語 表 現 演 習 Ⅰ ・ Ⅱ ○ 各4 演習 1
英 語 表 現 演 習 Ⅲ ・ Ⅳ ○ 各4 演習 2
英語コミュニケーション１・２ 各2 演習 3
英語コミュニケーション３・４ 各2 演習 4

異文化理解 異 文 化 理 解 と 交 流 １ ▲▼ 2 講義 3
１以上

異 文 化 理 解 と 交 流 ２ 2 講義 3
各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）（2022
年度生〜）／各教科の指導
法（情報機器及び教材の活
用を含む。）（〜2021年度生）

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（外国語（英語））必修
▼印科目は，中一種免（外国語（英語））必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

実践英語学科（2019年度～2022年度生）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

実践英語学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）
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免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目　名 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

社
会
（
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史・外国史 日 本 史 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1

１以上

中28
高24

日 本 史 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
ヨーロッパ・アメリカ史入門１ ▲▼ 2 講義 1
ヨーロッパ・アメリカ史入門２ ▲▼ 2 講義 1
ア ジ ア 史 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1
ア ジ ア 史 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
日 本 史 講 読 １ ～ ６ 各2 演習 1
ヨーロッパ・アメリカ史講読１～４ 各2 演習 1
ア ジ ア 史 講 読 １ ～ ４ 各2 演習 1
日 本 史 研 究 １ ～ ６ 各2 演習 2
ヨーロッパ・アメリカ史研究１～４ 各2 演習 2
ア ジ ア 史 研 究 １ ～ ４ 各2 演習 2
日 本 史 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
ヨーロッパ・アメリカ史講義１・２ 各2 講義 3
ア ジ ア 史 講 義 １ ・ ２ 各2 講義 3
考 古 学 の 基 礎 2 講義 1
考 古 学 の 現 在 2 講義 1
古 文 書 学 の 基 礎 2 講義 1
古 文 書 解 読 2 講義 1
日 本 人 の 思 想 2 講義 1
ヨ ー ロ ッ パ 人 の 思 想 2 講義 1
ア ジ ア 人 の 思 想 2 講義 1
日 本 美 術 史 2 講義 1
西 洋 美 術 史 2 講義 1
東 洋 美 術 史 2 講義 1
死 生 観 の 歴 史 2 講義 1
吉 備 地 方 文 化 特 論 １ ～ ４ 各2 講義 1

地理学（地誌を含む。）
地 理 学 概 論 ▲▼ 2 講義 2

１以上
地 誌 ▲▼ 2 講義 2

「法律学，政治学」 法 学 ▼ 2 講義 1 １以上
「社会学，経済学」 社 会 学 の 世 界 と 歴 史 ▼ 2 講義 1 １以上
「哲学，倫理学，宗教
学」

哲 学 の 世 界 と 歴 史 ▼ 2 講義 1
１以上

倫 理 と 価 値 観 の 諸 相 2 講義 1

各教科の指導法（情報通信技術の
活用を含む。）（2022年度生〜）／
各教科の指導法（情報機器及び教
材の活用を含む。）（〜2021年度生）

教科教育法（社会・地理歴史）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教科教育法（社会・地理歴史）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（社 会）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教科教育法（社会・地理歴史）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

総合歴史学科（2019年度生以降）中学校教諭一種免許状（社会）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

総合歴史学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（地理歴史）必修
▼印科目は，中一種免（社会）必修

（注）中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10
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免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目　名 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

地
理
歴
史
（
高
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史 日 本 史 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1

１以上

中28
高24

日 本 史 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
日 本 史 講 読 １ ～ ６ 各2 演習 1
日 本 史 研 究 １ ～ ６ 各2 演習 2
日 本 史 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
古 文 書 学 の 基 礎 2 講義 1
古 文 書 解 読 2 講義 1
日 本 人 の 思 想 2 講義 1
日 本 美 術 史 2 講義 1
死 生 観 の 歴 史 2 講義 1
吉 備 地 方 文 化 特 論 １ ～ ４ 各2 講義 1

外国史 ヨーロッパ・アメリカ史入門１ ▲▼ 2 講義 1

１以上

ヨーロッパ・アメリカ史入門２ ▲▼ 2 講義 1
ア ジ ア 史 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1
ア ジ ア 史 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
ヨーロッパ・アメリカ史講読１～４ 各2 演習 1
ア ジ ア 史 講 読 １ ～ ４ 各2 演習 1
ヨーロッパ・アメリカ史研究１～４ 各2 演習 2
ア ジ ア 史 研 究 １ ～ ４ 各2 演習 2
ヨーロッパ・アメリカ史講義１・２ 各2 講義 3
ア ジ ア 史 講 義 １ ・ ２ 各2 講義 3
考 古 学 の 基 礎 2 講義 1
考 古 学 の 現 在 2 講義 1
ヨ ー ロ ッ パ 人 の 思 想 2 講義 1
ア ジ ア 人 の 思 想 2 講義 1
西 洋 美 術 史 2 講義 1
東 洋 美 術 史 2 講義 1

人文地理学・自然地理
学

地 理 学 概 論 ▲▼ 2 講義 2
１以上

自 然 地 理 学 ▲ 2 講義 1
地誌 地 誌 ▲▼ 2 講義 2 １以上

各教科の指導法（情報通信技術の
活用を含む。）（2022年度生〜）／
各教科の指導法（情報機器及び教
材の活用を含む。）（〜2021年度生）

教科教育法（社会・地理歴史）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教科教育法（社会・地理歴史）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（社 会）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教科教育法（社会・地理歴史）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

総合歴史学科（2019年度生以降）高等学校教諭一種免許状（地理歴史）�教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

総合歴史学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（地理歴史）必修
▼印科目は，中一種免（社会）必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から24単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目　　名
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10
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３．３年次以降の教職課程履修のための基準

　３年次以降の教職課程履修に当たっては，次の条件を充足しているものとする。

⑴　将来教育職員となる意志の強いこと。

⑵　２年次終了時の累積GPA（Grade Point Average）値が，2.00以上であること。

４．「教育実習」受講のための基準

　「教育実習」を履修する学生は，以下の条件を充足しているものとする。

⑴　将来教育職員となる意志の強いこと。

⑵　「教育の基礎的理解に関する科目等」「教科の指導法に関する科目」については，3年次終了までに，つま

り「教育実習」の行われる前年度までに履修すべき科目の単位を，すべて修得していること。

⑶　３年次後期から4年次前期にかけて行う「実習校における実習のための事前指導」にすべて出席している

こと。

⑷　３年次終了時の累積GPA値が，2.00以上であること。できれば2.50以上の値であることが望ましい。

５．教育実習手続き

　教育実習申込，および４年次の教育実習に至るまでの計画等についての教育実習説明会を４月のオリエンテー

ション期間中に行う。教育職員免許状の取得を希望し，教職に関する科目の履修をしている者は必ず出席のこと。

　以下は，教育実習を行うための手順を簡単に示したものである。不明な点等があれば必ず保育・教職支援課

に相談のこと。

⑴　実習校への依頼（３年次生）

教育実習は原則として，出身中学校・高等学校にお願いをする。交渉は各自で行うので，慎重を期し，中

学校・高等学校に迷惑をかけないように次の順序で行うこと。

①　３年次の５月上旬に出身中学校・高等学校に，個人あるいはグループ単位で承諾を得るため，中学校・

高等学校の校長先生に都合を伺った上で訪問すること。なお，この訪問前の４月上旬に中学校・高等学校

訪問に関する説明会を行い，書類を配付するので必ず出席すること。

②　中学校・高等学校の承諾を得た場合，速やかに保育・教職支援課に承諾を得た内容について報告するこ

と。また，実習を断られた場合でもその旨を同様に報告すること。

その後，保育・教職支援課では，承諾をもとに所轄教育委員会に依頼状を送り，承諾書を受け取る。

⑵　実習生の心得（４年次生）

①　保育・教職支援課は，実習前に中学校・高等学校あて「実習生環境調査書」を送付する。その際実習生

は，所定の用紙に必要事項を記入し，保育・教職支援課に提出すること。

②　実習の始まる約１か月前には，再度実習校に連絡をとり，実習までに準備しなければならないこと，あ

るいは事前打ち合せ日等について指導を受けておくこと。

③　本学では指導教員が，実習生の訪問指導に当る。実習生は自分の訪問指導にあたる教員を確認し，実習

開始までに実習訪問日等について打ち合せをしておくこと。なお訪問指導教員については，実習約１か月

前に伝達する。

④　実習期間中は，生徒にとってつねに教師であることを自覚すること。言葉遣い，態度はもちろんのこと，

服装，髪型，化粧などについても教師としてふさわしいように心がけること。

⑤　実習中，実習に支障をきたすような事故，あるいは病気などで実習を欠席するときは，実習中学校・高

等学校および保育・教職支援課に，電話などで必ず連絡すること。

⑥　就職活動を理由とする欠席や実習の振替は認めない。

⑦　実習が終了した後には，速やかに保育・教職支援課に，実習が終了したことを報告すること。（所定用紙）



資

　格

− 113 −

教職課程

⑶　教育実習費（４年次生）

　教育実習を実施するために必要な教材資料費及び諸費用として，教育実習費を４年次の５月中旬に，証明

書自動発行機（R館１階）で納入手続きを行うこと。（詳細は４月に掲示）

※　万一病気等止むを得ない理由によって実習が不可能となった場合には，速やかに保育・教職支援課に届け

出て，その指示に従い，自分勝手な行動はとらないこと。

　　　　ただし，「教育実習」受講のための基準を満たさない者は，辞退させる。

６．教職履修カルテの作成について

　４年次後期の「教職実践演習」の履修に向けて，教職課程履修者は「教職履修カルテ」を作成しなければな

らない。

　また，指定された時期に提出する必要があり，カルテ未提出者はそれ以降の教職課程の履修を認めない。

　カルテの作成方法・提出時期について，説明会を実施するので，必ず出席すること。

７．教育職員免許状の申請について（４年次生）

⑴　一括申請

一括申請とは，大学が免許状取得有資格者をとりまとめて岡山県教育委員会へ免許状授与の申請をするこ

とである。一括申請の手続方法・受付期間・手数料等詳細については，11月上旬（予定）に説明会を行うの

で必ず出席すること。

⑵　個人申請

一括申請手続をしなかった者は，個人申請となる。なお，この場合の免許状の取得は，４月以降となる。

個人申請は，卒業後に都道府県の教育委員会へ申請し，取得後免許状番号を必ず教務課に連絡すること。

８．介護等体験の実施について（３年次生又は４年次生）

　介護等体験を行う者は，３月下旬に開催される説明会に必ず出席し，指定された提出書類を期日までに提出

すること。

⑴　介護等体験実施期間・実施場所

　特別支援学校においては連続した２日間，社会福祉施設においては連続した５日間実施する。

　実施施設について，原則は岡山県内で行うものとする。

⑵　介護等体験費

　当該年度に介護等体験を実施するものは５月中旬に証明書自動発行機（R館１階）で介護等体験費の納入

手続きを行うこと。なお，一旦納入した体験費は，一切返還しない。（詳細は４月に掲示）

⑶　介護等体験実施申し込み手続き

　岡山県の特別支援学校および社会福祉施設の介護等体験実施の申し込み手続きは，年度当初に大学を通し

○教育免許法の特例としての介護等の体験の義務づけについて

　 「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」（平成９

年法律第90号）及びその省令が，1998年４月１日より施行され，小学校及び中学校の普通免許状の授

与を受けようとする者に介護等の体験（障害者，高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流

等の体験）が義務づけられた。

１．介護等の体験の期間

　18歳に達した後，７日間を下らない範囲内

２．介護等の体験の実施施設

　特別支援学校又は社会福祉施設その他の施設で文部科学大臣が厚生労働大臣と協議して定める施

設

３．教員免許状の授与申請に当たっては，介護等の体験に関する証明書の提出が必要



資

　格

− 114 −

て行う。

⑷　健康診断書の提出

　介護等体験実施生は，体験実施先に健康診断書を提出しなければならない。従って，介護等体験実施年度

当初に行われる学内健康診断の全ての項目および麻疹の抗体検査を必ず受診し，所定の期日までに健康診断

書を保育・教職支援課に申し込むこと。

⑸　介護等体験実施の取りやめ

　やむを得ない事由のほかは，介護等体験実施を中止したり変更したりすることはできない。また，そのよ

うな事由が生じた場合は，至急保育・教職支援課に連絡すること。

⑹　介護等体験実施期間中の欠席

①　介護等体験実施中は，大学の授業を欠席することになるので，通常授業と同様に担当教員ならびに教務

課へ，前もって公欠届を提出すること。

②　介護等体験の欠席は，原則として認められない。やむを得ない事由（本人の病気，忌引等）による場合

は，速やかに介護体験実施先ならびに保育・教職支援課に届け出て，その指示に従うこと。

⑺　介護等体験実施期間中の身だしなみ

　　　　介護等体験実施にふさわしい身だしなみを心がけること。また，体験実施先の指示に従うこと。

⑻　介護等体験証明書の発行

　証明書の発行に際して手数料が必要な場合は本人負担となる。受け取った証明書は介護等体験実施終了後

１週間以内に保育・教職支援課まで提出すること。なお，証明書は再発行されない。

⑼　「介護等の体験」を要しない者

①　保健師，助産師，看護師，准看護師，特別支援学校教員，理学療法士，作業療法士，社会福祉士，介護

福祉士又は義肢装具士の免許・資格を既に有している者については，「介護等の体験」を要しない。

②　身体障害者手帳に，障害の程度が１級から６級であると記載されている者については，「介護等の体験」

を要しない。

⑽　介護等体験の事前指導

　５月に事前指導を実施するので，必ず参加すること。
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教職課程

９．教職課程予定表（表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科）

人文科学部３年次生

人文科学部４年次生

期　　　　　　　日 摘　　　　　　　　　　　　　　要

３月下旬 介護等体験説明会　※本籍地（都道府県）を確認しておくこと

４月上旬 教育実習依頼について説明会

４月上旬 実習希望校に電話で依頼交渉（学生）

５月 実習希望校に訪問（学生）※依頼書類持参

５月中〜下旬 介護等体験事前指導（全２回）

次年
　　２月中〜下旬の３日間
　　（内，土曜日を２日含む）

教育実習事前指導（予定）
詳細は別途掲示
※�この時期，集中講義や春の海外研修などが実施されるが，教職履修者は必ず事前指導を
受けなければならないので日程に十分注意すること。

期　　　　　　　日 摘　　　　　　　　　　　　　　要

４月上旬 実習関係書類提出（環境調査書等）

４月下旬 教育実習最終の事前指導

５月中旬 教育実習諸経費納入

実習開始１ヶ月前まで 実習校との事前打ち合わせ（学生）

実習開始10日前までに
訪問教員との打ち合わせ（学生）
実習期間の公欠届提出（事前に各授業担当者に渡すこと）

５月下旬～ 教育実習（３週間又は２週間）

教育実習終了後２週間以内 教育実習録・出勤表・教育実習自己評価表を提出

７月中旬 教育実習事後指導

11月上旬 教育職員免許状申請についての説明会

詳細な日程は別途掲示

詳細な日程は別途掲示
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Ⅱ　司書教諭課程
　１．司書教諭について

　「学校には，学校図書館を設けなければならない。」（学校図書館法第３条）とされ，また，「学校には，学

校図書館の専門的職務を掌らせるため，司書教諭を置かなければならない。」（同法第５条）と規定されてい	

る。

　２．司書教諭資格取得について

　　⑴　教職課程を履修し，小学校・中学校又は高等学校の教育職員免許状を取得すること。

　　⑵　別表のとおり５科目10単位を修得すること。

　　⑶　卒業後本学から，文部科学省に申請した後，文部科学大臣より司書教諭講習修了証書が交付される。

　３．履修について

　　⑴　２年次から履修すること。

　　⑵�　司書教諭課程履修者は，４年次の５月上旬に定められた経費を納付すること。（詳細は４月に掲示）

　別表　司書教諭に関する科目

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

授　業　科　目
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ 講義 前期 ２～４ 司書教諭必修

学校図書館メディアの
構成 ２ 学校図書館メディアの構

成 ２ 講義 後期 ２～４ 司書教諭必修

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ 講義 後期 ２～４ 司書教諭必修

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ 講義 後期 ２～４ 司書教諭必修

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ 講義 前期 ２～４ 司書教諭必修

最　低　修　得　単　位　数 計
10

　４．資格申請について

　　　最上位年次生を対象に，資格申請の説明を１月下旬に行う。
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博物館学芸員課程

Ⅲ　博物館学芸員課程
　１．博物館学芸員について

　博物館には，狭義の博物館のほか，美術館，考古館，歴史館，郷土館，記念館，民芸館，科学館，動物園，

植物園，水族館，天文館などが含まれる。これらの施設は，高等学校や大学などが学校教育の場であるのに対

して，社会教育を担う重要な公的機関であり，ここには専門的職員として学芸員を置くことが博物館法に定め

られている。

　そして，博物館法は，学芸員の職務について，「博物館資料の収集，保管，展示及び調査研究その他これと

関連する事業についての専門的事項をつかさどる」（博物館法第４条第４項）と，定めている。

　２．学芸員資格取得について

　博物館法第５条には，学芸員となる資格を有する者の一つを「学士の学位を有する者で，大学において文部

科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」と，規定されている。

　本学には別表のとおり，人文系の博物館学芸員養成のための，博物館に関する科目が開設されている。この

うち，必修科目19単位と，選択必修科目２系列以上にわたり８単位以上と，あわせて27単位以上を修得すれば，

卒業時に「学芸員資格取得証明書」が交付される。

　３．履修について

⑴　博物館必修科目は，必ず定められた年次に履修すること。

　　なお，２年次・３年次から本課程を受講しはじめる場合は，４月のオリエンテーション期間内に担当教員

へ事前に相談すること。

⑵　「博物館実習」は，３年次までに「博物館概論」「博物館経営論」「博物館教育論」「博物館資料論」「博物

館展示論」を修得した４年次生が履修できる。

⑶　編入学生その他やむを得ない事由により，「博物館概論」の単位の修得が遅れ，４年次に「博物館実習」

の履修を希望する者については，選考のうえ履修を認めることがある。該当者は４月３日（月）までに教務

課へ申し出ること（選考日時などを通知する）。

⑷　「博物館実習Ⅰ」の不合格者には「博物館実習Ⅱ」の，「博物館実習Ⅱ」の不合格者には「博物館実習Ⅲ」

の履修を認めない。

⑸　最上位年次生で博物館学芸員課程を履修する者は，５月上旬に定められた経費を証明書自動発行機（R館

１F）で納付すること。（詳細は４月に掲示）
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　４．博物館に関する科目

　　（2012年度生以降）

　★履修計画は下記を参考にすること。
１年次　生涯学習概論Ⅰ、博物館概論
２年次　博物館経営論、博物館情報・メディア論、博物館教育論
３年次　博物館資料論、博物館展示論
４年次　博物館資料保存論、博物館実習

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

備　　　考
科　　目　　名

単
位
数

本学開講科目
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

生 涯 学 習 概 論 2 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 講義 前期 1 必修

博 物 館 概 論 2 博 物 館 概 論 2 講義 前期 1 必修

博 物 館 経 営 論 2 博 物 館 経 営 論 2 講義 前期 2 必修

博 物 館 資 料 論 2 博 物 館 資 料 論 2 講義 後期 3 必修

博 物 館 資 料 保 存 論 2 博 物 館 資 料 保 存 論 2 講義 前期 4 必修

博 物 館 展 示 論 2 博 物 館 展 示 論 2 講義 前期 3 必修

博 物 館 教 育 論 2 博 物 館 教 育 論 2 講義 後期 2 必修

博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 2 講義 後期 2 必修

博 物 館 実 習 3

博 物 館 実 習 Ⅰ 1 実習 前期 4

必修博 物 館 実 習 Ⅱ 1 実習 後期 4

博 物 館 実 習 Ⅲ 1 実習 集中 4

文 化 史 Ａ

日 本 文 化 論 １ 2 講義 前期 1

Ａ～Ｄの４系列のうち、

２系列以上にわたり

８単位選択必修

日 本 文 化 論 ２ 2 講義 後期 1

古 文 書 学 の 基 礎 2 講義 後期 1

古 文 書 解 読 2 講義 後期 1

人 類 学 の 世 界 と 歴 史 2 講義 前期 1

美 術 史 Ｂ

日 本 美 術 史 2 講義 後期 1

西 洋 美 術 史 2 講義 前期 1

東 洋 美 術 史 2 講義 前期 1

考 古 学 Ｃ
考 古 学 の 基 礎 2 講義 前期 1

考 古 学 の 現 在 2 講義 後期 1

民 俗 学 Ｄ ア ジ ア の 民 族 誌 2 講義 後期 1
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博物館学芸員課程

　５．博物館実習について（予定）

　　　博物館実習Ⅰ（前期）

　　　⑴　学内実習

　　　　　資料取扱い法（絵画・彫刻・工芸・書跡）・展示法

　　　⑵　学外実習

　　　　１）岡山県立博物館，岡山市立オリエント美術館，林原美術館（平常授業）等

　　　　２）倉敷考古館，倉敷市立自然史博物館，大原美術館（各自の日程，２日）

　　　博物館実習Ⅱ（後期）

　　　⑴　学内実習

　　　　　資料調査法（絵画・版画・彫刻・工芸），企画から展示まで

　　　⑵　学外実習

　　　　１）岡山県立博物館，岡山市立オリエント美術館，岡山県立美術館（平常授業）等

　　　　２）博物館施設３館（課題研修，各自の日程，２日）

　　　博物館実習Ⅲ（集中）

　　　⑴　見学研修

　　　　１）笠岡市立竹喬美術館，井原市立田中美術館，高梁市成羽美術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸切バス，１日）

　　　　２）高知県池加津夫製紙所ほか　（貸切バス，休日，１日）

　　　　３）京都国立博物館，奈良国立博物館のいずれか（貸切バス，１日）

　　　　４）博物館施設２館（課題研修，各自の日程，１日）

　　　⑵　実務実習（８月中頃〜２月末）※受入れ館の都合による

　　　　�　岡山県立博物館，岡山県立美術館，岡山市立オリエント美術館，岡山市シティミュージアム，笠岡市立

竹喬美術館，林原美術館，長船刀剣博物館等

　　＊上記のほかに施設及び展示などを見学することがある。

　　＊実習の日程等は諸般の事情により変更することがある。
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　６．博物館実習施設一覧

岡山県立博物館

　　〒703-8257	 岡山市北区後楽園１－５	 ☎086－272－1149

岡山県立美術館

　　〒700-0814	 岡山市北区天神町８－48	 ☎086－225－4800

岡山市立オリエント美術館

　　〒700-0814	 岡山市北区天神町９－31	 ☎086－232－3636

岡山市シティミュージアム

　　〒700-0024	 岡山市北区駅元町15－１	 ☎086－898－3000

林原美術館

　　〒700-0823	 岡山市北区丸の内２－７－15	 ☎086－223－1733

夢二郷土美術館

　　〒703-8256	 岡山市中区浜２丁目１－32	 ☎086－271－1730

倉敷考古館

　　〒710-0046	 倉敷市中央１－３－13	 ☎086－422－1542

大原美術館

　　〒710-8575	 倉敷市中央１－１－15	 ☎086－422－0005

笠岡市立竹喬美術館

　　〒714-0087	 笠岡市六番町１－17	 ☎0865－63－3967

井原市立田中美術館

　　〒715-0019	 井原市井原町315	 ☎0866－62－8787

高梁市成羽美術館

　　〒716-0111	 高梁市成羽町下原1068－３	 ☎0866－42－4455

瀬戸内市立備前長船刀剣博物館

　　〒701-4271	 瀬戸内市長船町長船966	 ☎0869－66－7767

京都国立博物館

　　〒605-0931	 京都府京都市東山区茶屋町527	 ☎075－541－1151

奈良国立博物館

　　〒630-8213	 奈良県奈良市登大路町50	 ☎0742－22－7771
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図書館司書課程

Ⅳ　図書館司書課程
　１．図書館司書について

　図書館に置かれる専門的職員のことを司書と称する。（図書館法第４条）。

　２．図書館司書資格取得について

　大学を卒業した者で大学において文部科学省令（図書館法施行規則）で定める図書館に関する科目を履修し

た者は司書となる資格を有する。（図書館法第５条第１項第１号）この規定により，所定の単位を修得した者

に対して，卒業時に「司書資格証明書」を交付する。

　３．履修について

　　⑴　履修期間

　　　　１年次から４年次とする。

　　⑵　履修方法

①　別表1の必修に属する全科目及び選択科目中２科目以上を履修すること。

　　⑶�　図書館司書課程履修者は，最上位年次の５月上旬に定められた経費を証明書自動発行機（R館１F）で納

付すること。（詳細は４月に掲示）

　別表１　「図書館に関する科目」開講科目一覧

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

科　　目　　名
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意 備　　　考

必　
　
　

修　
　
　

科　
　
　

目　

（
甲　

群
）

生 涯 学 習 概 論 2 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 講義 前期 1 図書館必修

図 書 館 概 論 2 図 書 館 概 論 2 講義 前期 1 図書館必修

図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2 講義 前期 3 図書館必修

図 書 館 情 報 技 術 論 2 図 書 館 情 報 技 術 論 2 講義 前期 2 図書館必修

図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2 講義 後期 1 図書館必修

情 報 サ ー ビ ス 論 2 情 報 サ ー ビ ス 論 2 講義 後期 1 図書館必修

児 童 サ ー ビ ス 論 2 児 童 サ ー ビ ス 論 2 講義 前期 2 図書館必修

情 報 サ ー ビ ス 演 習 2
情報サービス演習Ⅰ 1 演習 前期 2 図書館必修

情報サービス演習Ⅱ 1 演習 後期 2 図書館必修

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2 講義 前期 1 図書館必修

情 報 資 源 組 織 論 2 情 報 資 源 組 織 論 2 講義 前期 2 図書館必修

情 報 資 源 組 織 演 習 2
情報資源組織演習Ⅰ 1 演習 前期 2 図書館必修

情報資源組織演習Ⅱ 1 演習 後期 2 図書館必修

選　

択　

科　

目
（
乙　

群
）

図 書 館 基 礎 特 論 1 ＊�図 書 館 基 礎 特 論 1 講義 前期 2

　５科目中

　２科目選択

図書館サービス特論 1 ＊�図書館サービス特論 1 講義 後期 1

図書館情報資源特論 1 ＊�図書館情報資源特論 1 講義 前期 2

図 書 ・ 図 書 館 史 1 ＊�図 書・図 書 館 史 1 講義 後期 1

図 書 館 施 設 論 1 ＊�図 書 館 施 設 論 1 講義 後期 1

図 書 館 総 合 演 習 1

図 書 館 実 習 1

最　　低　　修　　得　　単　　位　　数 計
24

　＊…半期半分の科目
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Ⅴ　社会教育主事課程
　１．社会教育主事について
　社会教育主事は青少年教育，婦人教育，成人教育などの社会教育活動について，指導・助言を行う教育専門
職員である。その身分は教育公務員であり，都道府県及び市町村の教育委員会によって任命される。現在，社
会教育法（昭和24年公布）により，都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に，社会教育主事及び社会教育
主事補を置く（同法第９条の２）ことになっている。また，社会教育主事の資格を有する者が公民館，青年の
家などの社会教育施設の職員として，専門的な活動を行うことも少なくない。

　２．社会教育主事資格取得について
　社会教育主事の資格を得るためには，大学に２年以上在学して，62単位以上を修得し，かつ，大学において
文部科学省令で定める社会教育に関する科目の単位を修得した者で，社会主事補の職にあったもの・社会教育
に関係のある職・社会教育に関係のある事業における業務に従事した期間を通算した期間が１年以上になるも
の（同法第９条の４）であることが必要である。本学においても，文部科学省令で定めた「社会教育に関する
科目の単位」を修得した者は，社会教育主事補等の職についた通算期間が１年以上になれば，社会教育主事に
なる資格を得ることになる。
　また，「社会教育主事講習等規程の一部を改正する省令」（平成30年文部科学省令第５号）が令和２年４月１
日から施行され，社会教育主事講習等における学修成果が広く社会における教育活動に生かされるよう，社会
教育主事課程の修了者は「社会教育士（養成課程）」と称することができるようになった。

　３．履修について
　　⑴　履修方法
　　（2023年度生～）表１参照，（2020～2022年度生）表２参照

①社会教育必修科目の「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は２年次までに必ず履修すること。これらの
科目は同年度に履修することが望ましい。
②「生涯学習支援論Ⅰ」「生涯学習支援論Ⅱ」は３年次までに必ず履修すること。これらの科目はセットで
同年度に履修することが望ましい。
③「社会教育経営論Ⅰ」「社会教育経営論Ⅱ」は３年次までに必ず履修すること。これらの科目はセットで
同年度に履修することが望ましい。
④「社会教育実習」は，１単位の必修科目である。通年の授業を通じて公民館をはじめとする社会教育施設
と相互に連携・協働しながら一部を学外授業として実施する。３年次・４年次で履修すること。ただし、
上記の①②③の社会教育必修科目の単位を修得していなければ，この科目の登録を原則として認めない。
⑤「社会教育演習Ⅰ」「社会教育演習Ⅱ」「社会教育課題研究Ⅰ」「社会教育課題研究Ⅱ」の中から，３単位
以上になるように３年次・４年次で履修すること。ただし、上記の①②③の社会教育必修科目の単位を修
得していなければ，これらの科目の登録を原則として認めない。
⑥「社会教育特講」は，幅広い視野や社会的関心を持ち，専門的内容について理解を図ることを目的とした
科目である。これらの科目から８単位以上履修すること。
時間割の都合上，上記に示した方法では履修が困難な場合，資格課程ガイダンス担当の教員に相談すること。

　　（2012～2019年度生）表３・表４参照
①　社会教育必修科目の「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は２年次までに，「社会教育計画Ⅰ」「社会
教育計画Ⅱ」は３年次までに必ず履修すること。
②「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は同年度に履修することが望ましい。
③「社会教育計画Ⅰ」「社会教育計画Ⅱ」は同年度に履修することが望ましい。
④「社会教育演習」「社会教育実習」「社会教育課題研究」の中から，４単位以上になるように３年次・４年
次で履修すること。ただし，①の社会教育必修科目の単位を修得していなければ，これらの科目の登録を
原則として認めない。
⑤社会教育特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにおいて12単位以上履修すること。
⑥社会教育実習は，夏季休業中に，社会教育施設で２週間程度の実習を行う予定である。また，４月下旬に
オリエンテーション，７月上旬に事務手続等の説明会及び事前指導，11月に実習報告会を行うので出席す
ること。ただし，2020年度からは旧課程の「社会教育実習」は休講とする。

　　⑵　履修経費
　社会教育主事課程履修者は最上位年次の５月上旬に定められた経費を証明書自動発行機（R館１F）で納付
すること。（詳細は４月に掲示）

　　⑶　社会教育実習費
　社会教育実習を実施するために必要な教材資料費及び諸費用として５月上旬に社会教育実習費を証明書自動
発行機（R館１F）で別途納付すること。
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社会教育主事課程

　４．社会教育に関する科目

　　表１（2023年度生〜）

注１ 「社会教育実習」「社会教育演習Ⅰ・Ⅱ」「社会教育課題研究Ⅰ・Ⅱ」は，原則として「生涯学習概論Ⅰ・Ⅱ」「生涯学習支
援論Ⅰ・Ⅱ」「社会教育経営論Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得した後に履修すること。

注２ 「社会教育演習Ⅰ・Ⅱ」「社会教育課題研究Ⅰ・Ⅱ」はⅠを履修したうえで、Ⅱを履修することが望ましい。
注３ 「履修年次」は履修可能年次を示す。上位年次生は下位の「履修年次」の科目を履修することができる。

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

授　業　科　目
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意

生 涯 学 習 概 論 ４ 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ ２ 講義 前期 １ 必修

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ ２ 講義 後期 １ 必修

生 涯 学 習 支 援 論 ４ 生 涯 学 習 支 援 論 Ⅰ ２ 講義 前期 ２ 必修

生 涯 学 習 支 援 論 Ⅱ ２ 講義 後期 ２ 必修

社 会 教 育 経 営 論 ４ 社 会 教 育 経 営 論 Ⅰ ２ 講義 前期 ２ 必修

社 会 教 育 経 営 論 Ⅱ ２ 講義 後期 ２ 必修

社 会 教 育 実 習 １ 社 会 教 育 実 習 １ 実習 通年 ３ 必修

社 会 教 育 演 習
社会教育課題 研究
のうち１以上の科目

３ 社 会 教 育 演 習 Ⅰ １ 演習 前期 ３

 ３単位選択必修
社 会 教 育 演 習 Ⅱ １ 演習 後期 ３

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ １ 演習 前期 ３

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ １ 演習 後期 ３

社 会 教 育 特 講 ８ 人 権 の 現 代 的 課 題 ２ 講義 後期 １ 必修

 ８単位
 選択必修

共 生 社 会 と 社 会 教 育 ２ 講義 後期 ２ 必修

博 物 館 概 論 ２ 講義 前期 １

 ２単位
 選択必修

図 書 館 概 論 ２ 講義 前期 １

博 物 館 情 報・ メ デ ィ ア 論 ２ 講義 後期 ２

図 書 館 情 報 技 術 論 ２ 講義 前期 ２

情 報 と 社 会 ２ 講義 後期 １

教 育 学 概 論 ２ 講義 後期 １

考 古 学 の 基 礎 ２ 講義 前期 １

考 古 学 の 現 在 ２ 講義 後期 １

死 生 観 の 歴 史 ２ 講義 前期 １

環 境 と 生 命 ２ 講義 後期 １

健 康・ ス ポ ー ツ と 社 会 ２ 講義 後期 １

現 代 人 と こ こ ろ の 障 害 ２ 講義 後期 １

社 会 福 祉 Ⅰ ２ 講義 前期 １

最　　低　　修　　得　　単　　位　　数 計
24
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　　表2（2020年度生〜2022年度生）

注１ 「社会教育実習」「社会教育演習Ⅰ・Ⅱ」「社会教育課題研究Ⅰ・Ⅱ」は，原則として「生涯学習概論Ⅰ・Ⅱ」「生涯学習支
援論Ⅰ・Ⅱ」「社会教育経営論Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得した後に履修すること。

注２ 「社会教育演習Ⅰ・Ⅱ」「社会教育課題研究Ⅰ・Ⅱ」はⅠを履修したうえで、Ⅱを履修することが望ましい。
注３ 「履修年次」は履修可能年次を示す。上位年次生は下位の「履修年次」の科目を履修することができる。

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

授　業　科　目
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意

生 涯 学 習 概 論 ４ 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ ２ 講義 前期 １ 必修

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ ２ 講義 後期 １ 必修

生 涯 学 習 支 援 論 ４ 生 涯 学 習 支 援 論 Ⅰ ２ 講義 前期 ２ 必修

生 涯 学 習 支 援 論 Ⅱ ２ 講義 後期 ２ 必修

社 会 教 育 経 営 論 ４ 社 会 教 育 経 営 論 Ⅰ ２ 講義 前期 ２ 必修

社 会 教 育 経 営 論 Ⅱ ２ 講義 後期 ２ 必修

社 会 教 育 実 習 １ 社 会 教 育 実 習 １ 実習 通年 ３ 必修

社 会 教 育 演 習
社会教育課題 研究
のうち１以上の科目

３ 社 会 教 育 演 習 Ⅰ １ 演習 前期 ３

 ３単位選択必修
社 会 教 育 演 習 Ⅱ １ 演習 後期 ３

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ １ 演習 前期 ３

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ １ 演習 後期 ３

社 会 教 育 特 講 ８ 人 権 の 現 代 的 課 題 ２ 講義 後期 １ 必修

 ８単位
 選択必修

共 生 社 会 と 社 会 教 育 ２ 講義 後期 ２ 必修

博 物 館 概 論 ２ 講義 前期 １

 ２単位
 選択必修

図 書 館 概 論 ２ 講義 前期 １

博 物 館 情 報・ メ デ ィ ア 論 ２ 講義 後期 ２

図 書 館 情 報 技 術 論 ２ 講義 前期 ２

情 報 と 社 会 ２ 講義 後期 １

教 育 学 概 論 ２ 講義 後期 １

考 古 学 の 基 礎 ２ 講義 前期 １

考 古 学 の 現 在 ２ 講義 後期 １

死 生 観 の 歴 史 ２ 講義 前期 １

現 代 都 市 の 魅 力 診 断 ２ 講義 前期 １

環 境 と 生 命 ２ 講義 後期 １

健 康・ ス ポ ー ツ と 社 会 ２ 講義 後期 １

現 代 人 と こ こ ろ の 障 害 ２ 講義 後期 １

社 会 福 祉 Ⅰ ２ 講義 前期 １

最　　低　　修　　得　　単　　位　　数 計
24
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社会教育主事課程

　　表3（2012年度〜2019年度生）

注１ 「社会教育演習Ⅰ・Ⅱ」「社会教育実習」「社会教育課題研究Ⅰ・Ⅱ」は，原則として「生涯学習概論Ⅰ・Ⅱ」と「社会教
育計画Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得した後に履修すること。

注２ 「社会教育演習」「社会教育課題研究」はⅠ・Ⅱの履修が望ましい。
注３ 「履修年次」は履修可能年次を示す。上位年次生は下位の「履修年次」の科目を履修することができる。
注４ 「社会教育計画Ⅰ」「社会教育計画Ⅱ」は新課程では相当する科目がなくなるため，2020年４月１日より前から既に社会教
育主事課程の一部科目の単位を修得している場合は，経過措置として「社会教育経営論Ⅰ」「社会教育経営論Ⅱ」を履修す
ることで，当該科目を履修したものとみなす（表４参照）。なお，本経過措置は在籍が途切れるまで有効とし，卒業までに
在籍が途切れた場合は無効となるので注意すること。

注５ 「社会教育実習」は新課程移行により必修化される。本学では単位数を２単位から１単位に変更するほか，開講時期を半
期から通年に変更することに伴い，2020年度からは旧課程の「社会教育実習」は休講とする。

注６　旧課程の「婦人問題と社会教育」は，新課程の「共生社会と社会教育」と対応する。2020年４月１日より前から既に社会
教育主事課程の一部科目の単位を修得している場合は，経過措置として「共生社会と社会教育」を履修することで，当該科
目を履修したものとみなす（表４参照）。

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

授　業　科　目
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意

生 涯 学 習 概 論 4 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 講義 前期 1 必修

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 講義 後期 1 必修

社 会 教 育 計 画 4 社 会 教 育 計 画 Ⅰ 2 講義 集中 2 必修

社 会 教 育 計 画 Ⅱ 2 講義 集中 2 必修

社 会 教 育 演 習
社 会 教 育 実 習
社 会 教 育課題 研究
のうち１以上の科目

4 社 会 教 育 演 習 Ⅰ 1 演習 前期 3

 ４単位選択必修

社 会 教 育 演 習 Ⅱ 1 演習 後期 3

社 会 教 育 実 習 2 実習 集中 3

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ 1 演習 前期 3

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ 1 演習 後期 3

社 会 教 育 特 講 Ⅰ
（現代社会と社会教育）

12 情 報 と 社 会 2 講義 後期 1

 12単位
 選択必修

婦 人 問 題 と 社 会 教 育 2 講義 後期 2 必修

社 会 教 育 特 講 Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設）

博 物 館 概 論 2 講義 前期 1

図 書 館 概 論 2 講義 前期 1  ２単位
 選択必修博 物 館 情 報・ メ デ ィ ア 論 2 講義 後期 2

図 書 館 情 報 技 術 論 2 講義 前期 2

社 会 教 育 特 講 Ⅲ
（その他必要な科目）

教 育 学 概 論 2 講義 後期 1

考 古 学 の 基 礎 2 講義 前期 1

考 古 学 の 現 在 2 講義 後期 1

死 生 観 の 歴 史 2 講義 前期 1

人 権 の 現 代 的 課 題 2 講義 後期 1 必修

最　　低　　修　　得　　単　　位　　数 計
24



資

　格

− 126 −

注１ 新課程移行による経過措置に対応したみなし履修については，2020年４月１日より前から本学に在籍している学生に適用
するものとし，経過措置による課程修了者は旧課程修了者となる。

注２ 新課程移行による経過措置に対応したみなし履修により，必要な単位をすべて修得した場合で，かつ「社会教育経営論Ⅰ」
「社会教育経営論Ⅱ」「生涯学習支援論Ⅰ」「生涯学習支援論Ⅱ」の単位をすべて修得した場合は，旧課程修了者であっても
社会教育士と称することができる。

注３ 上記の※１，※２はそれぞれセット履修のみを認める（旧課程「社会教育計画Ⅰ」と新課程「社会教育経営論Ⅱ」の組み
合わせは不可）。

注４ ※３はセットでの履修が望ましい。また，旧課程に該当する省令科目がないため，履修した場合は社会教育特講の単位と
みなす。

注５ 経過措置適用対象者は，３．履修について（１）履修方法（2012～2019年度生）に記載の履修条件を緩和される場合がある。

省令科目（旧） 省令科目（新） ～2019年度　開設科目
（旧課程科目）

2020年度～　開設科目
（みなし履修科目） 履修上の注意

社会教育計画 社会教育経営論
社会教育計画Ⅰ

※1
社会教育経営論Ⅰ

※2
必修

社会教育計画Ⅱ 社会教育経営論Ⅱ 必修

なし 生涯学習支援論 なし
生涯学習支援論Ⅰ

※3
履修した場合，
社会教育特講の
単位とみなす。生涯学習支援論Ⅱ

社会教育特講Ⅰ
社会教育特講Ⅱ
社会教育特講Ⅲ

社会教育特講 婦人問題と社会教育 共生社会と社会教育 必修

　　表4（2012年度～2019年度生：新課程移行による経過措置に対応したみなし履修科目一覧）
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Ⅵ　医療秘書課程
１．医療秘書について

　医療秘書とは，日本医師会が認定する認定資格である。

　専門的な医療事務の知識と最新の情報処理技能を備え，外来受付業務や電子カルテの入力，診療報酬請求な

どの業務を行い，医師と患者さんの仲立ちをすることによって病院や診療所の業務を円滑にする職務である。

＜日本医師会よりメッセージ＞

　直接，地域医療に携わっている方々から授業を受けることのできる恵まれた教育環境の中で，地域の医療・

保健・福祉のために職務に相応しい知識を習得して，高い教養，資質を養い，「より良い医療」を目指すス

ペシャリスト，「日本医師会認定」の医療秘書を多くの方々に目指していただきたいと願っています。

２．医療秘書資格取得について

　本学は，日本医師会認定医療秘書養成機関として，岡山県医師会と協定を締結しており，医療秘書課程の開

設および日本医師会医療秘書認定試験を実施する。医療秘書課程履修者は，１：本学が開設する医療秘書に関

する科目全ての科目単位を修得すること，２：本学が実施する日本医師会医療秘書認定試験に合格すること，

３：秘書技能科目（３科目）検定を取得すること，これら１・２・３の３点全ての条件が揃えば，日本医師会

へ申請後，「日本医師会認定医療秘書」の認定を受けることができる。医療秘書に関する科目のなかには「実

務研修」があり，本学が指定した医療機関において5日程度の実習を行う。なお，医療秘書課程の全科目を修

得することで医師会より修了証を授与される。

３．履修について

⑴　履修方法

①　医療秘書課程履修初年度の者は,オリエンテーション期間中の説明会に必ず出席すること。

②　履修初年度に「医療秘書概論」「医療情報処理学」を必ず履修すること。

③�　科目名に「Ⅰ」「Ⅱ」「Ⅲ」と付いているものは，「履修上の注意」に従い履修すること。再履修の場合

は除く。

④　次年度の「実務研修」実施調査を行う。日程等は後日掲示にて知らせる。

⑤　科目によって履修人数に上限を定めることがある。

⑵　実務研修

①�  「実務研修」の前に事前指導を数回，後に事後指導を行う。事前指導欠席者は医療機関での実習を認め

ない。また，事後指導欠席者は実習を終えたとしても「実務研修」の評価が不可となる場合がある。

②  「実務研修」履修までに下記の単位を修得済み（見込み）であること。

  「医療秘書概論」「医療秘書実務Ⅰ」「医療秘書実務Ⅱ」「医療情報処理学」「医療情報処理Ⅰ」「医療情報

処理Ⅱ」「医療情報処理Ⅲ（2020年度生以前のみ）」「医療関係法規概論」「実務演習Ⅰ」「実務演習Ⅱ」

⑶　諸費用

①  「実務研修」の履修にあたっては病院実習費（30,000円程度）を徴収する。

　  「実務研修」履修者は，５月中旬頃定められた経費を証明書自動発行機（R館１階）で納入手続きを行うこと。

　（詳細は４月に掲示）

②　実習費以外に別途資料代、交通費、検定料等がかかる。

⑷　日本医師会認定試験

　医療秘書課程の単位を全て修得済み（見込み）の者は2月に本学で実施する日本医師会医療秘書認定試験

を受けることができる。

　受験手数料（5,000円程度）が必要である。受験手数料の支払いについては別途連絡する。
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４．医療秘書に関する科目（2021年度生以降）

科　　目　　名 単位 授業形態 履修
年次 開講期 履　修　上　の　注　意

医療・保健・
福祉基礎教科

衛 生 学
（健康とは、疾病とは） 2 講義 2 前期 教育心理学科から開放

患 者 論 と 医 の 倫 理 2 講義 1 後期

人 体 の 構 造 と 機 能 １ 2 講義 1 前期 教育心理学科から開放

人 体 の 構 造 と 機 能 ２ 2 講義 1 後期 教育心理学科から開放

臨 床 検 査 と 薬 の 知 識 2 講義 1 前期

医 療 に か か わ る 用 語 2 講義 1 後期

コミュニケーション論 1 講義 1 後期

医療秘書専門
教 科

医 療 秘 書 概 論 2 講義 1 前期 履修初年度に履修すること

医 療 秘 書 実 務　 Ⅰ 1 演習 1 後期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

医 療 秘 書 実 務　 Ⅱ 1 演習 2 前期

医 療 情 報 処 理 学 2 講義 1 前期 履修初年度に履修すること

医 療 情 報 処 理　 Ⅰ 1 演習 1 後期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

医 療 情 報 処 理　 Ⅱ 1 演習 2 前期

医 療 関 係 法 規 概 論 2 講義 2 前期

研 修・ 演 習

実 務 研 修 3 実習 2 前期
集中

１．「医療秘書専門教科」「研修・演習」群の
単位を修得済み（見込み）であること

２．事前・事後指導を含む
３．実習費を徴収する

実 務 演 習　 Ⅰ 1 演習 1 前期

  Ⅰ→Ⅱ→Ⅲの順に履修すること実 務 演 習　 Ⅱ 1 演習 1 前期

実 務 演 習 　 Ⅲ 1 演習 1 後期

計 29

※�医療秘書課程の履修者で実務演習Ⅲを履修した者は，一般社団法人日本レセプト学会が認定するレセプト管理士の資格試験を
受験することができる。
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４．医療秘書に関する科目（2020年度生以前）

科　　目　　名 単位 授業形態 履修
年次 開講期 履　修　上　の　注　意

医療・保健・
福祉基礎教科

衛 生 学
（健康とは、疾病とは） 2 講義 2 前期 教育心理学科から開放

＜2020年度生以降＞
　 患 者 論 と 医 の 倫 理
＜2019年度生まで＞
　 現 代 の 哲 学 と 思 想

2 講義 1 後期
現代の哲学と思想は総合教養教育科目

＜2019年度生以降＞
　�人体の構造と機能１
＜2018年度生まで＞
　�解 剖 学

2 講義 1 前期 教育心理学科から開放

＜2019年度生以降＞
　�人体の構造と機能２
＜2018年度生まで＞
　�生 理 学
　（からだの構造と機能）

2 講義 1 後期 教育心理学科から開放

臨 床 検 査 と 薬 の 知 識 2 講義 1 前期

医 療 に か か わ る 用 語 2 講義 1 後期

コミュニケーション論 1 講義 1 後期

医療秘書専門
教 科

医 療 秘 書 概 論 2 講義 1 前期 履修初年度に履修すること

医 療 秘 書 実 務　 Ⅰ 1 演習 1 後期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

医 療 秘 書 実 務　 Ⅱ 1 演習 2 前期

医 療 情 報 処 理 学 2 講義 1 前期 履修初年度に履修すること

医 療 情 報 処 理　 Ⅰ 1 演習 1 後期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

医 療 情 報 処 理　 Ⅱ 1 演習 2 前期

医 療 情 報 処 理　 Ⅲ 1 演習 2 後期

医 療 関 係 法 規 概 論 2 講義 2 前期

研 修・ 演 習

実 務 研 修 3 実習 2 前期
集中

１．「医療秘書専門教科」「研修・演習」群の
単位を修得済み（見込み）であること

２．事前・事後指導を含む
３．実習費を徴収する

実 務 演 習　 Ⅰ 1 演習 1 前期

  Ⅰ→Ⅱ→Ⅲの順に履修すること

  ※参照

実 務 演 習 　 Ⅱ 1 演習 1 前期

実 務 演 習 　 Ⅲ 1 演習 1 後期

計 30

※�医療秘書課程の履修者で実務演習Ⅲを履修した者は，一般社団法人日本レセプト学会が認定するレセプト管理士の資格試験を
受験することができる。
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５．秘書技能科目

⑴　以下の4群の中から3群を選び、各群中の1科目の検定を取得すること。
⑵　本学入学前に取得した検定でも申請可能。
⑶�　☆が付いている資格は学内で開講の課外講座にて試験対策を受講可能。詳細はキャリア支援・開発課
発行の講座案内にて確認すること。
⑷　★が付いている資格は実務演習Ⅲ（後期集中）を受講終了と同時に学内受験が可能。

　　※令和４年11月現在の資格一覧です。変更となる可能性があります。
　　第１群【秘書検定・英語検定・漢字検定】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 実務技能検定協会　秘書技能検定文 ３級以上 ☆

② 日本秘書協会　CBS（国際秘書）検定 取得

③ 日本英語検定協会　実用英語技能検定文 ３級以上

④ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級秘書士　資格 取得

⑤ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
ビジネス実務士　資格 取得

⑥ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級ビジネス実務士　資格 取得

⑦ 職業教育・キャリア教育財団　ビジネス能力検定（B検）ジョブパス〔旧ビジネス能力検定〕文 ３級以上

⑧ 日本漢字能力検定協会　日本漢字能力検定 ２級以上

⑨ 国際ビジネスコミュニケーション協会
Test of English for International Communication（TOEIC） 400点以上

⑩ 日本話しことば協会　話しことばとコミュニケーション検定〔旧話しことば検定〕 ３級以上

⑪ 話しことば研究機構　日本語音声表現力検定 ３級以上

　　第２群【情報処理】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 情報処理推進機構〔旧経済産業大臣指定試験機関日本情報処理開発協会〕
情報処理技術者試験 取得

② 日本情報システム・コンサルタント協会〔旧日本情報システム・ユーザー協会〕
ISC（情報システム・コンサルタント）試験 取得

③ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
情報処理士　資格 取得

④ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級情報処理士　資格 取得

⑤ 全国商業高等学校協会　情報処理検定〈ビジネス情報部門（１，２級）〉文 ３級以上

⑥ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕文書処理能力検定（ワープロ）文 ３級以上

⑦ 日本商工会議所　日商ＰＣ検定（文書作成） ３級以上

⑧ 全国商業高等学校協会　ビジネス文書実務検定〔旧ワープロ実務検定〕文 ３級以上

⑨ 全国ビジネス学校連盟　日本語ワープロ技能資格検定
〔旧日本語ワードプロセッサ技能資格認定試験〕 ３級以上

⑩ 日本情報処理検定協会〔旧日本ワープロ検定協会〕
日本語ワープロ検定〔旧日本語ワードプロセッサ検定〕文 ３級以上

⑪ 日本情報処理検定協会〔旧日本情報処理技能検定協会〕
情報処理技能検定文 ３級以上

⑫ マイクロソフトオフィススペシャリスト〈Word，Excel，PowerPoint，Access〉
〔旧マイクロソフトオフィスユーザースペシャリスト（MOUS試験）〕 一般・上級 ☆

⑬ サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会
〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Word文書処理技能認定試験 ３級以上

⑭ サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会
〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Excel表計算処理技能認定試験 ３級以上

⑮ 日本病院会　診療情報管理士認定試験 取得
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　　第３群【保険請求事務】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 全国医師会医療秘書学院連絡協議会　医療保険請求事務実技試験 取得 ★

② 日本医療保険事務協会　診療報酬請求事務能力認定試験 取得

　　第４群【その他】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 日本速記協会　速記技能検定文 ５級以上

② 日本書写技能検定協会　硬筆書写技能検定文 ３級以上

③ 日本商工会議所　簿記検定 ３級以上 ☆

④ 全国商業高等学校協会　簿記実務検定文 ３級以上

⑤ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕簿記能力検定文 ３級以上

⑥ 全国商工会連合会　簿記検定 ３級

⑦ 日本電卓技能検定協会〔旧日本電卓検定協会〕電卓技能検定 ３級以上

⑧ 全国工業高等学校長協会　計算技術検定文 ３級以上

⑨ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕電卓計算能力検定文 ３級以上

⑩ 日本商工会議所　そろばん（珠算）検定〔珠算能力検定〕文 ３級以上

⑪ 全国商工会連合会　珠算検定 ３級以上

⑫ 全国珠算教育連盟　珠算検定文 ３級以上

文：文部科学省後援
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Ⅶ　社会福祉主事任用資格
　１．社会福祉主事任用資格について
　この資格は福祉事務所の現業員として任用される者に要求される資格（任用資格）である。社会福祉の基礎
的な学習をしたことの目処ともされていることから，資格を持っていることを条件としたり，希望する求人も
多くある。

　２．社会福祉主事任用資格取得について
　学校教育法に基づく大学等において厚生労働大臣の指定する科目を３科目以上修めて卒業した者は取得する
ことができる。

　３．資格の証明について
　卒業証明書や成績証明書で確認されるので，特別な試験を受けたり，資格証明書が発行されたりするもので
はない。

本学で開講している厚生労働大臣の指定する科目

厚生労働大臣の指定する
社会福祉に関する科目 読替可能な本学開講科目 備　　　　　　　考

社 会 福 祉 概 論 「社会福祉Ⅰ」及び「社会福祉Ⅱ」
（教育学部開放科目） ２科目履修で「社会福祉概論」に読替

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 論 「精神保健」または「精神医学概論」
（教育学部開放科目）

法 学 「法学」

経 済 学 「基礎経済学」または「経済学概論」

心 理 学 「心理学１」及び「心理学２」 ２科目履修で「心理学」に読替

社 会 学 「社会学概論」

教 育 学 「教育学概論」

公 衆 衛 生 学 「公衆衛生学」� （教育学部開放科目）
 
資格希望の４年次生のみ履修可看 護 学 「看護学」� （教育学部開放科目）

栄 養 学 「栄養学」� （教育学部開放科目）  ★2018年度生まで
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就実大学・就実大学大学院学位規程

制　　定　平成11年４月１日

最終改正　平成31年２月22日

　（目的）

第１条　この規程は，学位規則（昭和28年文部省令第９号）及び就実大学学則並びに就実大学大学院学則に基づ

き，就実大学が授与する学位について，必要な事項を定める。

　（学位）

第２条　本学が授与する学位は，学士，修士，博士とする。

２　学位は，それぞれの専攻領域に応じ別表１の種類に区分する。

　（学士の学位授与の要件）

第３条　学士の学位は，本学学則の定めるところにより，本学学部の課程を修了した者に授与する。

　（修士の学位授与の要件）

第４条　修士の学位は，本学大学院学則の定めるところにより，本学修士課程を修了した者に授与する。

　（博士の学位授与の要件）

第５条　博士の学位は，本学大学院学則の定めるところにより，本学博士課程を修了した者に授与する。

　（修士の学位授与の申請）

第６条　修士の学位の授与の申請をする者は，申請書に学位論文，学位論文の要旨，参考論文のあるときは当該参

考論文を添え，研究科長を経て学長に申請するものとする。

２　前項の申請期限及び修士論文の形式等については，研究科委員会で定める。

　（博士の学位授与の申請）

第７条　博士の学位の授与の申請をする者は，申請書に学位論文，学位論文の要旨，参考論文のあるときは当該参

考論文を添え，研究科長を経て学長に申請するものとする。

２　前項の申請期限及び博士論文の形式等については，研究科委員会で定める。

　（修士論文審査の付託）

第８条　学長は，修士論文の提出があったときは，審査を研究科委員会に付託する。

　（博士論文審査の付託）

第９条　学長は，博士論文の提出があったときは，審査を研究科委員会に付託する。

　（修士論文の審査及び試験）

第10条　修士論文の審査及び最終試験は専攻において審議し，研究科委員会に報告する。

２　審査は２名以上の大学院担当教員によって行い，うち１名を主査とする。

３　最終試験は，論文審査を中心とし，これに関連ある科目について行う。

４　学位授与の合否は，専攻より提出された報告に基づき研究科委員会で審議し，学長に報告する。

　（博士論文の審査及び試験）

第11条　博士論文の審査及び最終試験は専攻において審議し，研究科委員会に報告する。

２　審査は３名以上の大学院担当教員によって行い，うち１名を主査とする。

３　最終試験は，論文審査を中心とし，これに関連ある科目について行う。

４　学位授与の合否は，専攻より提出された報告に基づき研究科委員会で審議し，学長に報告する。
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　（学位記の授与）

第12条　学長は，教授会並びに研究科委員会の報告に基づき所定の学位記を授与する。

　（雑則）

第13条　この規程に定めるもののほか必要な事項は，学士の学位については教授会において，修士，博士の学位に

ついては研究科委員会において別にこれを定める。

　（規程の改廃）

第14条　この規程は，教務委員会並びに研究科委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決裁する。

　　　附　則

１　この規程は，平成11年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成15年４月１日から施行する。ただし，文学部日本文学科，英米文学科及び史学科の学位

の種類は，改正後の別表ｌにかかわらず，学士（文学）とする。

３　この改正規程は，平成19年４月１日から施行する。ただし，文学部日本文学科，英米文学科及び史学科の学位

の種類は，改正後の別表ｌにかかわらず，学士（文学）とする。

４　この改正規程は，平成21年４月１日から施行する。ただし，文学研究科日本語学・日本文学専攻，英語学・英

米文学専攻及び史学専攻の学位の種類は，改正後の別表ｌにかかわらず，修士（文学）とする。

５　この改正規程は平成23年４月１日から施行する。ただし，人文科学部初等教育学科に授与する学士（初等教育

学）の学位は，改正後の別表１にかかわらず平成23年３月31日に当該学科に在学するものが在学しなくなるまで

の間，存続するものとする。

６　この改正規程は，平成24年４月１日から施行する。

７　様式１号の改正は，平成26年４月１日から施行する。

８　この改正規程は，平成27年４月１日から施行する。ただし，人文科学研究科初等教育学専攻に授与する修士

（教育学）の学位は，改正後の別表１にかかわらず平成27年３月31日に当該専攻に在学するものが在学しなくな

るまでの間，存続するものとする。

９　この規程は，平成31年４月１日から施行する。

別表１

　１　学士の学位

　２　修士の学位

研　究　科 専　　攻 学位の種類

人文科学研究科 人 文 科 学 専 攻 修士（人文科学）

教育学研究科 教 育 学 専 攻 修士（教育学）

学　部 学　　　　　科 学位の種類

人文科学部

表 現 文 化 学 科 学士（人文科学）

実 践 英 語 学 科 学士（人文科学）

総 合 歴 史 学 科 学士（人文科学）

教育学部
初 等 教 育 学 科 学士（教育学）

教 育 心 理 学 科 学士（教育学）

薬学部 薬 学 科 学士（薬学）

経営学部 経 営 学 科 学士（経営学）
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３　博士の学位

様式１号

　　⑴　学士の卒業証書・学位記

　　⑵　修士の学位記

　　⑶　博士の学位記
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研　究　科 専　　攻 学位の種類

医療薬学研究科 疾 病 治 療 薬 学 専 攻 博士（医療薬学）
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就実大学人文科学部・教育学部・経営学部
長期履修学生規程

制　　定　平成17年２月25日

最終改正　平成31年２月22日

　（総則）

第１条　この規程は学則第４条の２に基づき，長期履修学生の取り扱いについて必要なことを定める。

　（履修計画期間及び在学年限）

第２条　長期履修学生の履修計画期間は，５年以上８年以内の一定の年数とする。

２　長期履修学生は，10年を超えて在学することができない。

　（出願資格）

第３条　長期履修学生として願い出ることができる者は，本学社会人入学試験に合格した者で，職業を有している

等の事情により，学則第４条に定める修業年限で卒業することが困難であると認められる者とする。

　（出願手続）

第４条　長期履修学生として願い出る者は，当該年度の授業開始10日目までに長期履修許可願を教務課へ提出しな

ければならない。

　（履修計画期間の変更）

第５条　長期履修学生が履修計画期間の変更を希望する場合には，原則として１回に限り，第２条第１項に定める

範囲内で，教授会の議を経て学長はこれを許可することができる。

２　前項の場合，学生は当該年度の授業開始10日目までに履修計画期間変更許可願を教務課へ提出しなければなら

ない。

　（履修登録の上限）

第６条　長期履修学生が１年間に履修登録することができる科目の単位数の上限は，30単位とする。

　（授業料）

第７条　長期履修学生の授業料は，学則第40条に定める年額に長期履修開始時における修業年限の残年数を乗じた

総額を，長期履修開始時における履修計画期間の残年数で除した年額とする。

２　履修計画期間を変更した場合の授業料は，変更前の年額に計画変更時における履修計画期間の残年数を乗じた

総額を，計画変更時における変更後の履修計画期間の残年数で除した年額とする。

３　第２条第１項に定める履修計画期間の上限を超えて在学する場合の授業料は，前年度と同一の年額とする。

４　授業料は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。

５　入学年次には，前学期分として納入した授業料から第１項の算定方式により算定した年額の前学期分を差し引

いた差額を返金することとする。

　（教育充実費及びその他の費用）

第８条　長期履修学生は，別に定める教育充実費を，前条に定める算定方式により納付しなければならない。

２　入学年次には，前学期分として納入した教育充実費から前項の算定方式により算定した年額の前学期分を差し

引いた差額を返金することとする。

３　別に定める諸費，学友会費，後援会費，同窓会費，学会費は，当該年度分の金額を納付しなければならない。
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　（その他）

第９条　長期履修学生の取り扱いについて，学則及びこの規程に定めるもののほか，必要な事項は教授会の議を経

て学長が定める。

第10条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成17年４月１日から施行する。

２　この規程名の改正は，平成23年４月１日から施行する。

３　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。



諸
規
則

− 138 −

就実大学科目等履修生規程

制　　定　平成４年11月25日

最終改正　平成31年２月22日

　（総則）

第１条　この規程は学則第51条に基づき，科目等履修生の取扱いについて必要なことを定める。

　（出願資格）

第２条　科目等履修生として願い出ることのできる者は，学則第24条に規定する入学資格を有するものとする。

　（出願期間・出願書類）

第３条　履修を希望する者は，所定の期日までに次の書類に検定料10000円を添えて教務課に提出し，その手続き

を終わらなければならない。

　　　一　出願期間（締切日が日曜日にあたるときはその翌日までとする。）

　　　　イ　通年・前期科目・後期科目　　２月16日から３月３日まで

　　　　ロ　後　期　科　目　　　　　　　８月17日から８月31日まで

　　　二　出願書類

　　　　イ　科目等履修生願書（本学所定用紙）

　　　　ロ　履歴書（本学所定用紙）

　　　　ハ　出願理由書（自筆　日本語で記すこと）

　　　　ニ　最終出身学校の卒業証明書又は卒業見込証明書

　　　　ホ　最終出身学校の成績証明書

　　　　ヘ　健康診断書（胸部X線検査を含む，１年以内のもの。複写可）

　　　　ト　在職中の者は，所属長の承諾書

　　　　チ　外国人の場合は，以上のほか次の書類を必要とする。

　　　　　　⑴　在学中の身元保証人の保証書（日本在住者のもの）

　　　　　　⑵　外国人日本語能力試験１級の成績通知書

　　　　　　⑶　その他本学が必要と認める書類

　　　　�　後期科目を願い出るにあたり，当該年度において前期科目を履修した者，又は通年科目を履修中の者

は，科目等履修生願書のみを提出し，その他は不要とする。

　（選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者による面接によって行う。

　（履修許可）

第５条　科目等履修生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て，学長が履修を許

可する。

２　科目履修が許可された者には科目履修許可書を交付する。

　（履修科目）

第６条　１年間に履修できる科目は，24単位以内とする。

　（履修手続）

第７条　履修を許可された場合は，許可日から10日以内に下記に定める登録料及び授業料を納めなければならな

い。ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。
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２　学期開始日現在で就実大学大学院に在籍している学生は登録料及び授業料の全額を免除する。

３　学期開始日現在で満40歳に達している者は登録料の全額を免除し，併せて授業料の半額を免除する。

４�　外国人の場合，上記の金額を納めるとともに住民票の写し又は在留資格を記載した住民票記載事項証明書を提

出しなければならない。

５　納付した授業料等は，原則として返付しない。

　（単位の授与及び証明書）

第８条　科目等履修生は，履修を許可された授業科目の履修を修了し，所定の試験に合格した場合，単位を修得す

ることができる。

　　２　科目等履修生は単位修得証明書を求めることができる。

　（履修の取消し）

第�９条　科目等履修生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が履修の許可を取り消すことが

ある。

　（履修の取止め）

第10条　�本人の都合により履修期間の途中で履修を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならない。

　（学則の準用）

第11条　科目等履修生には学則を準用する。ただし，学則第21条は適用しない。

　（規程の改廃）

第12条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　就実女子大学聴講生規程（昭和63年４月１日制定）は廃止する。

２　就実女子大学聴講生の教育職員免許状取得に関する規程（昭和56年11月25日制定）は廃止する。

３　この規程は，平成５年４月１日から施行する。

４　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。

項　　　目 金　　　　額

登録料（年額） １０,０００円

授業料（１単位につき） １２,０００円
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就実大学研究生規程

制　　定　平成10年４月１日

最終改正　平成31年２月22日
　（趣旨）

第１条　この規程は学則第54条に基づき，研究生の取り扱いについて必要なことを定める。

　（入学資格）

第２条　本学に研究生として入学することのできる者は，大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有すると

本学において認定した者とする。

　（出願手続）

第３条　研究を希望する者は，次の書類を教務課に提出し，その手続を終わらなければならない。ただし，本学を

卒業して引き続き研究生を志願する者については，研究生願書及び研究計画書のみで足りるものとする。

　　　　一　研究生願書（本学所定用紙）

　　　　二　履歴書（本学所定用紙）

　　　　三　研究計画書（本学所定用紙）

　　　　四　最終出身学校の卒業証明書又は卒業見込証明書

　　　　五　最終出身学校の成績証明書

　　　　六　健康診断書（胸部X線検査を含む，１年以内のもの。複写可）

　　　　七　在職中の者は，所属長の承諾書

　　　　八　外国人の場合は，本学が必要と認める書類

　（選考方法）

第４条　選考は書類審査によって行う。

　（入学許可）

第５条　研究生として入学を志願する者については，前条の選考結果に基づき，教授会の議を経て，学長が入学を

許可する。

２　研究を許可された者には，研究生証を交付する。

　（入学手続）

第６条　研究を許可された場合は，本学の指定する書類を提出するとともに，許可日から10日以内に下記に定める

入学金及び研究料を納めなければならない。ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

２　学期開始日現在で満40歳に達している者は入学金の全額を免除し，併せて研究料の半額を免除する。

３�　外国人の場合，上記の金額を納めるとともに住民票の写し又は在留資格を記載した住民票記載事項証明書を提

出しなければならない。

４　納付した研究料等は，原則として返付しない。

項　　　　　目 金　　　　　額

入学金 １０,０００円

研究料（半期） １２０,０００円
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　（入学時期及び研究期間）

第７条　入学の時期は，原則として学期の始めとし，研究期間は入学時より１年以内とする。

２　前項の規定にかかわらず，当該研究生が研究の継続を希望し，指導教員がその必要性を認めた場合には，教授

会の議を経て，学長は研究期間の延長を許可することができる。

　（聴講）

第８条　研究生は，指導教員の指導により授業担当教員の承認を受けて，研究に直接関係のある授業を聴講するこ

とができる。ただし，単位は認定されない。

　（研究証明書）

第９条　研究を修了した者には，研究証明書を交付することができる。

　（研究の取消し）

第10条　研究生として不適当であると判断される場合，教授会の議を経て，学長が研究の許可を取り消すことがあ

る。

　（研究の取止め）

第11条　本人の都合により研究期間の途中で研究を取り止めようとする者は，書面をもって教務課にその旨を届け

出て，学長の許可を受けなければならない。

　（学則の準用）

第12条　研究生には学則を準用する。ただし，学則第14条及び第21条は適用しない。

　（規程の改廃）

第13条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成10年４月１日から施行する。

２　この改正規程は平成31年４月１日から施行する。
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就実大学単位互換履修生規程

制　　定　平成12年４月１日

最終改正　平成31年２月22日

　（総則）

第１条　この規程は学則第53条に基づき，単位互換履修生の取り扱いについて必要なことを定める。

　（出願資格）

第２条　単位互換履修生として願い出ることのできる者は，学則第24条に規定する入学資格を有するものとする。

　（出願方法）

第３条　履修を希望する者は，所定の期日までに次の書類を教務課に提出し，その手続きを終わらなければならな

い。

一　出願期間

　通年・前期科目については４月，後期科目については７月又は９月のその年度で設定された期日までに

行う。

二　出願書類

イ　単位互換履修生出願票（所定用紙）

ロ　写真３枚（カラー４㎝×３㎝，裏面に大学名・氏名記入）

　　　　　　 （就実短期大学へ出願する場合は不要）

　（選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者によって行う。

　（履修許可）

第５条　単位互換履修生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て，学長が履修を

許可する。

２　履修が許可された者には，単位互換履修生証を交付する。

　（履修手続）

第６条　履修を許可された場合は，所定の期日までに履修登録及び諸手続を行わなければならない。授業料は徴収

しない。ただし，実習費等を徴収することがある。

　（単位の授与及び証明書）

第７条　単位互換履修生は，履修を許可された授業科目の履修を修了し，所定の試験に合格した場合，単位を修得

することができる。

２　単位互換履修生は単位修得証明書を求めることができる。

　（履修の取り消し）

第８条　単位互換履修生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が履修の許可を取り消すこと

がある。

　（履修の取り止め）

第９条　本人の都合により履修期間の途中で履修を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならない。

　（学則の準用）

第10条　単位互換履修生には学則を準用する。ただし，学則第21条は適用しない。
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　（規程の改廃）

第11条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学研究評議会に諮り学長が決定する。

附　則

１　この規程は，平成12年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。
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就実大学聴講生規程

制　　定　平成10年12月16日

最終改正　平成31年２月22日

　（総則）

第１条　この規程は学則第55条に基づき，聴講生の取扱いについて必要なことを定める。

　（出願資格）

第２条　聴講生として願い出ることのできる者は，聴講しようとする授業科目を学修するに足りる学力を有するも

のとし，男女を問わない。

　（出願書類）

第３条　聴講を希望する者は，原則所定の期日までに次の書類を教務課に提出しなければならない。

　　　一　出願期間（締切日が日曜にあたるときはその翌日までとする）

　　　　イ　通年・前期科目・後期科目　３月10日から４月30日まで

　　　　ロ　後期科目　　　　　　　　　９月１日から10月31日まで

　　　二　出願書類

　　　　イ　聴講生願書（本学所定用紙）

　　　　ロ　履歴書（本学所定用紙）

　　　　ハ　出願理由書（自筆　日本語で記すこと）

　　　　ニ　健康診断書（胸部X線検査を含む，１年以内のもの。複写可）

　　　　ホ　外国人の場合は，その他本学が必要と認める書類

　　　�　後期科目を願い出るにあたり，当該年度において前期科目を聴講した者，又は通年科目を聴講中の者は，

聴講生願書のみを提出し，その他は不要とする。

　（選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者の了解によって行う。

　（聴講許可）

第５条�　聴講生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て学長が聴講を許可する。

２　科目聴講が許可された者には科目聴講許可書を交付する。

　（聴講手続）

第６条　聴講を許可された場合は，許可日から10日以内に下記に定める登録料及び聴講料を納めなければならな

い。ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

２　学期開始日現在で満40歳に達している者は登録料の全額を免除し，併せて聴講料の半額を免除する。

３　納付した聴講料等は，原則として返付しない。

項　　　　目 金　　　　額

登録料（年額） ５,０００円

聴講料（半期１科目につき） １０,０００円
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　（単位の授与及び聴講証明書）

第７条　聴講生が聴講した授業科目の単位認定は行わない。

２　聴講生は聴講証明書を求めることができる。

　 （聴講の取消し）

第８条　聴講生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が聴講の許可を取り消すことがある。

　（聴講の取止め）

第９条　本人の都合により，聴講期間の途中で聴講を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならな

い。

　（学則の準用）

第10条　聴講生には学則を準用する。ただし，学則第14条及び第21条は適用しない。

　（規程の改廃）

第11条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成11年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。
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就実大学・就実短期大学　キャンパス
ネットワーク（S-Net）利用規程

制定　平成19年４月１日

改正　平成26年７月１日

　（目的）

第１条　この規程は，就実大学・就実短期大学（以下「本学」という。）キャンパスネットワーク（以下「S-Net」

という。）の適正かつ安全な利用を目的とする。

　（利用資格）

第２条　S-Net を利用できる者は次のとおりとする。

　　　一　本学の学生ならびに教職員

　　　二　その他，会計・管財部長が適当と認めた者

　（利用申請）

第３条　S-Net を利用しようとする者は会計・管財部長に申請し，許可を受けなければならない。

２　利用の期限は，本学の学生については在学期間中，本学の教職員については在職期間中とする。

　（機器の接続）

第４条　利用者が S-Net にネットワーク機器を新たに接続しようとするとき，接続している機器のネットワーク

仕様を変更しようとするときは，会計・管財部長に申請し，許可を受けなければならない。

２　接続していた機器を廃止しようとするときは，会計・管財部長に届出るものとする。

　（遵守事項）

第５条　S-Net の利用者は，次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　　　一　情報セキュリティに関する適正な知識と情報倫理を身につけ，ネットワークの安定的な運用に協力する

こと

　　　二　学術研究・教育および本学の業務以外の目的で利用しないこと

　　　三　人権とプライバシーを尊重し，公序良俗を守ること

　　　四　S-Net の安定稼動と情報セキュリティを損なう行為を行わないこと

　（遵守事項違反）

第６条　第５条に規定する遵守事項に反する行為の発生または発生の恐れがある場合，会計・管財部長はこれを調

査することができる。

２　会計・管財部長は，前項の調査の結果，遵守事項に反する行為が認められた場合は，当該利用者の利用を停止

するとともに，S-Net の秩序維持のために必要な措置をとることができる。

　（利用者の責任）

第７条　S-Net の利用は，利用者の責任において行わなければならない。

２　S-Net の障害などにより利用者に生じたデータ破損などの損害について，本学は責任を負わないものとする。

３　利用者が S-Net を利用して他者に損害を与えた場合は，利用者本人がその損害を賠償する責任を負うものと

する。

　（サービスの停止）

第８条　S-Net は，メンテナンス又は予期せぬ障害などのため，計画的に，もしくは緊急に全部又は一部を停止す
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る場合がある。

　（雑　則）

第９条　S-Net の利用についてこの規程に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

　　　附　則

１　この規程は，平成19年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成26年７月１日から施行する。
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就実大学・就実短期大学　再入学規程

制　　定　令和４年２月16日

　（目的）

第１条　この規程は，就実大学学則第28条，就実短期大学学則第31条に基づき，再入学の取り扱いについて必要な

ことを定める。

　（出願資格）

第２条　再入学の出願資格を有する者は，次の各号に該当する者で，再入学日が退学日又は除籍日から１年経過し

ており，退学日又は除籍日から４年以内のものとする。

　　　一　当該学科が受け入れ可能であること。

　　　二�　健康上の理由，経済的理由などの正当な理由で退学した者，又は学費未納により除籍となった者で復籍

の許可期間を過ぎていること。

　　　三　再入学時には退学となる事由が解消されていること。

　　　四　入学後１年未満で退学又は除籍された者は除く。

　　　五　本規程に基づき再入学した後，退学した者又は除籍された者は，再入学の資格を有しない。

　（出願手続）

第３条　入学希望者は，学科の事前相談を受けたうえで出願期間に再入学審査料（20,000円）を納付し，次の書類

を教務課へ提出しなければならない。

　　　一　保証人連署の再入学願書

　　　二　在学中の成績証明書

　　　三　再入学の目的を含めた入学後の計画などを記述した書類

　　　四�　退学した理由とその経緯，現在，その理由となる事由が解消されていること，又は見込みであることを

記載した書類（学費未納により除籍となった者は，除籍となった時の状況と，現在は学費納入が可能となっ

ていることを記載した書類）

　　　五　その他，当該学科が必要とする資料

　（出願期間）

第４条　出願できる期間は，次のとおりとする。ただし，締切日が土曜日又は日曜日の場合は，翌々日又は翌日の

月曜日とする。

　　　一　前学期に再入学を希望する場合は，12月20日までとする。

　　　二　後学期に再入学を希望する場合は，６月20日までとする。

　（選考方法及び決定等）

第５条　当該学科が定めるところにより選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が決定する。

　（学年及び在学期間）

第６条　再入学の学年は，原則として退学又は除籍時の学年とする。

　　　２�　再入学した学生は，その学生が在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学することはできない。

ただし，再入学前の在学期間を通算し，人文科学部，教育学部及び経営学部においては８年，薬学部にお

いては12年，短期大学においては４年を超えて在学することはできない。
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　（単位認定）

第７条　退学又は除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部をすでに修得したものとして認めることが

ある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。

　（再入学手続き及び学費）

第８条　再入学を許可された者は，本学所定の書類を再入学学期前月の指定の期日までに提出しなければならない。

　２�　再入学を許可された者は，所定の学費を再入学学期前月の指定の期日までに納付しなければならない。ただ

し，入学金は免除する。

　（規程の改廃）

第９条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　 附　則

　この規程は，令和４年４月１日から施行する。
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就実大学転学部・転学科規程

制　　定　平成13年４月１日

最終改正　令和４年３月23日

　 （総　則）

第１条　この規程は学則第34条の２に基づき，転学部又は転学科の取り扱いについて必要なことを定める。

　 （基本方針）

第２条�　他の学部・学科に転学部又は転学科を希望する場合には，原則として希望する転学部・転学科（以下「当

該学部・学科」という。）先が受け入れ可能な場合に限り出願することができる。

　 （出願資格）

第３条�　転学部又は転学科の出願資格を有する者は，出願時までに所属の学部および学科に半年以上在学している

者とする。

　 （出願方法および出願期間）

第４条�　転学部又は転学科を希望する者は，当該学部・学科に事前相談をしたうえで本学所定の転学部願・転学科

願を12月20日までに，教務課に提出しなければならない。

　　　　ただし，締切日が土曜日又は日曜日の場合は，翌々日又は翌日の月曜日とする。

　 （転学部，転学科の時期）

第５条　転学部又は転学科の時期は，学年の始めとする。

　 （選考方法）

第６条　転学部又は転学科を希望する者の選考は，当該学部・学科において書類審査，試験等により行う。

　 （転学部，転学科の許可）

第７条　転学部又は転学科の許可は，前条の選考結果に基づき，教授会の意見を聴き，学長が行う。

　 （在学年限及び既修得単位の認定）

第８条�　転学部又は転学科を許可された者の在学年限は学則第４条に準じる。ただし，過去に在学していた年数を

これに含めるものとする。

２　既修得単位の認定は，教授会の意見を聴き，学長が行う。

　 （規程の改廃）

第９条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　　則

　この改正規程は，令和４年４月１日から施行する。
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就実大学学内試験（定期試験，追･再試験）
における不正行為に対する処置

制　　定　昭和51年９月22日

最終改正　平成27年４月１日

１　次の行為は不正行為とする。

　一　代人が受験したり，受験を依頼すること。

　二　持ち込みを許可されていないノート，書籍，辞書，携帯電話･電子辞書等の電子機器類等を使用すること。

　三　持ち込みを許可されているノート，書籍，辞書，電子辞書類等を試験時間中に貸し借りすること。

　四　あらかじめ机等に書き込むこと，又はカンニングペーパー等を使用もしくは所持すること。　

　五　他人の答案を書き写す，又は他人に自己の答案を写させること。

　六　他人と答案用紙を交換すること。

　七　試験時間中に私語をすること。

　八　試験監督者の指示に従わない，又は公正な試験を妨げる行為をすること。

　九　以上に類する行為をすること。

２　前項の不正行為をしたと確認された場合，当該授業科目の試験日を含め，以後の受験を停止したうえ，これを

学内に公示する。

３　不正行為をした者の当該学年における通年履修科目はすべて０点とする。半期の科目については不正行為のお

こなわれた学期に履修したものをすべて０点とする。
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他の大学又は短期大学における
授業科目の履修等に関する規程

制定　平成20年11月19日

改正　平成31年２月22日

　（目的）

第１条　この規程は，就実大学（以下「本学」という。）学則第17条，第17条の２及び第18条に基づき，学生が在

学中又は入学前に，他の大学又は短期大学において行った授業科目の履修若しくは他の大学又は短期大学以

外の教育施設等において行った学修を，本学における授業科目の履修として認定する際に必要な事項を定め

る。

　（単位の認定）

第２条　前条の認定は，教授会の議を経て学長が行う。

　（初等教育学科において保育士資格を取得しようとする者の単位認定の取り扱い）

第３条　初等教育学科において保育士資格を取得しようとする者は，教育上有益と認めるときは，学生が在学中に

他の指定保育士養成施設において履修した授業科目又は入学前に指定保育士養成施設で履修した授業科目につい

て修得した単位を，30単位を超えない範囲で当該授業科目に相当する授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。

２　初等教育学科において保育士資格を取得しようとする者が，指定保育士養成施設以外の学校等（学校教育法

（昭和22年法律第216号））による大学，高等専門学校，高等学校の専攻科若しくは盲学校，聾学校若しくは養護

学校の専攻科，専修学校の専門課程又は同法第56条第１項に規定する者を入学資格とする各種学校）で履修した

授業科目について修得した単位については，本学で設定する教養科目に相当する授業科目について，30単位を超

えない範囲で修得したものとみなす。

３　初等教育学科において保育士資格を取得しようとする者が，外国の短期大学又は大学で修得した単位は，本学

の単位として認定しない。

　（規程の改廃）

第４条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成21年４月１日から施行する。

２　この規程は，平成31年４月１日から施行する。
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就実大学・就実短期大学授業料等の
学費納付に関する取扱要領

制　　定　昭和63年４月１日

最終改正　令和３年４月１日

  （趣旨）

第１条　就実大学・就実短期大学授業料等の学費納付については，学則によるもののほか，この取扱要領の定める

ところによる。

  （定義）

第２条　この規程において授業料等の学費とは，授業料，教育充実費および在籍料をいう。

  （納付期日）

第３条　授業料等の学費は，本学指定の用紙により次の期間に納付しなければならない。

　一　前期分　４月６日〜４月23日

　　　後期分　10月６日〜10月23日

　　納付期限日が日曜・祭日等の金融機関休業日と重なった場合は，翌営業日とする。

　二　入学，休学，編入学，転入学，再入学，聴講を許可された者の納付期日については，その都度定める。

  （休学中の授業料等の学費）

第４条　休学中の授業料，教育充実費は，学則に規定する算式により算定した額が免除される。

　　　　ただし，在籍料およびその他の学費は全納しなければならない。

  （退学）

第５条　退学の場合は，当該期の授業料等の学費を納入しなければならない。

  （延納）

第６条　特別の事情により期日までに納付が困難な場合には，規定の用紙により納付延期願を学長宛に提出しなけ

ればならない。

  （除籍）

第７条　授業料等の学費の納付を怠り，督促してもなお納付しない者については，就実大学大学院学則第37条，就

実大学学則第38条及び就実短期大学学則第41条により除籍する。

  （死亡除籍の授業料等の学費）

第８条　死亡による除籍は，次の算式により算定した授業料の全額を返付する。ただし，当該期の授業料等の学費

が納付されていなければならない。

　　　　
授業料年額 × 

死亡日の翌月から納付済みの月数
 ＋ 教育充実費年額 × 

死亡日の翌月から納付済みの月数

　　　　　　　　　　　  　　　　　　 12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12

　　　附　則

１　この要領は，昭和63年４月１日から施行する。

２　この改正要領は，改正の日から施行する。
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就実大学・就実短期大学授業料等の
学費未納者に対する督促手続要領

制　　定　昭和62年４月１日

最終改正　平成20年４月１日

第１条　授業料等の学費未納者に対する督促手続はこの要領の定めるところによる。

第２条　授業料等の学費を納付期限までに納付しない者があるときは，事務部長は次のとおり督促するものとす

る。

　一　第１回督促は前期５月10日，後期11月10日に本人宛別記様式１の学費納入のお願いを送付する。

　二�　第２回督促は前期６月10日，後期12月10日に本人宛別記様式２の督促状と振込納付書を送付する。

　三　第３回督促は前期９月11日，後期翌年１月11日に保証人宛別記様式３の督促状を送付する。

　四　最終督促は，前・後期とも翌年３月１日に保証人宛別記様式４の督促状を書留郵便により送付する。

第３条　授業料等の学費延納許可を受けた者で所定の納付期限までに納付しない者があるときは，事務部長は前・

後期とも翌年３月１日に保証人宛別記様式４の督促状を送付する。

第４条　第２条及び第３条の督促後，３月31日においてなお納付していない者については，学長は３月31日付で学

則の規定により除籍する。

第５条　除籍決定後直ちに学長は，本人及び保証人に対し除籍通知を書留郵便で送付する。

　　　附　則

１　この要領は，昭和62年４月１日から施行する。

２　この改正要領は，改正の日から施行する。
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制　　定　平成８年９月26日
最終改正　令和４年４月１日

　 （趣旨）
第１条　就実大学・就実大学大学院・就実短期大学における学費等納付金及び諸費用に関しては，他

の学則・規程に別段の定めのあるもののほか，この規程の定めるところによる。
　 （種類及び額）
第２条　就実大学・就実大学大学院・就実短期大学において徴収する学費等納付金及び諸費用の額は，

次の表のとおりとする。
　１．学費等納付金（入学金を除き年額）
　　令和２年度以降入学生 　（単位　円）

　

大 学 院 大　学
（人文科学部）

大　学
（教育学部･経営学部）

大　学
（薬学部） 短 期 大 学

種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額

入学金 入学金 入学金 入学金

授業料 授業料 授業料 授業料

教育
充実費

教育
充実費 － 教育

充実費  　－  教育
充実費

教育
充実費  　－  

　　令和元年度以前入学生 　（単位　円）

　

大 学 院 大　学
（人文科学部）

大　学
（教育学部･経営学部）

大　学
（薬学部） 短 期 大 学

種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額

入学金 入学金 入学金 入学金

授業料 授業料 授業料 授業料

教育
充実費

教育
充実費 － 教育

充実費  　－  教育
充実費

教育
充実費  　－  

　　※入学金は，入学時に納付しなければならない。ただし，再入学の場合は，入学金を免除する。
    ※授業料，教育充実費は前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。

　２．入学検定料　 　 （単位　円）　　　　
　

学費等納付金及び諸費用に関する規程
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　３．資格課程納付金（履修者のみ） （単位　円）

　 大　　　　　　　　学 短　　期　　大　　学
種　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

教育実習費（　幼　）
）　小　（ 　　〃　　
）高・中（ 　　〃　　
）　中　（ 　　〃　　
）　高　（ 　　〃　　

）援支別特（ 　　〃　　
）護　養（ 　　〃　　 プレゼンテーション実務士課程登録費

保育実習費（保育所・施設）
介護等体験費
博物館実習費
社会教育実習費 大　　　 学 　　　院
医療秘書実習費 金　額
図書館司書課程登録費 実　費

社会教育主事課程登録費

公認心理師実習登録費

　４．交換留学生寮（コーポ　サンライト）

　５．証明書等手数料　 　（単位　円） 
種　　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

在学証明書

成績証明書 100 単位修得証明書 100

卒業（ 100

学位授与証明書 100

証明書 100 学生証再交付

教育職員免許状取得見込証明書 100 学長推薦状 100

100 100

100

健康診断証明書 100
幼稚園教諭免許所有者
保育士試験免除科目専修証明書 100

35,000
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　３．資格課程納付金（履修者のみ） （単位　円）

　 大　　　　　　　　学 短　　期　　大　　学
種　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

教育実習費（　幼　）
）　小　（ 　　〃　　
）高・中（ 　　〃　　
）　中　（ 　　〃　　
）　高　（ 　　〃　　

）援支別特（ 　　〃　　
）護　養（ 　　〃　　 プレゼンテーション実務士課程登録費

保育実習費（保育所・施設）
介護等体験費
博物館実習費
社会教育実習費 大　　　 学 　　　院
医療秘書実習費 金　額
図書館司書課程登録費 実　費

社会教育主事課程登録費

公認心理師実習登録費

　４．交換留学生寮（コーポ　サンライト）

　５．証明書等手数料　 　（単位　円） 
種　　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

在学証明書

成績証明書 100 単位修得証明書 100

卒業（ 100

学位授与証明書 100

証明書 100 学生証再交付

教育職員免許状取得見込証明書 100 学長推薦状 100

100 100

100

健康診断証明書 100
幼稚園教諭免許所有者
保育士試験免除科目専修証明書 100

35,000

　６．駐車場利用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

　　但し，身体的理由（病気・障害等）により特別に許可を受けた者は徴収しない。

　 （徴収方法）
第３条　徴収については，別段の定めがあるもののほかは，出納責任者が行う。

　 （納入した諸費用）
第４条　既納の諸費用は，原則として返付しない。

　　　附　則
１　この規程は，平成８年９月26日から施行し，平成８年４月１日から適用する。
２　この改正規程は，改正の日から施行する。
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就実大学・就実短期大学後援会会則

制　　定　昭和29年６月１日

最終改正　令和２年４月１日

第１条　本会は就実大学・就実短期大学後援会と称する。

第２条　本会は次の諸項を目的とする。

　一　本学の教育研究環境整備に関する事項

　二　学生の研究助成に関する事項

　三　学生の就職指導及びあっせんの助成に関する事項

　四　学生の厚生及び保健の助成に関する事項

　五　会員の親睦に関する事項

　六　その他本会の目的達成に必要な事項

第３条　本会は次の会員をもって組織する。

　　　　　正　会　員　　本学学生の父母兄姉等保証人

　　　　　賛助会員　　　特に本会の趣旨に賛同する関係者

第４条　本会に次の役員を置く。

　　　　　会　　長　　　１　名

　　　　　副 会 長　　　２　名

　　　　　評 議 員　　　若干名

　　　　　監査委員　　　２　名

第５条　役員の任期は一年とする。ただし重任は妨げない。

　　　　補充役員の任期は前任者の残任期間とする。

第６条　役員の選任は次の方法による。

　　　�　会長，副会長及び監査委員は評議員会において選任する。評議員は正会員の中から学年単位に各数名を互

選し，別に会長の委嘱によるもの若干名を加える。

第７条　役員の任務は次のとおりとする。

　　　　会長は会務を総理し会議を司会する。

　　　　副会長は会長を補佐し，会長に事故があるときはその職務を代行する。

　　　　評議員は会長の諮問に応じ会員を代表して会務の重要事項を審議する。

　　　　監査委員は会計を監査する。

第８条　本会に顧問を置くことができる。

　　　　顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。

第９条　本会は次の会議を行う。

　　　　　総　　　会　原則として年１回これを開き会務の重要事項を審議し決議する。

　　　　　役　員　会　年数回定期又は臨時にこれを開く。

　　　　　　　　　　　やむを得ない場合は役員会の議決をもって総会の議決に代えることができる。

　　　　　専門委員会　必要に応じこれを設けることができる。

　　　　　　　　　　　委員会の構成その他については会長が定める。
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　　　　その他会員の要求により必要な諸会合を行う。

第10条　本会の経費は会員の会費，入会金，一般篤志者の寄附金その他をもって充てる。

第11条　会費は年額30,000円とする。

　　　　入会金は2,000円とする。

　　　　ただし賛助会員は任意とする。

第12条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第13条　本会は事務所を大学内に置く。

第14条　本会則に基づき必要に応じて細則を定める。

　　　附　則

１　この会則は，昭和29年６月１日から施行する。

２　この改正会則は，改正の日から施行する。

３　第２条及び第11条の改正は，令和２年４月１日から施行する。
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就実大学表現文化学会会則

制　　定　昭和54年４月１日

改　　正　平成28年４月１日

第１条　本会は就実大学表現文化学会と称する。

第２条　本会は広く日本語学，日本文学，表現創造及び国語教育等に関する研究啓発をはかり，あわせて会員相互

の親睦をはかることを目的とする。又国語教育部会を設ける。

第３条　本会は就実大学人文科学部表現文化学科教育職員，旧日本文学科及び表現文化学科卒業生，表現文化学科

学生，国語教育等に携わる者及び本会の趣旨に賛同するものによって構成される。

第４条　本会の会員は一般会員，卒業生全員及び維持会員とする。

　ただし，維持会員の諸権限は一般会員と同等とする。

第５条　本会は第２条の目的を達成するために次の事業を行う。

　一　機関誌「就実表現文化」の発行

　二　会報の発行

　三　研究発表会及び講演会の開催

　四　公開講座の企画・運営

　五　中等・高等国語教員の情報交換と交流

　六　その他

第６条　本会に次の役員をおく。

　一　会長１名（表現文化学科科長がこれにあたる）

　二　評議員若干名

　　　評議員は総会において，第３条に規定する構成員の中から選出する。

　　　評議員は，評議員会を構成し，重要な事項の審議にあたり，事務を執行する。

第７条　評議員の任期は１年とする。

　ただし，再任は妨げない。

第８条　総会は会長が招集し，毎年１回これを開く。

　ただし，評議員会が必要と認めたとき，会長は臨時総会を招集することができる。

第９条　総会の決議事項は，出席者の過半数の賛同によって決議する。

第10条　本会の経費は会費その他の収入をもってこれに充てる。

第11条　会費は年額1,000円とする。

　ただし，維持会員の会費は年額3,000円とする。卒業生会員には会費を課さない。

第12条　本会の会計年度は４月１日から翌年３月末日までとし，定例総会において会員に報告し，その承認を得る

ものとする。

第13条　会則変更を必要とする場合は，評議員会において審議し，総会の承認を経なければならない。

第14条　この会則に定めるもののほか，必要な事項は評議委員会，総会で審議し，決定する。

　　　附　則

１　この会則は，昭和54年４月１日から施行する。

２　この改正会則は，改正の日から施行する。
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就実大学英文学会会則

制　　定　昭和54年４月１日

改　　正　平成15年４月１日

第１条　本会は就実大学英文学会と称する。

第２条　本会は英米文学，英語学及び英語教育その他関連領域に関する学術研究を行い，あわせて会員相互の研究

上の提携と親睦を図ることを目的とする。

第３条　本会は上記の目的を達成するために下記の事業を行う。

　一　機関誌の発行

　二　会誌の発行

　三　研究会，講演会及び公開講座の開催

　四　その他本会の適当と認める事業

第４条　本会の会員は維持会員及び一般会員とする。

　　　　�維持会員は就実大学・就実短期大学において英語・英米文学，英語学及び英語教育その他関連領域を担当

する教職員及び本会の趣旨に賛同するものとする。

　　　　一般会員は実践英語学科学生及び卒業生とする。

　その他，本会の発展のため，特別会員をおくことができる。

第５条　会費は次のとおりとする。

　一　維持会員　年額　3,000 円

　二　一般会員　年額　1,000 円

　三　特別会員　会費の徴収は行わない。

第６条　会員は同一の権限，権利を有し，機関誌，会誌の配布を受け，研究及び発表の便宜が与えられる。

第７条　本会に次の役員をおく。

　一　会　　長　１　名　本学実践英語学科科長がこれにあたる。

　二　運営委員　若干名　維持会員及び一般会員の中から選出する。

　　　役員の任期はいずれも１年とし，再任は妨げない。

第８条　会長は会務を総括し，原則として年１回総会を召集する。

　　　　運営委員は運営委員会を構成し，会の運営，企画，会計，機関誌及び会誌の編集などを行う。

第９条　本会の経費は会費その他の収入をもってこれに充てる。

　　　　会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。毎年１回会計報告を行う。

第10条　この会則の変更は運営委員会の発意により，総会の承認を受けてこれを行う。
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就実大学史学会会則

制　　定　昭和60年４月１日

改　　正　平成15年４月１日

第１条　本会は就実大学史学会と称する。

第２条�　本会は歴史及び歴史教育に関する学術研究を行い，併せて会員相互の研究上の提携と親睦を図ることを目

的とする。

第３条　本会は上記の目的を達成するために次の事業を行う。

　一　機関誌の発行

　二　会報の発行

　三　研究発表会及び講演会

　四　公開講座

　五　その他本会の適当と認める事業

第４条　本会の会員は維持会員及び一般会員とする。

　一　維持会員は本学総合歴史学科教職員及び本会の趣旨に賛同するものとする。

　二　一般会員は本学総合歴史学科学生及び卒業生とする。

第５条　会員は同一の権限，権利を有し，機関誌，会報の配布を受け，研究及び発表の便宜が与えられる。

第６条　本会に次の役員をおく。

　一　会長１名　　総合歴史学科長がこれにあたる。

　二　運営委員　　維持会員及び一般会員の中から選出する。役員の任期はいずれも１年とし，再任を妨げない。

第７条　会長は会務を総括し，年１回総会を招集する。

　　運営委員は運営委員会を構成し，会の運営，企画，会計，機関誌及び会報の編集等を行う。

第８条　会費は次のとおりとする。

　一　維持会員　　年額　1,000円

　二　一般会員　　年額　1,000円

第９条　本会の経費は会費その他の収入を以てこれに充てる。

　　会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。毎年ｌ回会計報告を行う。

第10条�　機関誌に掲載される論文等は原則として全て「就実学術成果リポジトリ」における電子アーカイブ化の対

象とする。

第11条　会則の変更は運営委員会の発意により，総会の承認を受けてこれを行う。
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就実大学同窓会会則

制定　昭和58年３月19日
改正　令和４年６月25日

第　１　章　　総　　　　　則
第１条　本会は就実大学同窓会と称する。

第２条　本会は会員相互の親睦，向上を図ると共に，大学の発展に寄与することを目的とする。

第３条　本会は事務所を就実大学内に置く。

第　２　章　　会　　　　　員
第４条　本会は次の会員をもって組織する。

　一　通常会員　就実大学及び就実女子大学（以下就実大学という）卒業生

　二　特別会員　就実大学現旧教職員

　　　その他幹事会の推薦又は承認によって特別会員又は通常会員とすることができる。

第　３　章　　役　　　　　員
第５条　本会には次の役員を置く。

　一　会　　　長　　１　名　通常会員より選出する

　二　副　会　長　　２～３　名　通常会員より選出する

　　会長，副会長は幹事会において選出する

　三　幹　　　事　　若干名　会員の互選とする

　四　常 任 幹 事　　若干名　幹事の中から会長が委嘱する

　五　庶 務 会 計　　若干名　会長が委嘱する

　六　監　　　事　　若干名　会長が委嘱する

　七　顧　　　問　　若干名　必要に応じて会長が委嘱する

　　役員の任期は２年とする。ただし重任を妨げない。

第６条　本会の役員は次の事務を処理する。

　一　会長は会務を統轄する

　二　副会長は会長を補佐し，会長差し支えのときはその職務を代行する

　三　幹事は幹事会を組織し，本会の運営に当たる

　四　常任幹事は常任幹事会を組織し，会務の執行に当たる

　五　庶務会計は会長の命を受けて庶務・会計の事務をつかさどる

　六　監事は会計事務を監査する

　七　顧問は会長の諮問に応じる

第　４　章　　事業および会費
第７条　本会は第２条の目的達成のため次の事業を行う。

　一　会報の発行（会計・会務の報告）

　二　同窓会名簿の作成

　三　講演会・講習会の開催

　四　就実大学入学祝い金（なでしこ基金）の運営
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　五　その他本会の目的達成上必要な事項

第８条　本会の経費は次のものをもって充てる。

　一　会　　　費　　入学年度から４年間で20,000円（年額  5,000円）

　二　特別寄付金

第９条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第　５　章　　会　　　　　議
第10条　本会の会議は次のとおりとする。

　一　総　　　会　　会長が必要と認めたとき招集する

　二　幹　事　会　　毎年１回以上会長が招集する

　三　常任幹事会　　会長が必要と認めたとき招集する

　四　正副会長会　　会長が認めたとき招集する

　五　その他の会　　会長が必要と認めたとき招集し，設置する

第11条　本会の幹事会において行う事項は次のとおりとする。

　一　役員の選出および承認

　二　会務の報告

　三　予算の決議および決算の承認

　四　会則の変更

　五　細則の決定

　六　その他会長が必要と認める事項

第12条　本会の常任幹事会において行う事項は次のとおりとする。

　一　事業の執行

　二　細則の作成

　三　幹事会提出議題の作成

　四　その他会長の必要と認める事項

第13条　本会は会員が多数在住する地方には，該当会員多数の希望により幹事会の承認を経て，本会支部を設ける

ことができる。支部に関する規程は別に定める。

　　　附　則

１　この会則は，昭和58年３月19日から施行する。

２　この会則は，令和４年４月１日から施行する。



教育の目的

就 実 大 学 大 学 院

本大学院は，建学の精神に基づき，人間性を尊重し，地球規模の視野に立つ豊かな学識，教養
を培い，専攻分野の研究において学術，文化の進展に寄与するとともに，高度の専門的知識を活
用して社会に貢献する職業的能力を備えた人材を育成することを目的とする。（就実大学大学院
学則第２条）

広い視野に立って深い学識を授け，各分野における研究能力をいっそう高めるとともに，現代社
会で必要とされる表現力・実践力・応用力に磨きをかけ，今日の複雑な諸課題への対応能力をそ
なえた人材を育成することを目的とする。

研究科の人材育成および教育研究の目的

建学の精神

　「去華就実」は，明治41年（1908年）に発布された戊申詔書の中に出てくる「華を去り，実に
就く」の漢語表現であり，本学はこれを建学の精神にしている。明治44年以来用いられている  
「就実」という校名もここから来ている。
　この言葉には，外見の華やかさに心奪われるのでなく，内面の豊かさや知性，社会に貢献でき
る実践的な能力などを身につけること，という高い志が込められている。

去華就実





人文科学研究科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（修了認定及び学位授与の方針）
所定の単位を修得し修士論文を完成させるなかで，人文科学分野全体を見渡す広い視野と自らの研究課題を見

つけ出す鋭敏な問題意識，そして課題に粘り強く取り組んで解明を目指す探求力を備え，かつ下記の諸能力を身

につけたと認められる学生に，修士（人文科学）の学位を授与する。

１．研究に関わる情報を十分に収集し，適切に整理する能力

２．収集・整理した情報を分析して，問題の所在を把握する能力

３．多方面から，主体的かつ柔軟に問題解決を試みる能力

４．自らの問題関心や研究成果を，適切に外部に発信できる能力

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
人文科学研究科にふさわしい広い視野と鋭敏な問題意識，粘り強い探求力を備えた学生を育成するために，以

下の教育課程編成の方針を定める。

１．教育内容

研究に関わる情報収集・整理の能力，問題の所在を把握する能力を培うための共通履修科目として，A. 言語・

文化・歴史探究分野と B. 表現・実践・歴史活用分野の2分野を置く。A は修士論文作成のため，問題設定や資

料の収集・整理・分析などにわたり，学問的基礎力を高めることを目的とする。B は幅広い学問領域の知識を

獲得するとともに，自己の研究成果を社会的に応用・活用する方法を身につけることを目的とする。

２．教育方法

多方面から主体的かつ柔軟に問題を解決できる能力を培うため，少人数の講義・演習を主とし，学生の能動性・

主体性を引き出す授業を行う。特に A. 言語・文化・歴史探究分野は演習形式とし，学生が自ら設定した研究

課題に対して適切な指導を行い，修士論文の作成を支援する。また，自らの問題関心や研究成果を適切に外部

に発信できる能力を培うため，中間報告や口頭試問などの発表の場を設ける。以上を通じて，学生が自ら設定

した研究課題に対して適切な指導を行い，修士論文の作成を支援する。

３．評価

成績評価は，各科目のシラバスに評価の対象や基準を示し，それに基づいて行う。

修士論文については，年 1 回の中間報告を行った上で作成・提出されたものを複数の教員が査読し，口頭試

問を経て本研究科の評価基準を満たしたものを合格とする。

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
「カリキュラム・ポリシー」に則って十分有効な教育を行い，「ディプロマ・ポリシー」に適う人材を育成する

ため，入学学生には下記の条項を満たすことを求める。

１．日本語・日本文学・英語・英米文学・歴史学いずれかの専門領域において，自ら研究テーマを設定できる

２．研究を予定しているテーマの資料処理に必要な基礎的言語能力（古文・漢文・英語ほか各国言語読解能力）

を備えている

３．研究を予定しているテーマ及び関連領域について，学士課程修了相当以上の十分な知識・技能を有している

４．自らの研究テーマについて，口頭及び文章で明確な説明ができる

大学院学則
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学生支援方針

【基本方針】
就実大学・就実短期大学は，「去華就実」の基本理念に基づき，創造性・主体性・実践力を備えた人間性豊かな

人材の育成を目標として，全学が協力し，すべての学生に対して，適切な修学支援，学生生活支援，キャリア支

援を行う。

【修学支援方針】
円滑な学修が継続できる指導・相談体制を整える。

留年，休学，退学する学生の状況把握と分析に基づいて実効性のある支援を行う。

障がいのある学生一人ひとりに応じた支援を着実丁寧に行う。

海外留学・語学研修・国際交流を積極的に支援する。

【学生生活支援方針】
学生が心身ともに安定した学生生活が送ることができるよう，学生のニーズに応える実効性のある支援を行う。

学生が経済的事情により休学や退学に陥らないよう，奨学金の充実を図る。

学生の自主的な活動を奨励し，学友会，クラブ・サークル，ボランティア等の正課外活動や社会活動を積極的

に支援する。

【キャリア支援方針】
学生の社会的・職業的な自立に向け，主体的に人生をデザインし，進路選択するための知識，能力，態度を育

成することを目指してキャリア支援を行う。

学生の希望する進路選択を実現するため，一人ひとりに応じた就職支援を着実丁寧に行う。

初年次教育との連携を図り，低年次からのキャリア形成に向けて支援を行う。
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就 実 大 学 大 学 院 学 則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 本学則は，就実大学（以下「本学」という。）学則第５条の規定に基づき，就実大学大学院

（以下「本大学院」という。）に関し必要な事項を定める。

（目的）

第２条 本大学院は，建学の精神に基づき，人間性を尊重し，地球規模の視野に立つ豊かな学識，教

養を培い，専攻分野の研究において学術，文化の進展に寄与するとともに，高度の専門的知識を活

用して社会に貢献する職業的能力を備えた人材を育成することを目的とする。

（自己評価等）

第３条 本大学院は，教育研究水準の向上を図るとともに，前条の目的及び社会的使命を達成するた

め，教育研究活動の状況について自ら点検，評価，改善を行う。

２ 前項の点検，評価，改善を行うため，本大学院に自己点検・評価・改善委員会を置く。

３ 自己点検・評価・改善委員会に関する規程は別に定める。

（課程，研究科，専攻及び収容定員）

第４条 本大学院の課程は，修士課程及び博士課程とする。

２ 本大学院に設置する研究科，専攻及び収容定員は次のとおりとする。

研 究 科 専 攻 入学定員 収容定員

人文科学研究科

（修士課程）
人文科学専攻 １０名 ２０名

教育学研究科

修士課程
教育学専攻 ８名 １６名

医療薬学研究科

（博士課程）
疾病治療薬学専攻 ４名 １６名

（研究科の人材育成の目的及びその他教育研究上の目的）

第４条の２ 研究科における人材の育成に関する目的及びその他教育研究上の目的は次のとおりとす

る。

研究科 専 攻 目 的

人文科学研究科

（修士課程）
人文科学専攻

広い視野に立って深い学識を授け，各分野における研究

能力をいっそう高めるとともに，現代社会で必要とされ

る表現力・実践力・応用力に磨きをかけ，今日の複雑な

諸課題への対応能力をそなえた人材を育成することを目

的とする。

教育学研究科

修士課程
教育学専攻

現代の教育をめぐる諸問題に高い見識と実践力をもって

，教育実践，教育支援あるいは心理支援を担う人材の育

成を目的とする。そのため，課題探求意識のもと，理論

と実践の統合をはかり，現代の教育現場・心理臨床現場

に活用し得る教育・研究能力を涵養する。

医療薬学研究科

（博士課程）
疾病治療薬学専攻

医療人としての高い倫理観を持ち，科学の発展及び人々の

健康と福祉に貢献するための高度な専門性と優れた研究能

力を有する指導的人材の育成を目的とする。

大学院学則

学
則（
院
）
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（修士課程修業年限及び在学年限）

第５条 本大学院研究科修士課程の修業年限は２年とする。

２ 本大学院研究科修士課程の学生は４年を超えて在学することができない。

（博士課程修業年限及び在学年限）

第５条の２ 本大学院研究科博士課程の修業年限は４年とする。

２ 本大学院研究科博士課程の学生は８年を超えて在学することができない。

（長期履修制度）

第５条の３ 第５条及び第５条の２の規定にかかわらず，本大学院研究科において，修業年限を超え

て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する者があるときは，研究科

委員会において相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が

許可することができる。

２ 長期履修学生に関する規程は別に定める。

第２章 職員組織

（職員組織）

第６条 研究科における授業及び研究指導は，教授が担当する。ただし，必要があるときは，准教授

又は講師，助教に分担させることができる。

２ 大学院に関する事務は，大学の事務組織がこれにあたる。

（職員の職務）

第７条 職員の職務は，学校教育法及び就実学園就業規則の定めるところによる。

第３章 大学教育研究評議会，研究科委員会

（大学教育研究評議会）

第８条 本学に，教育研究に関する重要な事項を審議するため大学教育研究評議会（以下「評議

会」という。）を置く。

（評議会の構成）

第８条の２ 評議会は，学長，副学長，研究科長，学部長及び事務部長をもって構成する。

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，評議会を構成する者以外の者の出席

を求めることができる。

（評議会の役割・権限）

第８条の３ 評議会は学長の諮問機関とし，教育研究に関する重要な事項で学長が必要と認めた

ものを審議する。

２ 評議会に関する規程は，学長が別に定める。

（各種委員会の設置）

第８条の４ 評議会のもとに，各種委員会を置く。

２ 各種委員会に関する規程は別に定める。

（研究科長）

第９条 研究科に研究科長を置く。

２ 研究科長は研究科に関する事項を掌理する。

（研究科委員会の構成）

第９条の２ 本大学院に，研究科委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は研究科長及び研究指導担当者をもって構成する。ただし，委員会が必要と認めたとき

は，研究指導補助者を加えることができる。
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（委員会の役割・権限）

第 条 委員会は，学長の諮問機関とし，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を

述べるものとする。

一 学生の入学，課程の修了

二 学位の授与

三 前二号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，学長が委員会の意見を聴くこと

が必要であると認めるもの

２ 委員会は，前項に規定するもののほか，学長及び研究科長がつかさどる教育研究に関する事項に

ついて審議し，及び学長等の求めに応じ，意見を述べることができる。

３ 委員会に関する規程は学長が別に定める。

第４章 学年，学期及び休業日

（学年，学期及び休業日）

第 条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 日に終わる。

第 条 学年を次の２学期に分ける。

前学期 ４月１日から９月 日まで

後学期 月１日から翌年３月 日まで

第 条 休業日は，次のとおりとする。

一 日曜日

二 国民の祝日に関する法律に規定する休日

三 学園創立記念日 ５月 日

四 夏期休業日 ８月１日から９月 日まで

五 冬期休業日 月 日から翌年１月７日まで

六 学年末休業日 ３月 日から３月 日まで

２ 必要がある場合においては，学長は，前項の規定に関わらず，臨時に休業日を設け又は休業日を

変更することができる。

第５章 教育方法及び履修方法

（教育方法）

第 条 本大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に関する指導（以下「研究指導」

という。）によって行う。

２ 委員会において教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期

において授業又は研究指導を行うことができる。

（授業科目及び単位数）

第 条 本大学院において開設する授業科目と単位数は別表 １ ２ ３ のとおりとする。

（授業の方法）

第 条の２ 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う

ものとする。

２ 前項の授業は，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させること

ができる。

３ 第１項の授業は，外国において履修させることができる。

前項の規定により，多様なメディアを高度に利用して当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場

合についても，同様とする。

４ 第１項の授業の一部を，校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。

５ 第２項に関し必要な事項は，別に定める。

（修士課程修業年限及び在学年限）

第５条 本大学院研究科修士課程の修業年限は２年とする。

２ 本大学院研究科修士課程の学生は４年を超えて在学することができない。

（博士課程修業年限及び在学年限）

第５条の２ 本大学院研究科博士課程の修業年限は４年とする。

２ 本大学院研究科博士課程の学生は８年を超えて在学することができない。

（長期履修制度）

第５条の３ 第５条及び第５条の２の規定にかかわらず，本大学院研究科において，修業年限を超え

て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する者があるときは，研究科

委員会において相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が

許可することができる。

２ 長期履修学生に関する規程は別に定める。

第２章 職員組織

（職員組織）

第６条 研究科における授業及び研究指導は，教授が担当する。ただし，必要があるときは，准教授

又は講師，助教に分担させることができる。

２ 大学院に関する事務は，大学の事務組織がこれにあたる。

（職員の職務）

第７条 職員の職務は，学校教育法及び就実学園就業規則の定めるところによる。

第３章 大学教育研究評議会，研究科委員会

（大学教育研究評議会）

第８条 本学に，教育研究に関する重要な事項を審議するため大学教育研究評議会（以下「評議

会」という。）を置く。

（評議会の構成）

第８条の２ 評議会は，学長，副学長，研究科長，学部長及び事務部長をもって構成する。

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，評議会を構成する者以外の者の出席

を求めることができる。

（評議会の役割・権限）

第８条の３ 評議会は学長の諮問機関とし，教育研究に関する重要な事項で学長が必要と認めた

ものを審議する。

２ 評議会に関する規程は，学長が別に定める。

（各種委員会の設置）

第８条の４ 評議会のもとに，各種委員会を置く。

２ 各種委員会に関する規程は別に定める。

（研究科長）

第９条 研究科に研究科長を置く。

２ 研究科長は研究科に関する事項を掌理する。

（研究科委員会の構成）

第９条の２ 本大学院に，研究科委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は研究科長及び研究指導担当者をもって構成する。ただし，委員会が必要と認めたとき

は，研究指導補助者を加えることができる。
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（履修方法）

第 条 研究科における授業科目の履修方法と研究指導の方法については別に定める。

（指導教授）

第 条 授業科目の履修の指導及び研究指導を行うため，各学生に指導教授を定める。

（単位の授与）

第 条 授業科目を履修し，その試験または研究報告の審査に合格した者には，所定の単位を与え

る。

２ 単位修得の認定は，担当教員が行う。

（単位の計算方法）

第 条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考

慮して，次の基準により計算するものとする。

一 講義については， 時間の授業をもって１単位とする。

二 演習については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする。

三 実験，実習及び実技等については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする。

四 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については，その組み合わせに応じ，前三号に規定する基準を考慮して本学が定める時間

の授業をもって１単位とする。

（成績の評語）

第 条 成績の評語は， 点以上を秀， 点以上を優， 点以上を良， 点以上を可とし， 点未満

を不可とする。

（他大学院における授業科目の履修等）

第 条 委員会において教育上有益と認めるときは，他の大学院との協議に基づき，学生に当該他大

学院の授業科目を履修又は，研究指導を受けさせることができる。ただし，研究指導を受ける期間

は，１年を超えないものとする。

２ 前項の規定により，他の大学院において履修した期間は，大学院の在学期間に算入する。

３ 第１項の規定により履修した授業科目について，修得した単位は，委員会の意見を聴き， 単位

を限度として本大学院で修得したものとして学長が認めることができる。

４ 認定単位は，前項の単位と第 条の単位と合わせて 単位を超えないものとする。

（他の研究科等における授業科目の履修等）

第 条の２ 委員会において教育上有益と認めるときは，本大学院の他の研究科との協議に基づ

き，学生に当該他研究科の授業科目を履修させることができる。

２ 前項の規定により履修した授業科目について，修得した単位は，委員会の意見を聴き，８単

位を限度として本大学院で修得したものとして学長が認めることができる。

（既修得単位の取扱）

第 条 本大学院に入学する以前に他の大学院において修得した既修得単位については，研究科にお

いて教育上有益と認めるときは，委員会の意見を聴き， 単位を限度として本大学院において修得

した単位として学長が認めることができる。

２ 認定単位は，前項の単位と第 条第 項の単位と合わせて 単位を超えないものとする。

第６章 課程修了及び学位

（修士課程修了要件）

第 条 修士課程を修了するためには，本大学院に２年以上在学し，所定の授業科目について 単位

以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士の学位論文の審査及び最終試験に合格しなけ

ればならない。

（博士課程修了要件）

第 条の２ 博士課程を修了するためには，本大学院に４年以上在学し，所定の授業科目について
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単位以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士の学位論文の審査及び最終試験に合格し

なければならない。ただし 在学期間に関し，優れた研究業績をあげた者については，特例として３

年以上在学すれば修業年限を短縮することができるものとする。

２ 修業年限の短縮に関する規程は別に定める。

（修士課程修了の認定）

第 条 修士課程修了の認定は，委員会の意見を聴き，学長が修士課程修了の認定を行う。

（博士課程修了の認定）

第 条の２ 博士課程修了の認定は，委員会の意見を聴き，学長が博士課程修了の認定を行う。

（学位）

第 条 修士課程を修了した者に，人文科学研究科人文科学専攻には修士（人文科学），教育学研究

科教育学専攻には修士（教育学）の学位を授与する。

２ 博士課程を修了した者に，博士（医療薬学）の学位を授与する。

３ 学位の授与に関する規程は別に定める。

（教育職員免許状）

第 条 本大学院において，教育職員免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法及び同法施行

規則に定める必要単位数を修得しなければならない。

２ 本大学院において，取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりである。

研究科 専攻 免許状の種類 免許教科

人文科学研究科 人文科学専攻

高等学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状

国語

国語

高等学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状

外国語 英語

外国語 英語

高等学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状

地理歴史

社会

教育学研究科 教育学専攻

幼稚園教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状

養護教諭専修免許状

特別支援学校教諭専修免許状

３ 中学校教諭専修免許状を取得するには中学校教諭一種免許状，高等学校教諭専修免許状を取得す

るには高等学校教諭一種免許状のそれぞれの所要資格を満たし，かつ大学院での必要単位数を修得

すること。

４ 幼稚園教諭専修免許状を取得するには幼稚園教諭一種免許状，小学校教諭専修免許状を取得する

には小学校教諭一種免許状，養護教諭専修免許状を取得するには養護教諭一種免許状のそれぞれの

所要資格を満たし，かつ大学院での必要単位数を修得すること。

５ 特別支援学校教諭専修免許状を取得するには幼稚園教諭一種免許状，小学校教諭一種免許状，中

学校教諭一種免許状，高等学校教諭一種免許状のいずれかの所要資格を満たし，かつ大学院での必

要単位数を修得すること。

（臨床心理士試験受験資格）

第 条の２ 教育学専攻において臨床心理士受験資格を取得しようとする者は，公益財団法人日本臨

床心理士資格認定協会臨床心理士資格に関する大学院指定運用内規に定める所要要件を満たし，か

つ大学院での必要単位数を修得すること。

（公認心理師試験受験資格）

第 条の３ 教育学専攻において公認心理師の受験資格を得ようとする者は，大学において公認

心理師法施行規則に定める所要要件を満たし，かつ大学院での必要科目を修めなければならな

い。

（履修方法）

第 条 研究科における授業科目の履修方法と研究指導の方法については別に定める。

（指導教授）

第 条 授業科目の履修の指導及び研究指導を行うため，各学生に指導教授を定める。

（単位の授与）

第 条 授業科目を履修し，その試験または研究報告の審査に合格した者には，所定の単位を与え

る。

２ 単位修得の認定は，担当教員が行う。

（単位の計算方法）

第 条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考

慮して，次の基準により計算するものとする。

一 講義については， 時間の授業をもって１単位とする。

二 演習については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする。

三 実験，実習及び実技等については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする。

四 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については，その組み合わせに応じ，前三号に規定する基準を考慮して本学が定める時間

の授業をもって１単位とする。

（成績の評語）

第 条 成績の評語は， 点以上を秀， 点以上を優， 点以上を良， 点以上を可とし， 点未満

を不可とする。

（他大学院における授業科目の履修等）

第 条 委員会において教育上有益と認めるときは，他の大学院との協議に基づき，学生に当該他大

学院の授業科目を履修又は，研究指導を受けさせることができる。ただし，研究指導を受ける期間

は，１年を超えないものとする。

２ 前項の規定により，他の大学院において履修した期間は，大学院の在学期間に算入する。

３ 第１項の規定により履修した授業科目について，修得した単位は，委員会の意見を聴き， 単位

を限度として本大学院で修得したものとして学長が認めることができる。

４ 認定単位は，前項の単位と第 条の単位と合わせて 単位を超えないものとする。

（他の研究科等における授業科目の履修等）

第 条の２ 委員会において教育上有益と認めるときは，本大学院の他の研究科との協議に基づ

き，学生に当該他研究科の授業科目を履修させることができる。

２ 前項の規定により履修した授業科目について，修得した単位は，委員会の意見を聴き，８単

位を限度として本大学院で修得したものとして学長が認めることができる。

（既修得単位の取扱）

第 条 本大学院に入学する以前に他の大学院において修得した既修得単位については，研究科にお

いて教育上有益と認めるときは，委員会の意見を聴き， 単位を限度として本大学院において修得

した単位として学長が認めることができる。

２ 認定単位は，前項の単位と第 条第 項の単位と合わせて 単位を超えないものとする。

第６章 課程修了及び学位

（修士課程修了要件）

第 条 修士課程を修了するためには，本大学院に２年以上在学し，所定の授業科目について 単位

以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士の学位論文の審査及び最終試験に合格しなけ

ればならない。

（博士課程修了要件）

第 条の２ 博士課程を修了するためには，本大学院に４年以上在学し，所定の授業科目について
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第７章 入学，留学，休学，退学，復学及び除籍，復籍等

（入学の時期）

第 条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，委員会が十分な理由があると認めたときは，教

育研究上支障がない場合に限り，学期の始めとすることができる。

（修士課程の入学資格）

第 条 本大学院の修士課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。

一 大学を卒業した者

二 学校教育法第 条第４項の規定により，学位授与機構から学士の学位を授与された者

三 外国において，学校教育における 年の課程を修了した者

四 文部科学大臣の指定した者

五 本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で 歳に達した者

六 本大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

（博士課程の入学資格）

第 条の２ 本大学院医療薬学研究科の博士課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当

する者とする。

一 大学（６年制薬学部）を卒業した者

二 大学の医学部，歯学部，獣医学部（標準年限を６年とする課程）を卒業した者

三 大学院において，個別の入学資格審査により，大学（６年制薬学部）を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で 歳に達した者

（入学志願の手続）

第 条 本大学院に入学を志願する者は，本大学院所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければ

ならない。

２ 入学検定料の金額は別に定める。

３ 本大学院において特に必要があると認めた者は，入学検定料を減免することができる。

４ 入学検定料の減免に関する規程は別に定める。

５ 提出の時期，方法，同時に提出すべき書類等については別に定める。

（入学者の選考）

第 条 前条の入学志願者については別に定めるところにより，選考を行う。

（入学手続及び入学許可）

第 条 前条の選考の結果に基づき合格通知を受けた者は，所定の期日までに，入学金その他の学納

金及び本大学院の指定する書類を提出しなければならない。

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（転入学）

第 条の２ 他の大学院の学生が，当該大学長の許可を得て本大学院に転入学を願い出たときは，定

員に余裕のある場合に限り，選考のうえ委員会の意見を聴き，学長が相当年次に入学を許可するこ

とができる。

２ 転入学の場合に必要な手続は別に定める。

（再入学）

第 条の３ 願いにより本大学院を退学した者又は第 条第一号により除籍された者が再入学を希望

するときは，定員に余裕のある場合に限り，選考のうえ委員会の意見を聴き，学長が相当年次に入

学を許可することができる。

（転学）

第 条の４ 本大学院から他の大学院への転学を希望する者は，その事由を具して学長に願い出て，

許可を受けなければならない。
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２ 転学の場合に必要な手続は別に定める。

（留学）

第 条 研究科において教育研究上有益と認めるときは，外国の大学院又はこれに相当する高等教育

機関等（以下「外国の大学院等」という。）との協議に基づき大学院の学生が当該外国の大学院等

に留学することを認めることができる。

２ 前項の規定により留学した期間は，第５条の修業年限に算入することができる。

３ 留学中に外国の大学院等で修得した単位の認定については第 条の規定を準用する。

（退学）

第 条 退学しようとする者は，学長の許可を受けなければならない。

（休学）

第 条 疾病その他やむを得ない事由により３か月以上修学することのできない者は，学長の許可を

得て休学することができる。

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については，学長は休学を命ずることがで

きる。

（休学期間）

第 条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし，特別の事由がある場合は，引続き更に

１年まで延長することができる。

２ 休学の期間は，通算して２年を超えることができない。

３ 休学の期間は，第５条第２項の在学年限に算入しない。

（復学）

第 条 休学の期間中にその事由が消滅した場合は，学長の許可を得て復学することができる。

（除籍）

第 条 次の各号の一に該当する者は，研究科委員会の意見を聴き，評議会で審議し，学長が除籍す

る。

一 授業料及び教育充実費（以下「学費」という。）その他の学納金の納付を怠り，督促してもな

お納付しない者

二 第５条第２項に定める在学年限を超えた者

三 第 条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者

四 死亡または長期間にわたり行方不明の者

五 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

２ 前項第五号に関し必要な事項は，研究科ごとに定める。

（復籍）

第 条の２ 前条第一号により除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の学費その他の納付金を

納付し，復籍の願い出があった場合には，評議会で審議し，学長が復籍を許可することができる

２ 前項の場合，除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したものとして認

めることがある。この認定は委員会の意見を聴き，学長が行う。

第８章 授業料，入学金その他の費用

（入学金の納付）

第 条 本大学院に入学する者は，入学金を納付しなければならない。

２ 入学金の額は， 円とする。

３ 納付した入学金は，返付しない。

（学費の納付）

第 条 学費は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。ただし，長期履修学生の

学費については別に定める。

２ 学費の年額は下表のとおりとする。

第７章 入学，留学，休学，退学，復学及び除籍，復籍等

（入学の時期）

第 条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，委員会が十分な理由があると認めたときは，教

育研究上支障がない場合に限り，学期の始めとすることができる。

（修士課程の入学資格）

第 条 本大学院の修士課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。

一 大学を卒業した者

二 学校教育法第 条第４項の規定により，学位授与機構から学士の学位を授与された者

三 外国において，学校教育における 年の課程を修了した者

四 文部科学大臣の指定した者

五 本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で 歳に達した者

六 本大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

（博士課程の入学資格）

第 条の２ 本大学院医療薬学研究科の博士課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当

する者とする。

一 大学（６年制薬学部）を卒業した者

二 大学の医学部，歯学部，獣医学部（標準年限を６年とする課程）を卒業した者

三 大学院において，個別の入学資格審査により，大学（６年制薬学部）を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で 歳に達した者

（入学志願の手続）

第 条 本大学院に入学を志願する者は，本大学院所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければ

ならない。

２ 入学検定料の金額は別に定める。

３ 本大学院において特に必要があると認めた者は，入学検定料を減免することができる。

４ 入学検定料の減免に関する規程は別に定める。

５ 提出の時期，方法，同時に提出すべき書類等については別に定める。

（入学者の選考）

第 条 前条の入学志願者については別に定めるところにより，選考を行う。

（入学手続及び入学許可）

第 条 前条の選考の結果に基づき合格通知を受けた者は，所定の期日までに，入学金その他の学納

金及び本大学院の指定する書類を提出しなければならない。

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（転入学）

第 条の２ 他の大学院の学生が，当該大学長の許可を得て本大学院に転入学を願い出たときは，定

員に余裕のある場合に限り，選考のうえ委員会の意見を聴き，学長が相当年次に入学を許可するこ

とができる。

２ 転入学の場合に必要な手続は別に定める。

（再入学）

第 条の３ 願いにより本大学院を退学した者又は第 条第一号により除籍された者が再入学を希望

するときは，定員に余裕のある場合に限り，選考のうえ委員会の意見を聴き，学長が相当年次に入

学を許可することができる。

（転学）

第 条の４ 本大学院から他の大学院への転学を希望する者は，その事由を具して学長に願い出て，

許可を受けなければならない。
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                  （単位：円） 

項目

入学年
授 業 料

教 育

充 実 費

学 費

合 計

令和 年度以降

令和元年度以前

３ 本大学院において特別の事情があると認めた者は，前項の規定にかかわらず，月割分納又は延納

を認めることができる。

（授業料，入学金その他の費用の減免）

第 条の２ 本大学院において特に必要があると認めた者は，授業料，入学金その他の費用を減免す

ることができる。

２ 授業料，入学金その他の費用の減免に関する規程は別に定める。

（退学及び停学の場合の学費）

第 条 退学した者，退学を命ぜられた者及び停学中の者は当該学期の学費全額を納付しなければな

らない。

（休学の場合の学費免除）

第 条 休学した者については次の算式により算出した学費を免除する。

免除額 授業料年額 ×
休学日の当月から復学日の前月までの月数

12
 教育充実費年額 ×

休学日の当月から復学日の前月までの月数

12

２ 端数が生じた場合には， の位以下の数字は切り上げ， 円単位とする。この端数処理は，授業

料又は教育充実費それぞれの減免額算定の最後に一度だけ行うものとし，計算途中において複数回

にわたり行うことはしない。

（在籍料）

第 条の２ 休学した者については，休学期間中，次の算式により算出した在籍料を納付しなければ

ならない。

在籍料の算式

在籍料 × 休学日の当月から復学日の前月までの月数

２ 在籍料は，１か月 円とする。

（その他の費用の納付）

第 条 入学金，学費のほか，実験実習料を徴収することがある。

２ 前項に規定する納付金の金額，納付に必要な手続き等については別に定める。

（納付した授業料等）

第 条 削除

第９章 科目等履修生，特別聴講生，研究生，特別研究生，委託生，

外国人留学生

（科目等履修生）

第 条 大学院の学生以外の者で，本大学院において開設する授業科目の一部を履修しようとする者

があるときは，委員会において相当の資格があると認めた者につき，教育研究に支障がない場合に

限り，学長が科目等履修生として許可し，単位を授与することができる。

２ 科目等履修生については別に定める。

（特別聴講生）

第 条 他の大学の大学院（外国の大学院を含む。）の学生で，本大学院研究科の授業科目を履修し

ようとする者があるときは，当該大学の大学院との協議に基づき，委員会の意見を聴き，特別聴講

生として学長が履修を認めることができる。

２ 特別聴講生については別に定める。

（研究生）
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第 条 本大学院において，特定の事項について研究を志願する者があるときは，委員会において相

当の資格があると認められた者につき，教育研究に支障がない場合に限り，学長が許可することが

できる。

２ 研究生については別に定める。

（特別研究生）

第 条 他の大学の大学院（外国の大学院を含む。）学生で，本大学院において研究指導を受けるこ

とを志願する者があるときは，当該大学の大学院との協議に基づき，委員会の意見を聴き，特別研

究生として学長が許可することができる。

２ 特別研究生については別に定める。

（委託生）

第 条 他の大学院又は公共機関から委託生として推薦された者が，学修を願い出るときは，委員会

において相当の資格があると認めた者につき，本学の教育研究に支障のない場合に限り学長が許可

することができる。

２ 委託生については別に定める。

（外国人留学生）

第 条 外国人で大学院において教育を受ける目的で入国し，本大学院に入学を志願する者があると

きは 選考のうえ委員会の意見を聴き，学長が外国人留学生として許可することができる。

２ 外国人留学生については別に定める。

第 章 賞罰

（表彰）

第 条 学生として表彰に値する行為があった者は，委員会の意見を聴き，学長が表彰することがで

きる。

２ 表彰に関する規程は別に定める。

（懲戒）

第 条 本学の学則に違反し又は学生としての本分に反する行為をした者は，委員会の意見を聴き，

評議会で審議し，学長が懲戒する。

２ 前項の懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。

３ 前項の退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。

一 性行不良で改善の見込みがない者

二 正当な理由がなくて出席が常でない者

三 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者

４ 懲戒に関する規程は別に定める。

第 章 附属施設

（就実心理臨床センター）

第 条 本学に就実心理臨床センターを置く。

２ 就実心理臨床センターに関し必要な事項は別に定める。

（産学官地域連携センター）

第 条 本学に産学官地域連携センターを置く。

２ 産学官地域連携センターに関し必要な事項は別に定める。

（教育開発センター）

第 条 本学に教育開発センターを置く。

２ 教育開発センターに関し必要な事項は別に定める。

附 則

                  （単位：円） 

項目

入学年
授 業 料

教 育

充 実 費

学 費

合 計

令和 年度以降

令和元年度以前

３ 本大学院において特別の事情があると認めた者は，前項の規定にかかわらず，月割分納又は延納

を認めることができる。

（授業料，入学金その他の費用の減免）

第 条の２ 本大学院において特に必要があると認めた者は，授業料，入学金その他の費用を減免す

ることができる。

２ 授業料，入学金その他の費用の減免に関する規程は別に定める。

（退学及び停学の場合の学費）

第 条 退学した者，退学を命ぜられた者及び停学中の者は当該学期の学費全額を納付しなければな

らない。

（休学の場合の学費免除）

第 条 休学した者については次の算式により算出した学費を免除する。

免除額 授業料年額 ×
休学日の当月から復学日の前月までの月数

12
 教育充実費年額 ×

休学日の当月から復学日の前月までの月数

12

２ 端数が生じた場合には， の位以下の数字は切り上げ， 円単位とする。この端数処理は，授業

料又は教育充実費それぞれの減免額算定の最後に一度だけ行うものとし，計算途中において複数回

にわたり行うことはしない。

（在籍料）

第 条の２ 休学した者については，休学期間中，次の算式により算出した在籍料を納付しなければ

ならない。

在籍料の算式

在籍料 × 休学日の当月から復学日の前月までの月数

２ 在籍料は，１か月 円とする。

（その他の費用の納付）

第 条 入学金，学費のほか，実験実習料を徴収することがある。

２ 前項に規定する納付金の金額，納付に必要な手続き等については別に定める。

（納付した授業料等）

第 条 削除

第９章 科目等履修生，特別聴講生，研究生，特別研究生，委託生，

外国人留学生

（科目等履修生）

第 条 大学院の学生以外の者で，本大学院において開設する授業科目の一部を履修しようとする者

があるときは，委員会において相当の資格があると認めた者につき，教育研究に支障がない場合に

限り，学長が科目等履修生として許可し，単位を授与することができる。

２ 科目等履修生については別に定める。

（特別聴講生）

第 条 他の大学の大学院（外国の大学院を含む。）の学生で，本大学院研究科の授業科目を履修し

ようとする者があるときは，当該大学の大学院との協議に基づき，委員会の意見を聴き，特別聴講

生として学長が履修を認めることができる。

２ 特別聴講生については別に定める。

（研究生）
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この学則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は，令和４年４月１日から施行し，令和４年度入学生から適用する。
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１　授業科目表

　⑴　人文科学専攻（2017年度生〜）

授業科目の区分 授　業　科　目
単
位
数

配当

年次
開講期

授業

形態
履修上の注意

言語・文化・歴史
探究分野
（リサーチワーク）

日 本 語 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

日 本 語 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

日 本 語 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

日 本 語 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

日 本 文 学 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

日 本 文 学 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

日 本 文 学 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

日 本 文 学 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

英 語 学 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

英 語 学 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

英 語 学 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

英 語 学 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

イ ギ リ ス 文 学 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

イ ギ リ ス 文 学 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

イ ギ リ ス 文 学 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

イ ギ リ ス 文 学 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

ア メ リ カ 文 学 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

ア メ リ カ 文 学 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

ア メ リ カ 文 学 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

ア メ リ カ 文 学 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

日 本 史 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

日 本 史 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

日 本 史 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

日 本 史 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

東 洋 史 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

東 洋 史 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

東 洋 史 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

東 洋 史 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

西 洋 史 演 習 Ａ ２ １ 前期 演習

西 洋 史 演 習 Ｂ ２ １ 後期 演習

西 洋 史 演 習 Ｃ ２ ２ 前期 演習

西 洋 史 演 習 Ｄ ２ ２ 後期 演習

言語・文化・歴史
探究分野
（コースワーク）

日 本 語 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

日 本 語 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

日 本 語 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

日 本 語 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

い
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授業科目の区分 授　業　科　目
単
位
数

配当

年次
開講期

授業

形態
履修上の注意

言語・文化・歴史
探究分野
（コースワーク）

古 典 文 学 特 論 Ⅴ ２ １・２ 前期 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅵ ２ １・２ 後期 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

英 語 学 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

英 語 学 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

イ ギ リ ス 文 化 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

イ ギ リ ス 文 化 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

イ ギ リ ス 文 学 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

イ ギ リ ス 文 学 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

ア メ リ カ 文 化 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

ア メ リ カ 文 化 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

ア メ リ カ 文 学 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

ア メ リ カ 文 学 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

研 究 方 法 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

研 究 方 法 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

日 本 史 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

日 本 史 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

日 本 史 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

日 本 史 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

日 本 史 特 論 Ⅴ ２ １・２ 前期 講義

日 本 史 特 論 Ⅵ ２ １・２ 後期 講義

東 洋 史 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

東 洋 史 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

西 洋 史 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

西 洋 史 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

西 洋 史 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

西 洋 史 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

表現・実践・歴史
活用分野
（コースワーク）

応 用 江 戸 文 化 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

必修

応 用 江 戸 文 化 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

出 版 事 業 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

出 版 事 業 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

マルチメディア表現特論 ２ １・２ 後期 講義

論 文 の 作 法 １ １・２ 前期 講義

応 用 日 本 語 学 ２ １・２ 前期 講義

都 市 文 化 振 興 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

都 市 文 化 振 興 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義
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授業科目の区分 授　業　科　目
単
位
数

配当

年次
開講期

授業

形態
履修上の注意

表現・実践・歴史
活用分野
（コースワーク）

実 用 英 語 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

実 用 英 語 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

英 語 教 育 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

英 語 教 育 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

通 訳 論 と そ の 演 習 Ⅰ ２ １・２ 前期 演習

通 訳 論 と そ の 演 習 Ⅱ ２ １・２ 後期 演習

翻 訳 論 と そ の 演 習 Ⅰ ２ １・２ 前期 演習

翻 訳 論 と そ の 演 習 Ⅱ ２ １・２ 後期 演習

現 地 調 査 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

現 地 調 査 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

メ デ ィ ア 政 治 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

メ デ ィ ア 政 治 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

異 文 化 共 生 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

異 文 化 共 生 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

歴 史 遺 産 解 説 特 論 Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

歴 史 遺 産 解 説 特 論 Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

歴 史 遺 産 解 説 特 論 Ⅲ ２ １・２ 前期 講義

歴 史 遺 産 解 説 特 論 Ⅳ ２ １・２ 後期 講義

歴史遺産保護行政特論Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

歴史遺産保護行政特論Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

文 化 財 保 護 活 動 特 論 ２ １・２ 前期 講義

哲学と倫理の諸問題Ⅰ ２ １・２ 前期 講義

哲学と倫理の諸問題Ⅱ ２ １・２ 後期 講義

人文科学研究科の標準的カリキュラム・ツリー

演習科目C・D （リサーチワーク）　言語・文化・歴史探究分野２年次

１年次

特論その他コースワーク科目　表現・実践・歴史活用分野

修士論文の作成・提出

演習科目A・B （リサーチワーク）　言語・文化・歴史探究分野

特論その他コースワーク科目　表現・実践・歴史活用分野

修士論文の作成
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２　履修上の注意

　本研究科の修了要件は，２年間で32単位以上を修得し，修士論文の審査及び最終試験に合格することである。

　⑴　２年以上在学して，前記のカリキュラムより自分の研究領域に従い，指導教員の指導のもとに，所定の単位

を32単位以上修得すること。

　⑵　本研究科では，「演習」をリサーチワーク，それ以外をコースワークと位置づけている。「演習」は指導教員

が担当するABCDをセットにして８単位履修する。他の24単位については，「言語・文化・歴史探求分野」と「表

現・実践・歴史活用分野」のコースワークから，バランスよく組み合わせて履修すること。

　⑶　本研究科の学生は，４月に指導教員との合議により一年間の研究計画をたて，指導教員はこれに基づいて所

定の様式で研究指導計画書を作成する。

　⑷　修士論文に単位は付さないが，修士課程を修了するためには，修士論文を完成させ，論文審査及び最終試験

に合格すること。

３　修士論文の作成等について（詳細は４月に掲示）

　修士課程在学中の研究成果がこの論文によって問われることになる。論文の提出資格は特に設けていないが，論

文作成のための時間等も考え，１年修了までに概ね20単位以上は修得しておくことが望ましい。

　また，修士論文を提出しようとする者は，あらかじめ指導教員の承認を得た論文題目（所定用紙）を2021年４月

上旬までに研究科長に届けること。

　提出する論文作成の提出日程，様式，審査基準等は以下のとおりである。

　なお，修士論文を50枚程度にした論文をまとめて『修士論文報』として刊行するので，年度内に提出すること。

　　【提出日程】

　　　　提出日時　2025年１月中旬（４月に日程を掲示するので確認すること。）

　　　　提 出 先　教務課

　　【様式】

　　　　○日本語学・日本文学領域

　　　　　　提 出 物　修士論文　３部・論文要旨　３部

　　　　　　論文枚数　400字詰め原稿用紙100枚以上（注は別）

　　　　　　　　　　　ワープロで作成の場合は，縦書き50字×24行・横書き40字×30行

　　　　　　論文要旨　400字から800字（ワープロ可）

　　　　○英語学・英米文学領域

　　　　　　提 出 物　修士論文　３部・論文要旨　３部

　　　　　　論文枚数　英文の場合は12,000語程度，和文の場合は400字詰め原稿用紙80枚以上（いずれも注は別）

　　　　　　　　　　　ワープロで作成の場合は，英文　65×25・和文　40字×30行

　　　　○史学領域

　　　　　　提 出 物　修士論文　３部・論文要旨　３部

　　　　　　論文枚数　400字詰め原稿用紙80枚以上（注は別）

　　　　　　　　　　　ワープロで作成の場合は，縦書き・横書きとも　40字×36行

　　　　　　論文要旨　400字から800字（ワープロ可）
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　就実修士論文報の原稿

　　　提出締切　2025年３月中旬

　　　提 出 先　教務課

　　　提 出 物　修士論文の要点を中心に作成した論文　１部

　　　様　　式　修士論文に準ずる

　　　枚　　数　400字詰め原稿用紙50枚程度（ワープロ可・その場合は電子媒体添付）

　　【修士論文審査基準】

　　　①論理・論旨は明快で，わかりやすく書かれているか。

　　　②論文のテーマを研究する意義が，同分野の研究者に理解できる形で説明されているか。

　　　③研究を展開するための問題設定は，適切になされているか。

　　　④関係する旧来研究業績すべてに目を通したうえで，研究史の動向や問題点が十分整理されているか。

　　　⑤対処が必要な見解・研究について，適切な対応措置がなされているか。

　　　⑥資料の選択・批判・読解等の処理は，オープンな形で適切になされているか。

　　　⑦問題設定から分析そして結論に至る道筋は，論理的に構築されているか。

　　　⑧結論は，同分野の研究者も納得し得る適切なものか。

　　　⑨残された問題や今後の研究への展望が，適切に提示されているか。

　　【修士論文作成スケジュール】

　　　〔１年次〕

　　　　４月〜５月；修士論文で扱う予定の分野に関連して，学士課程までに行った作業の整理

　　　　４月〜７月；修士論文テーマ決定のためのリサーチと，指導教員との相談

　　　　７月初旬；上級生修士論文中間発表聴講

　　　　７月下旬；修士論文テーマの決定

　　　　８月〜10月；旧来研究論文リサーチ

　　　　11月；研究史の整理と，旧来研究の動向および問題点のまとめ

　　　　12月初旬；修士論文構想発表

　　　　12月〜１月；構想発表に対する意見を受けての具体的執筆計画立案

　　　　12月〜３月；関係資料の収集と読解

　　　〔２年次〕

　　　　４月〜５月；関係資料の収集と読解

　　　　６月〜９月；関係資料の読解と分析

　　　　７月初旬；修士論文中間発表

　　　　７月；中間発表に対する意見と資料分析状況を反映した執筆計画調整

　　　　９月〜12月；修士論文執筆

　　　　１月中旬；修士論文提出
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４　科目ナンバリングとは
　「授業科目に適切な番号を付し分類することで，学修の段階や順序等を表し，教育課程の体系性を明示する仕

組み」であり，授業科目の分類の意味を持つ。履修計画を立てる際に，科目ナンバーを参照することで教育課程

全体の中の授業科目の位置づけや分類を把握し，適切な科目を選択することができるようになる。科目ナンバリ

ングは，シラバスに掲載する。時間割にある「 コード」とは異なるため注意すること。＊ナンバリングが付記

された授業科目一覧は，WebClassの「学生さんへのお知らせコース」から確認すること。

〇科目ナンバリングの構造

Ｈ３４ Aa 01 5

主催・分野区分コード
（アルファベット1桁+数字2桁）

分野・科目群区分コード
（アルファベット2桁）

科目コード
（数字2桁）

レベル（グレード）コード
（数字1桁）

H34 人文科学研究科 Aa A（日本語学・日本文学）　a（日本語学） 01～99 5 （修士課程の基礎的内容）
Ab A（日本語学・日本文学）　b（日本文学） 6 （修士課程の発展的な内容）
Ba B（英語学・英米文学）　a（英語学） 7 （博士課程）
Bb B（英語学・英米文学）　b（英米文学） 9 （レベル分けに適さない科目）
Da D（基礎的科目）a（方法論）
Ca C（歴史学） a（日本史）
Cb C（歴史学） b（東洋史）
Cc C（歴史学） c（西洋史）
Ea E（学際的） a（現代）
Eb E（学際的） b（歴史）
Cd C（歴史学） d（国際）
Ce C（歴史学） e（日本）

E36 教育学研究科 PA 教育基礎科目・教育学分野
EP 教育基礎科目・教育心理学分野
MT 学びの統合科目・修了研究指導
PR 学びの統合科目・実践研究
PE 幼児教育学
EE 初等教育学
SN 特別支援教育学
SH 養護教育学
CP 教育臨床心理学

P38 医療薬学研究科 EN 演習科目
TK 特論科目
KN 課題研究
LC 講義群

L10 資格科目 TE 教職
CU 博物館学芸員
LI 図書館司書
LT 司書教諭
SO 社会教育主事
MS 医療秘書
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専修免許状取得について

⑴　免許状の種類および免許教科

⑵　基礎資格と最低修得単位数

　次表は，教育職員免許状取得のための基礎資格及び修得すべき法規上の単位数（最低）を示したものである。

※　高等学校・中学校専修免許状を取得するには，各々の一種免許状の所要資格を有したうえ，大学院の課程にお

いて必要単位を修得すること。

研　　究　　科 専　　　攻　　　名 教育職員免許状の種類 免　許　教　科

人 文 科 学 研 究 科 人 文 科 学 専 攻

高等学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状

国　　語
国　　語

高等学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状

外国語（英語）
外国語（英語）

高等学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状

地理歴史
社　　会

基　　礎　　資　　格 単　位　数

修士の学位を得た場合 24単位以上

修士課程に１年以上在学した場合 30単位以上
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　人文科学専攻（2019年度生～）

免許状の種類

免許法施行規則に
定める科目区分等

左　記　に　対　応　す　る

授業
形態 備　考

授　業　科　目
単 位 数

科　　　目
単
位
数

必 

修
選 
択

高 専 修 免
（ 国 語 ）

中 専 修 免
（ 国 語 ）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教科及び教科の
指導法に関する
科目
（国語）

24 日 本 語 特 論 Ⅰ 2 講義

日 本 語 特 論 Ⅱ 2 講義

日 本 語 特 論 Ⅲ 2 講義

日 本 語 特 論 Ⅳ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅰ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅱ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅲ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅳ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅴ 2 講義

古 典 文 学 特 論 Ⅵ 2 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅰ 2 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅱ 2 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅲ 2 講義

近 代 文 学 特 論 Ⅳ 2 講義

応 用 江 戸 文 化 論 Ⅰ 2 講義

応 用 江 戸 文 化 論 Ⅱ 2 講義

出 版 事 業 特 論 Ⅰ 2 講義

出 版 事 業 特 論 Ⅱ 2 講義

高 専 修 免
（ 英 語 ）

中 専 修 免
（ 英 語 ）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教科及び教科の
指導法に関する
科目
（英語）

24 英 語 学 特 論 Ⅰ 2 講義

英 語 学 特 論 Ⅱ 2 講義

イ ギ リ ス 文 化 特 論 Ⅰ 2 講義

イ ギ リ ス 文 化 特 論 Ⅱ 2 講義

イ ギ リ ス 文 学 特 論 Ⅰ 2 講義

イ ギ リ ス 文 学 特 論 Ⅱ 2 講義

ア メ リ カ 文 化 特 論 Ⅰ 2 講義

ア メ リ カ 文 化 特 論 Ⅱ 2 講義

ア メ リ カ 文 学 特 論 Ⅰ 2 講義

ア メ リ カ 文 学 特 論 Ⅱ 2 講義

研 究 方 法 論 Ⅰ 2 講義

研 究 方 法 論 Ⅱ 2 講義
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免許状の種類

免許法施行規則に
定める科目区分等

左　記　に　対　応　す　る

授業
形態 備　考

授　業　科　目
単 位 数

科　　　目
単
位
数

必 

修
選 

択

実 用 英 語 特 論 Ⅰ 2 講義

実 用 英 語 特 論 Ⅱ 2 講義

英 語 教 育 論 Ⅰ 2 講義

英 語 教 育 論 Ⅱ 2 講義

通 訳 論 と そ の 演 習 Ⅰ 2 演習

通 訳 論 と そ の 演 習 Ⅱ 2 演習

翻 訳 論 と そ の 演 習 Ⅰ 2 演習

翻 訳 論 と そ の 演 習 Ⅱ 2 演習

高 専 修 免
（地理歴史）

中 専 修 免
（ 社 会 ）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教科及び教科の
指導法に関する
科目
（地理歴史）

教科及び教科の
指導法に関する
科目
（社会）

24 日 本 史 特 論 Ⅰ 2 講義

日 本 史 特 論 Ⅱ 2 講義

日 本 史 特 論 Ⅲ 2 講義

日 本 史 特 論 Ⅳ 2 講義

日 本 史 特 論 Ⅴ 2 講義

日 本 史 特 論 Ⅵ 2 講義

東 洋 史 特 論 Ⅰ 2 講義

東 洋 史 特 論 Ⅱ 2 講義

西 洋 史 特 論 Ⅰ 2 講義

西 洋 史 特 論 Ⅱ 2 講義

西 洋 史 特 論 Ⅲ 2 講義

西 洋 史 特 論 Ⅳ 2 講義

現 地 調 査 特 論 Ⅰ 2 講義

現 地 調 査 特 論 Ⅱ 2 講義

メ デ ィ ア 政 治 特 論 Ⅰ 2 講義

メ デ ィ ア 政 治 特 論 Ⅱ 2 講義

異 文 化 共 生 特 論 Ⅰ 2 講義

異 文 化 共 生 特 論 Ⅱ 2 講義
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就実大学大学院科目等履修生規程

制　　定　平成11年４月１日
最終改正　平成31年２月22日

（趣　　旨）

第１条　この規程は就実大学大学院学則（以下「学則」という。）第44条に基づき，人文科学研究科，教育学研究

科及び医療薬学研究科の科目等履修生の取扱いについて必要な事項を定める。

（出願資格）

第２条　科目等履修生として願い出ることのできる者は，学則第28条に規定する入学資格を有するものとする。

（出願期間・出願書類）

第３条　履修を希望する者は，所定の期日までに次の書類に検定料10,000円を添えて教務課に提出し，その手続き

を終わらなければならない。なお，医療薬学研究科に出願する外国人の提出書類については，英語での記載を可

とする。

　一　出願期間（締切日が日曜日にあたるときはその翌日までとする。）

　　イ　通年又は前期科目履修者・後期科目履修者　２月16日から３月３日まで

　　ロ　後期科目履修者　　　　　　　　　　　　　８月17日から８月31日まで

　二　出願書類は次のとおりとする。ただし，本学を卒業して引き続き科目等履修生を志願する者については，科

目等履修生願書及び出願理由書のみで足りるものとする。

　　イ　科目等履修生願書（本学所定用紙）

　　ロ　履歴書（本学所定用紙）

　　ハ　出願理由書（自筆　日本語で記すこと）

　　ニ　最終出身学校の卒業（見込）証明書又は修了（見込）証明書

　　ホ　最終出身学校の成績証明書

　　ヘ　健康診断書（胸部X線検査を含む，１年以内のもの，複写可）

　　ト　在職中の者は，所属長の承諾書

　　チ　外国人の場合は，その他本学が必要と認める書類

　三　前項の規定にかかわらず当該年度において前期科目を履修した者又は通年科目を履修中の者が後期科目の履

修を願い出る場合は，科目等履修生願書のみの提出で足りるものとする。

（選考方法）

第４条　選考は書類審査及び履修希望科目担当者による面接によって行う。

（履修許可）

第５条　科目等履修生として出願する者については，前条の選考結果に基づき，研究科委員会の議を経て，学長が

履修を許可する。

　２　科目履修が許可された者には科目履修許可書を交付する。

（履修科目）

第６条　科目等履修生として１年間に履修できる科目の単位数は，24単位以内とする。
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（履修手続）

第７条　履修を許可された場合は，許可日から10日以内に下記に定める登録料及び授業料を納めなければならな

い。ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

　２　学期開始日現在で就実大学大学院に在籍している学生は登録料及び授業料の全額を免除する。

　３　学期開始日現在で満40歳に達している者は登録料の全額を免除し，併せて授業料の半額を免除する。

　４�　外国人の場合，上記の金額を納めるとともに住民票の写し又は在留資格を記載した住民票記載事項証明書を

提出しなければならない。

　５　納付した授業料等は，原則として返付しない。

（単位の授与及び証明書）

第８条　科目等履修生は，履修を許可された授業科目の履修を修了し，所定の試験に合格した場合，単位を修得す

ることができる。

　２　科目等履修生は単位修得証明書を求めることができる。

（履修の取消）

第９条　科目等履修生として不適当と判断された場合，研究科委員会の議を経て，学長が履修の許可を取り消すこ

とがある。

（履修の取止め）

第10条　本人の都合により履修期間の途中で履修を取り止める場合は，教務課にその旨を届け出なければならな

い。

（雑　　則）

第11条　この規程に定めるもののほか必要な事項は，研究科委員会においてこれを定める。

（規程の改廃）

第12条　この規程の改廃は，研究科委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成11年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。

項　　　目 金　　　　額

登　　　録　　　料
（年　　　　額）

１０,０００円

授　　　業　　　料
（１単位につき）

１２,０００円
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就実大学大学院研究生規程

制　　定　平成11年４月１日
最終改正　平成31年２月22日

（目　　的）

第１条　この規程は就実大学大学院学則（以下「学則」という。）第46条に基づき，人文科学研究科，教育学研究

科及び医療薬学研究科の研究生の取扱いについて必要なことを定める。

（人文科学研究科及び教育学研究科研究生入学資格）

第２条　人文科学研究科及び教育学研究科に研究生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者

とする。

　一　学校教育法第104条第４項の規定により，学位授与機構から修士の学位を授与された者

　二　外国において修士の学位に相当する学位を授与された者

　三　文部科学大臣の指定した者

　四�　大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

で，24歳に達した者

　五　本大学院において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

（医療薬学研究科研究生入学資格）

第２条の２　医療薬学研究科に研究生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。

　一　学校教育法第104条第４項の規程により，学位授与機構から博士の学位を授与された者

　二　外国において博士の学位に相当する学位を授与された者

　三　文部科学大臣の指定した者

　四�　大学院において，個別の入学資格審査により，博士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

で，27歳に達した者

　五　本大学院において，博士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

（出願手続）

第３条　研究を希望する者は，次の書類を教務課に提出し，その手続を終わらなければならない。ただし，本学を

卒業して引き続き研究生を志願する者については，研究生願書及び研究計画書のみで足りるものとする。なお，

医療薬学研究科に出願する外国人の提出書類については，英語での記載を可とする。

　一　研究生願書（本学所定用紙）

　二　履歴書（本学所定用紙）

　三　研究計画書（本学所定用紙）

　四　最終出身学校の卒業（見込）証明書または修了（見込）証明書

　五　最終出身学校の成績証明書

　六　健康診断書（胸部X線検査を含む，１年以内のもの・複写可）

　八　在職中の者は，所属長の承諾書

　九　外国人の場合は，本学が必要と認める書類

（選考方法）

第４条　選考は書類審査によって行う。
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（入学許可）

第５条　研究生として入学を志願する者については，前条の選考結果に基づき，研究科委員会の議を経て，学長が

入学を許可する。

　２　入学を許可された者には，研究生証を交付する。

（入学手続）

第６条　研究を許可された場合は，本学の指定する書類を提出するとともに，許可日から10日以内に下記に定める

入学金及び研究料を収めなければならない。ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

　２　学期開始日現在で満40歳に達している者は入学金の全額を免除し，併せて授業料の半額を免除する。

　３�　外国人の場合，上記の金額を納めるとともに住民票の写し又は在留資格を記載した住民票記載事項証明書を

提出しなければならない。

　４　納付した研究料等は，原則として返付しない。

（入学時期及び研究期間）

第７条　入学の時期は，原則として学期の始めとし，研究期間は入学時より１年以内とする。

　２　前項の規定にかかわらず，当該研究生が研究の継続を希望し，指導教員がその必要性を認めた場合には，研

究科委員会の議を経て，学長は研究期間の延長を許可することができる。

（聴　　講）

第８条　研究生は，指導教員の指導により授業担当教員の承認を受けて，研究に直接関係のある授業を聴講するこ

とができる。ただし，単位を認定されない。

（研究証明書）

第９条　研究を修了した者には，研究証明書を交付することができる。

（研究の取消）

第10条　研究生として不適当であると判断される場合，研究科委員会の議を経て，学長は研究の許可を取り消すこ

とができる。

（研究の取止し）

第11条　本人の都合により研究期間の途中で研究を取り止めようとする者は，書面をもって教務課にその旨を届け

出て，学長の許可を受けなければならない。

（雑　　則）

第12条　この規程に定めるもののほか必要な事項は，研究科委員会においてこれを定める。

（規程の改廃）

第13条　この規程の改廃は，研究科委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成11年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。

項　　　　　目 金　　　　　額

入　　　学　　　金 １０,０００円

研　　　究　　　料
（半　　　期）

１２０,０００円
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就実大学大学院人文科学研究科履修細則

制定　平成11年４月１日
改正　平成14年４月１日

平成15年４月１日
平成21年４月１日
平成25年４月１日

（目的）

第１条　この細則は，就実大学大学院学則の運用に必要な事項を定める。

（研究指導）

第２条　研究科における学位論文の作成に関する指導（以下「研究指導」という。）は，研究指導教授（以下「指

導教授」という。）があたる。ただし，指導教授は，研究指導教員のうち，教授，准教授又は講師があたる。

２　指導教授は，学生の提出した研究計画により，研究科委員会で決定する。

３　指導教授は，学生の修士論文作成のために指導計画を立て，１年次より個別に研究指導に当たる。

（履修方法）

第３条　学生は，指導教授の指示を受けて授業科目を履修し，かつ，研究指導を受けなければならない。

２　学生は，履修する授業科目について，所定の期日までに履修登録をしなければならない。

（教育方法の特例）

第４条　研究科委員会で教育上特に必要があると認める場合は，通常外の特定の時間又は時期において，授業又は

研究指導を行う等の適切な方法により，教育を行うことができる。

（学位論文）

第５条　学位論文は，指導教授の承認を受けて，あらかじめ指定された期日までに提出しなければならない。

２　学位論文の提出期日及び形式については，研究科委員会で決定する。

（最終試験）

第６条　最終試験の期日は，あらかじめ指定する。

（学位論文及び最終試験の審査）

第７条　学位論文の審査及び最終試験は専攻で実施する。

２　審査は２名以上の大学院担当教員によって行う。

３　専攻は，審査を担当した教員の報告をもとに審議し，研究科委員会に審査結果を報告する。

４　研究科委員会は，専攻より提出された報告に基づき，学位授与の適否を審議し，その結果を学長に報告する。

（雑則）

第８条　この細則に定めるもののほか，必要な事項は研究科委員会で定める。
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就実大学大学院　長期履修学生規程

制　　定　平成20年９月17日
最終改正　平成31年２月22日

（総　　則）

第１条　この規程は学則第５条の３に基づき，人文科学研究科，教育学研究科及び医療薬学研究科の長期履修学生

の取り扱いについて必要なことを定める。

（履修計画期間及び在学年限）

第２条　長期履修学生の履修計画期間は，次のとおりとする。

　２　人文科学研究科及び教育学研究科の場合３年または４年とする。ただし，６年を超えて在学することができ

ない。

　３　医療薬学研究科の場合５年から８年とする。ただし，10年を超えて在学することができない。

（出願資格）

第３条　長期履修学生として願い出ることができる者は，職業を有している等の事情により，学則第５条に定める

修業年限で修了することが困難であると認められる者とする。

（出願手続）

第４条　長期履修学生として願い出る者は，当該年度の授業開始10日目までに長期履修許可願を教務課へ提出しな

ければならない。

（履修計画期間の変更）

第５条　長期履修学生が履修計画期間の変更を希望する場合には，原則として１回に限り，第２条第１項に定める

範囲内で，研究科委員会の議を経て学長はこれを許可することができる。

　２　前項の場合，学生は当該年度の授業開始10日目までに履修計画期間変更許可願を教務課へ提出しなければな

らない。

（履修登録の上限）

第６条　長期履修学生が１年間に履修登録することができる科目の単位数の上限は，人文科学研究科及び教育学研

究科では14単位，医療薬学研究科では７単位（ただし，課題研究を除く。）とする。

（授 業 料）

第７条　長期履修学生の授業料は，学則第39条に定める年額に長期履修開始時における修業年限の残年数を乗じた

総額を，長期履修開始時における履修計画期間の残年数で除した年額とする。

　２　履修計画期間を変更した場合の授業料は，変更前の年額に計画変更時における履修計画期間の残年数を乗じ

た総額を，計画変更時における変更後の履修計画期間の残年数で除した年額とする。

　３　第２条第１項に定める履修計画期間の上限を超えて在学する場合の授業料は，前年度と同一の年額とする。

　４　授業料は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。

　５　入学年次には，前学期分として納入した授業料から第１項の算定方式により算定した年額の前学期分を差し

引いた差額を返金することとする。

（教育充実費及びその他の費用）

第８条　長期履修学生は，別に定める教育充実費を，前条に定める算定方式により納付しなければならない。

　２　入学年次には，前学期分として納入した教育充実費から前項の算定方式により算定した年額の前学期分を差
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し引いた差額を返金することとする。

　３　別に定める諸費，学友会費，後援会費，学会費は，当該年度分の金額を納付しなければならない。

（そ の 他）

第９条　長期履修学生の取り扱いについて，学則及びこの規程に定めるもののほか，必要な事項は研究科委員会の

議を経て学長が定める。

（規程の改廃）

第10条　この規程の改廃は，研究科委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成21年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から改正する。
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Ａ館・Ｄ館　室名・番号（１Ｆ～２Ｆ）

二階

大階段大階段

EVEV
吹抜吹抜

ひかりてらすひかりてらす

多目的
W.C

M.W.C W.W.C

Ｂ館へ

渡り廊下渡り廊下

Ｂ館へ

A204
学長室

A203
理事長室

A202
役員室
A202
役員室

A201
会議室A205

ホール

D201
大講義室

大階段

M.W.C W.W.C
D101
大講義室

一階

EV EV

通用口

風除室

多目的
W.C

M.W.C W.W.C

A103
エントランスホールA104

ひかりてらす
A104

ひかりてらす

A102
応接室

A101
会議室

A108
倉庫
A108
倉庫

A109
総務課・総合企画課・会計課

A105
倉庫

A112
講義室 A111

倉庫
A110
倉庫

学園アーカイブ

車いす設置場所

多目的
W.C

配
置
図



− 199 −

Ａ館・Ｄ館　室名・番号（３Ｆ～４Ｆ）

四階

EV

吹抜吹抜

A407
倉庫
A407
倉庫

A420
ファカルティ

ルーム
学部長室

A419
ミーティング

ルーム
A418
倉庫

M.W.C W.W.C

EV EV

前室

M.W.C W.W.C

Ｂ館へ

渡り廊下渡り廊下

D301
大講義室

A303
学習室３

A307 ピアノ練習室A307 ピアノ練習室A309
学習室４

A302
学習室２

A308
倉庫

A304
倉庫
A304
倉庫

A310
情報教室

A305
情報ラウンジA306

倉庫
（教材編集室）

A306
倉庫

（教材編集室）

三階

2 15 4678910

Ｅ館へ

3

研
A411

研
A424

研
A423

研
A422 A421

研
A406

研
A417

研
A416

研
A415

研
A414

研
A413

研
A412

研
A405

研
A404

研
A403

研
A402

研
A401

研
A410

研
A409

研
A408

EV

A301
学習室１

多目的
W.C

配
置
図
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Ｂ館（大学）　室名・番号（１Ｆ・２Ｆ）

一階

B106
大講義室

B101
看護・小児保健実習室

B102
倉庫

B105
倉庫

ホールエントランス

ピロティ

B103
模擬保健室

B104
養護演習室

EV

EV 多目的W.C

M.
W.C

W.
W.C

二階

B212
B－コモンズ
（デリ・カフェ）

※AL＝アクティブ・ラーニング

サービスカウンター

B201
スタディ
ルーム１

B202
スタディ
ルーム２

B203
スタディ
ルーム３

B207
スタディ
ルーム７
（AL）

B208
スタディ
ルーム８
（AL）

B204
スタディ
ルーム４

B205
スタディ
ルーム５

B206
スタディ
ルーム６

B210
スタディ
ルーム10
（AL）

B211
スタディ
ルーム11
（AL）

B209
スタディ
ルーム９
（AL）

EV

EV 多目的W.C

M.
W.C

W.
W.C

スロープあり

車いす設置場所

配
置
図
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Ｂ館（大学）　室名・番号（３Ｆ・４Ｆ）

三階

EV

EV パウダールーム

M.
W.C

W.
W.C

B303
集団心理実験室

B304
保育内容演習室

B302
観察室

・
制御室

B301
心理
データ
解析室

B305
会議室

B306
ミーティングルーム

B307
教育実践研究センター

B308
演習室

B310
キャリア
サービス

B309
保育・教職
支　援　課

B311
教職ラウンジ

四階

EV

EV

M.
W.C

W.
W.C

B420 研

研
B415

研
B401

研
B402

研
B403

研
B404

研
B405B407

学部長室

B421 研

B422 研

B423 研

B424 研

B425 研

B426 研

B427 研

B428 倉庫

B406
倉庫

研
B408

研
B409

研
B410

研
B411

研
B412B413

倉庫

B414
倉庫

B419
印刷室

B429 研

B430 研

B431 研

B432 研
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B434 研

B416
院生演習室1
B417

院生演習室2

B418
院生研究室

配
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多目的
W.C
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模擬保育室
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EV

EV
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E301
教科教育法演習室

吹抜

E303
理科演習室E307
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講義室
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研
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教務課
学生課
キャリア支援・開発課
国際交流課 応接室 キャリア
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Ｓ館　室名・番号（１Ｆ～２Ｆ）

一階

二階

S108
プレゼンテー
ションルームS109

倉庫1

W.W.C M.W.C

W.W.C
M.W.C

多目的
W.C

S104
空調機械室1

S102
110周年記念ホール

S102
110周年記念ホール

S206
演習室2

（アクティブ
ラーニング）

S205
情報教室2

S204
情報教室1

S203
演習室1

（アクティブ
ラーニング）

屋上庭園1

S201
PCラボ

S202
空調機械室2

S207

S103
カフェ

サービス

パウダールーム

多目的
W.C

S101
アカデミックホール

S107
S－コモンズ

EV EV

ラウンジ

　S105
教育開発センター

S106
会議室

EV EV

♥ AED設置場所

♥

車いす設置場所

配
置
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Ｓ館　室名・番号（３Ｆ～４Ｆ）

三階

四階

S305
演習室4

S309
演習室6

S306
演習室5

S308
情報教室4

S307
情報教室3

S310

S302
情報システム課

S301
演習室3 外部テラス

S303
サーバー室

S304
電話
交換
機室

EV EV

W.W.CM.W.C

S416
演習室8

S413
演習室7

S415
情報教室6

S414
情報教室5

S417

S401
禅の間

EV EV

W.W.CM.W.CS412
研

研

研 研 研 研 研 研 研 研 研 研

S411 S410 S409 S408 S407 S406 S405 S404 S403 S402

配
置
図
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Ｓ館　室名・番号（５Ｆ～６Ｆ）

五階

六階

S514
演習室10

S609
アゴラ8

S608
アゴラ7

S617
アゴラ16

S610
アゴラ9S616

アゴラ15

S607
アゴラ6

S602
アゴラ1

S603
アゴラ2S618

茶室

S606
アゴラ5

S605
アゴラ4

S604
アゴラ3

S615
アゴラ14

S614
アゴラ13

S613
アゴラ12

S612
アゴラ11

S611
アゴラ10

S511
演習室9

S513
講義室2

S512
講義室1

S501
f-cafe

S601
i-cafe

EV EV

EV EV

W.W.CM.W.C

W.W.C

M.W.C

S509 S508 S507 S506 S505 S504 S503 S502

屋
上
庭
園
２

屋
上
庭
園
５

屋上庭園７

屋上庭園６

屋上庭園３屋上庭園４

研 研 研 研 研 研 研 研
S510
学部長室

配
置
図
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M.W.C
EV T304

講義室

T205
講義室

T201 準備室

T202 準備室
T203

小児栄養実習室・調理実習室

T204
講義室

（調理実習）

T301
講義室

T305
被服構成学実習室

T309
講義室

T208
講義室

倉庫

T207
調理実習室

リフト

リフト

T206
準備室

EV

EV
EV

EV
EV

M.W.C

W.W.C

W.W.C

W.W.C

M.W.C

多目的
W.C

M.W.C

W.W.C

T-コモンズ

T112 T111

車いす設置場所

倉庫
倉庫T113

会議室
入試課

T114

印刷室
ホール※

共　同
実験室

※非常警報ベル設置場所

T303
研

T302

T308
研

T307
研

T306準備室

T110
研

T109
研

T108
研

T107
研

T106
研

T105
研

T104
研

T103
研

T102
研

T101
研

配
置
図
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M.W.C

M.W.C

M.W.C

W.W.C

W.W.C

W.W.C

M.W.C

M.W.C

W.W.C

W.W.C

EV
EV

EV
EV

EV
EV
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AED設置場所
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Ｐ館　室名・番号（１Ｆ・２Ｆ）
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M.W.C

W.W.C

M.W.C

W.W.C

M.W.C

W.W.C

受水室

電気室

配
置
図



− 219 −

AED設置場所
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M.W.C

W.W.C

倉庫

EV EV

EV EV
EV EV

書　　　庫

図103

閲　　覧　　室

図201
事　務　室
図205

図
204 図202

　203

図207
館長室

図206

図101
図
102

配
置
図



− 221 −

閲

　覧

　個

　室

パソ
コン
ルー
ム

W.
W.C

M.W.C

多目的
W.C

EV

EV EV EV EV

M.W.C

W.
W.C

多目的
W.C7

6

5

4

3

2

1

図
303

図302
スタディルーム

閲　　覧　　室

図301

図504
ＡＶホール

図503
学園資料室

図502
博物館実習室

図408
西嶋文庫

図407
特別閲覧室

図403
グループ
学習室

図402
グループ
学習室

図401
グループ
学習室

図406
特殊資料室

図501
吉備地方
文化研究所

湯
沸
室

ＡＶ
資料
室

EV

EV

EV

倉庫

M.W.C

W.W.C

図404

図405

配
置
図



− 222 −

図

図

図

図 図

W.W.C

M.W.C

配
置
図



授業公欠届（教務課申請用）

成績評価についての異議申立書

各
種
様
式













この授業公欠届（教務課申請用）は、学内専用ページ（Web）からもダウンロード出来ます。

教務課 受付印

（教務課提出日を記入）

授業公欠届（教務課申請用）

※この用紙は、事前または欠席理由が終了後速やかに教務課に提出し、公欠届（授業
　担当者提出用）を受け取り、必要事項を記入し授業担当者へ渡してください。





講　義　名

講義コード

※履修要覧にある成績評価への異議申立事由に該当しない場合は，受理出来ない。

授業担当教員 先生

− −





主治医殿

「出席停止期間証明書」の記入について（ご依頼）

学校保健安全法に定める感染症に罹患しました本学学生につきまして、下記証明書にご記入くださいますよう 

お願い申し上げます。

就実大学・就実短期大学

【連絡先】

（欠席手続き・下記証明書記入に関すること）教務課 ℡ 086-271-8120 

（病気に関すること

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

出席停止期間証明書

学 籍 番 号     （    年次生）

氏     名

生 年 月 日        年     月    日

病     名

出席停止期間 自 　　  年  月  日 ～ 至 　　  年  月  日

（付記）

上記の者は、    年   月   日以降は登校に支障がないことを証明します。

証明年月日：      年    月    日

医療機関名： 

医 師 名：                ○印

①教務課 受付印 ②保健管理課 受付印

）保健管理課　 ℡ 086-271-8190  
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